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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　１重量％～９９重量％のＨＦＣ－１２３４ｙｆと
　９９重量％～１重量％のＨＦＣ－１３４ａとを含むことを特徴とする共沸または
擬共沸組成物。
【請求項２】
　請求項１に記載の組成物であって、
　３０重量パーセント～９９重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆおよび７０重量パー
セント～１重量パーセントのＨＦＣ－１３４ａを含むことを特徴とする請求項１に記載の
組成物。
【請求項３】
　請求項１に記載の組成物であって、
　９０重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆおよび１０重量パーセントのＨＦＣ－１３
４ａを含むことを特徴とする請求項１に記載の組成物。
【請求項４】
　請求項１に記載の組成物であって、
　－２５℃の温度で１８．４ｐｓｉａ（１２７ｋＰａ）の蒸気圧を有する７０．４重量パ
ーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆおよび２９．６重量パーセントのＨＦＣ－１３４ａを含
む共沸組成物を含むことを特徴とする請求項１に記載の組成物。
【請求項５】
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　ポリオールエステル、ポリアルキレングリコール、ポリビニルエーテル、鉱油、アルキ
ルベンゼン、合成パラフィン、合成ナフテン、およびポリ（アルファ）オレフィンからな
る群から選択された潤滑油をさらに含むことを特徴とする請求項１～４のいずれか一項に
記載の組成物。
【請求項６】
　ハイドロフルオロカーボン、重水素化炭化水素、重水素化ハイドロフルオロカーボン、
パーフルオロカーボン、フルオロエーテル、臭素化化合物、ヨウ素化化合物、アルコール
、アルデヒド、ケトン、亜酸化窒素（Ｎ2Ｏ）およびそれらの組み合わせからなる群から
選択されたトレーサーをさらに含むことを特徴とする請求項１～４のいずれか一項に記載
の組成物。
【請求項７】
　請求項６に記載の組成物であって、
　ＣＤ3ＣＤ3、ＣＤ3ＣＤ2ＣＤ3、ＣＤ2Ｆ2、ＣＦ3ＣＤ2ＣＦ3、ＣＤ2ＦＣＦ3、ＣＤ3Ｃ
Ｆ3、ＣＤＦ2ＣＦ3、ＣＦ3ＣＤＦＣＦ3、ＣＦ3ＣＦ2ＣＤＦ2、ＣＤＦ2ＣＤＦ2、ＣＦ3Ｃ
Ｆ2ＣＤ3、ＣＦ3ＣＤ2ＣＨ3、ＣＦ2ＣＨ2ＣＤ3、ＣＦ3ＣＦ3、シクロ－ＣＦ2ＣＦ2ＣＦ2

－、ＣＦ3ＣＦ2ＣＦ3、シクロ－ＣＦ2ＣＦ2ＣＦ2ＣＦ2－、ＣＦ3ＣＦ2ＣＦ2ＣＦ3、ＣＦ3

ＣＦ（ＣＦ3）2、シクロ－ＣＦ（ＣＦ3）ＣＦ2ＣＦ（ＣＦ3）ＣＦ2－、トランス－シクロ
－ＣＦ2ＣＦ（ＣＦ3）ＣＦ（ＣＦ3）ＣＦ2－、シス－シクロ－ＣＦ2ＣＦ（ＣＦ3）ＣＦ（
ＣＦ3）ＣＦ2－、ＣＦ3ＯＣＨＦ2、ＣＦ3ＯＣＨ2Ｆ、ＣＦ3ＯＣＨ3、ＣＦ3ＯＣＨＦＣＦ3

、ＣＦ3ＯＣＨ2ＣＦ3、ＣＦ3ＯＣＨ2ＣＨＦ2、ＣＦ3ＣＨ2ＯＣＨＦ2、ＣＨ3ＯＣＦ2ＣＦ3

、ＣＨ3ＣＦ2ＯＣＦ3、ＣＦ3ＣＦ2ＣＦ2ＯＣＨＦＣＦ3、ＣＦ3ＣＦ2ＣＦ2ＯＣＦ（ＣＦ3

）ＣＦ2ＯＣＨＦＣＦ3、ＣＨＦ3、ＣＨ2ＦＣＨ3、ＣＨＦ2ＣＨ3、ＣＨＦ2ＣＨＦ2、ＣＦ3

ＣＨＦＣＦ3、ＣＦ3ＣＦ2ＣＨＦ2、ＣＦ3ＣＦ2ＣＨ2Ｆ、ＣＨＦ2ＣＨＦＣＦ3、ＣＦ3ＣＨ

2ＣＦ3、ＣＦ3ＣＦ2ＣＨ3、ＣＦ3ＣＨ2ＣＨＦ2、ＣＨＦ2ＣＦ2ＣＨ3、ＣＦ3ＣＨＦＣＨ3

、ＣＦ3ＣＨ2ＣＨ3、ＣＨ3ＣＦ2ＣＨ3、ＣＨ3ＣＨＦＣＨ3、ＣＨ2ＦＣＨ2ＣＨ3、ＣＨＦ2

ＣＦ2ＣＦ2ＣＦ3、（ＣＦ3）2ＣＨＣＦ3、ＣＦ3ＣＨ2ＣＦ2ＣＦ3、ＣＨＦ2ＣＦ2ＣＦ2Ｃ
ＨＦ2、ＣＨ3ＣＦ2ＣＦ2ＣＦ3、ＣＦ3ＣＨＦＣＨＦＣＦ2ＣＦ3、パーフルオロメチルシク
ロペンタン、パーフルオロメチルシクロヘキサン、パーフルオロジメチルシクロヘキサン
（オルト、メタ、またはパラ）、パーフルオロエチルシクロヘキサン、パーフルオロイン
ダン、パーフルオロトリメチルシクロヘキサンおよびその異性体、パーフルオロイソプロ
ピルシクロヘキサン、シス－パーフルオロデカリン、トランス－パーフルオロデカリン、
シス－またはトランス－パーフルオロメチルデカリンおよびその異性体、ＣＨ3Ｂｒ、Ｃ
Ｈ2ＦＢｒ、ＣＨＦ2Ｂｒ、ＣＨＦＢｒ2、ＣＨＢｒ3、ＣＨ2ＢｒＣＨ3、ＣＨＢｒ＝ＣＨ2

、ＣＨ2ＢｒＣＨ2Ｂｒ、ＣＦＢｒ＝ＣＨＦ、ＣＦ3Ｉ、ＣＨＦ2Ｉ、ＣＨ2ＦＩ、ＣＦ2ＩＣ
Ｈ2Ｆ、ＣＦ2ＩＣＨＦ2、ＣＦ2ＩＣＦ2Ｉ、Ｃ6Ｆ5Ｉ、エタノール、ｎ－プロパノール、
イソプロパノール、アセトン、ｎ－プロパナール、ｎ－ブタナール、メチルエチルケトン
、亜酸化窒素、ならびにそれらの組み合わせからなる群から選択されたトレーサーをさら
に含むことを特徴とする請求項６に記載の組成物。
【請求項８】
　請求項１～４のいずれか一項に記載の組成物であって、
　ａ）式Ｒ1［（ＯＲ2）xＯＲ3］yで表されるポリオキシアルキレングリコールエーテル
であって、ｘが１～３の整数であり、ｙが１～４の整数であり、Ｒ1が水素ならびに１～
６個の炭素原子およびｙ個の結合部位を有する脂肪族炭化水素基から選択され、Ｒ2が２
～４個の炭素原子を有する脂肪族ヒドロカルビレン基から選択され、Ｒ3が水素ならびに
１～６個の炭素原子を有する脂肪族および脂環式炭化水素基から選択され、Ｒ1およびＲ3

の少なくとも１つが前記炭化水素基から選択され、かつ、１００～３００原子質量単位の
分子量を有するポリオキシアルキレングリコールエーテル；
　ｂ）式Ｒ1Ｃ（Ｏ）ＮＲ2Ｒ3およびシクロ－［Ｒ4ＣＯＮ（Ｒ5）－］で表されるアミド
であって、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3およびＲ5が独立して１～１２個の炭素原子を有する脂肪族およ
び脂環式炭化水素基、ならびに６～１２個の炭素原子を有する多くても１つの芳香族基か
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ら選択され、Ｒ4が３～１２個の炭素原子を有する脂肪族ヒドロカルビレン基から選択さ
れ、かつ、１００～３００原子質量単位の分子量を有するアミド；
　ｃ）式Ｒ1Ｃ（Ｏ）Ｒ2で表されるケトンであって、Ｒ1およびＲ2が独立して１～１２個
の炭素原子を有する脂肪族、脂環式およびアリール炭化水素基から選択され、かつ、７０
～３００原子質量単位の分子量を有するケトン；
　ｄ）式Ｒ1ＣＮで表されるニトリルであって、Ｒ1が５～１２個の炭素原子を有する脂肪
族、脂環式またはアリール炭化水素基から選択される、９０～２００原子質量単位の分子
量を有するニトリル；
　ｅ）式ＲＣｌxで表されるクロロカーボンであって、ｘが１または２であり、Ｒが１～
１２個の炭素原子を有する脂肪族および脂環式炭化水素基から選択され、かつ、１００～
２００原子質量単位の分子量を有するクロロカーボン；
　ｆ）式Ｒ1ＯＲ2で表されるアリールエーテルであって、Ｒ1が６～１２個の炭素原子を
有するアリール炭化水素基から選択され、Ｒ2が１～４個の炭素原子を有する脂肪族炭化
水素基から選択され、かつ、１００～１５０原子質量単位の分子量を有するアリールエー
テル、
　ｇ）式ＣＦ3Ｒ

1で表される１，１，１－トリフルオロアルカンであって、Ｒ1が５～１
５個の炭素原子を有する脂肪族および脂環式炭化水素基から選択される１，１，１－トリ
フルオロアルカン；
　ｈ）式Ｒ1ＯＣＦ2ＣＦ2Ｈで表されるフルオロエーテルであって、
Ｒ1が５～１５個の炭素原子を有する脂肪族、脂環式、および芳香族炭化水素基から選択
されるか、または、
フルオロオレフィンとポリオールとから誘導され、ここで、前記フルオロオレフィンがタ
イプＣＦ2＝ＣＸＹ（式中、Ｘは水素、塩素またはフッ素であり、そしてＹは塩素、フッ
素、ＣＦ3またはＲfがＣＦ3，Ｃ2Ｆ5もしくはＣ3Ｆ7であるＯＲfである）のものであり、
そして前記ポリオールが線状または分岐であり、ここで、前記線状ポリオールがタイプＨ
ＯＣＨ2ＣＲＲ’（ＣＨ2）ｚ（ＣＨＯＨ）ｘＣＨ２（ＣＨ２ＯＨ）ｙ（式中、ＲおよびＲ
’は水素、ＣＨ3またはＣ2Ｈ5であり、ｘは０～４の整数であり、ｙは０～３の整数であ
り、そしてｚは０か１かのどちらかである）のものであり、そして前記分岐ポリオールが
タイプＣ（ＯＨ）t（Ｒ）u（ＣＨ2ＯＨ）v［（ＣＨ2）mＣＨ2ＯＨ］w（式中、Ｒは水素、
ＣＨ3またはＣ2Ｈ5であってもよく、ｍは０～３の整数であり、ｔおよびｕは０または１
であり、ｖおよびｗは０～４の整数であり、そしてまたここで、ｔ＋ｕ＋ｖ＋ｗ＝４であ
る）のものである、
フルオロエーテル；
　ｉ）構造［Ｂ］、［Ｃ］、および［Ｄ］で表されるラクトンであって、Ｒ1～Ｒ8が独立
して水素か、線状、分岐、環式、二環式、飽和および不飽和のヒドロカルビル基から選択
され、かつ、分子量が１００～３００原子質量単位であるラクトン；
【化１】

ならびに
　ｊ）一般式Ｒ1ＣＯ2Ｒ

2で表されるエステルであって、Ｒ1およびＲ2が独立して線状お
よび環式の、飽和および不飽和の、アルキルおよびアリール基から選択され、かつ、８０
～５５０原子質量単位の分子量を有するエステル
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からなる群から選択された相溶化剤をさらに含むことを特徴とする請求項１～４のいずれ
か一項に記載の組成物。
【請求項９】
　ナフタルイミド、ペリレン、クマリン、アントラセン、フェナントレン、キサンテン、
チオキサンテン、ナフトキサンテン、フルオレセイン、前記染料の誘導体およびそれらの
組み合わせからなる群から選択された少なくとも１つの紫外線蛍光染料をさらに含むこと
を特徴とする請求項１～４のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１０】
　炭化水素、ジメチルエーテル、ポリオキシアルキレングリコールエーテル、アミド、ケ
トン、ニトリル、クロロカーボン、エステル、ラクトン、アリールエーテル、ハイドロフ
ルオロエーテル、および１，１，１－トリフルオロアルカンからなる群から選択された少
なくとも１つの可溶化剤をさらに含むことを特徴とする請求項９に記載の組成物。
【請求項１１】
　請求項１０に記載の組成物であって、前記可溶化剤が、
　ａ）式Ｒ1［（ＯＲ2）xＯＲ3］yで表されるポリオキシアルキレングリコールエーテル
であって、ｘが１～３の整数であり、ｙが１～４の整数であり、Ｒ1が水素ならびに１～
６個の炭素原子およびｙ個の結合部位を有する脂肪族炭化水素基から選択され、Ｒ2が２
～４個の炭素原子を有する脂肪族ヒドロカルビレン基から選択され、Ｒ3が水素ならびに
１～６個の炭素原子を有する脂肪族および脂環式炭化水素基から選択され、Ｒ1およびＲ3

の少なくとも１つが前記炭化水素基から選択され、かつ、１００～３００原子質量単位の
分子量を有するポリオキシアルキレングリコールエーテル；
　ｂ）式Ｒ1Ｃ（Ｏ）ＮＲ2Ｒ3およびシクロ－［Ｒ4ＣＯＮ（Ｒ5）－］で表されるアミド
であって、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3およびＲ5が独立して１～１２個の炭素原子を有する脂肪族およ
び脂環式炭化水素基、ならびに６～１２個の炭素原子を有する多くても１つの芳香族基か
ら選択され、Ｒ4が３～１２個の炭素原子を有する脂肪族ヒドロカルビレン基から選択さ
れ、かつ、１００～３００原子質量単位の分子量を有するアミド；
　ｃ）式Ｒ1Ｃ（Ｏ）Ｒ2で表されるケトンであって、Ｒ1およびＲ2が独立して１～１２個
の炭素原子を有する脂肪族、脂環式およびアリール炭化水素基から選択され、かつ、７０
～３００原子質量単位の分子量を有するケトン；
　ｄ）式Ｒ1ＣＮで表されるニトリルであって、Ｒ1が５～１２個の炭素原子を有する脂肪
族、脂環式またはアリール炭化水素基から選択され、かつ、９０～２００原子質量単位の
分子量を有するニトリル；
　ｅ）式ＲＣｌxで表されるクロロカーボンであって、ｘが１または２であり、Ｒが１～
１２個の炭素原子を有する脂肪族および脂環式炭化水素基から選択され、かつ、１００～
２００原子質量単位の分子量を有するクロロカーボン；
　ｆ）式Ｒ1ＯＲ2で表されるアリールエーテルであって、Ｒ1が６～１２個の炭素原子を
有するアリール炭化水素基から選択され、Ｒ2が１～４個の炭素原子を有する脂肪族炭化
水素基から選択され、かつ、１００～１５０原子質量単位の分子量を有するアリールエー
テル；
　ｇ）式ＣＦ3Ｒ

1で表される１，１，１－トリフルオロアルカンであって、Ｒ1が５～１
５個の炭素原子を有する脂肪族および脂環式炭化水素基から選択される１，１，１－トリ
フルオロアルカン；
　ｈ）式Ｒ1ＯＣＦ2ＣＦ2Ｈで表されるフルオロエーテルであって、
Ｒ1が５～１５個の炭素原子を有する脂肪族、脂環式、および芳香族炭化水素基から選択
されるか、または、
フルオロオレフィンとポリオールとから誘導され、ここで、前記フルオロオレフィンがタ
イプＣＦ2＝ＣＸＹ（式中、Ｘは水素、塩素またはフッ素であり、そしてＹは塩素、フッ
素、ＣＦ3またはＲfがＣＦ3、Ｃ2Ｆ5もしくはＣ3Ｆ7であるＯＲfである）のものであり、
そして前記ポリオールが線状または分岐であり、ここで、前記線状ポリオールがタイプＨ
ＯＣＨ2ＣＲＲ’（ＣＨ2）ｚ（ＣＨＯＨ）ｘＣＨ２（ＣＨ２ＯＨ）ｙ（式中、ＲおよびＲ
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’は水素、ＣＨ3またはＣ2Ｈ5であり、ｘは０～４の整数であり、ｙは０～３の整数であ
り、そしてｚは０か１かのどちらかである）のものであり、そして前記分岐ポリオールが
タイプＣ（ＯＨ）t（Ｒ）u（ＣＨ2ＯＨ）v［（ＣＨ2）mＣＨ2ＯＨ］w（式中、Ｒは水素、
ＣＨ3またはＣ2Ｈ5であってもよく、ｍは０～３の整数であり、ｔおよびｕは０または１
であり、ｖおよびｗは０～４の整数であり、そしてまたここで、ｔ＋ｕ＋ｖ＋ｗ＝４であ
る）のものである、
フルオロエーテル；
　ｉ）構造［Ｂ］、［Ｃ］、および［Ｄ］で表されるラクトンであって、Ｒ1～Ｒ8が独立
して水素か、線状、分岐、環式、二環式、飽和および不飽和のヒドロカルビル基から選択
され、かつ、分子量が１００～３００原子質量単位であるラクトン；
【化２】

ならびに
　ｊ）一般式Ｒ1ＣＯ2Ｒ

2で表されるエステルであって、Ｒ1およびＲ2が独立して線状お
よび環式の、飽和および不飽和の、アルキルおよびアリール基から選択され、かつ、８０
～５５０原子質量単位の分子量を有するエステル
からなる群から選択されることを特徴とする請求項１０に記載の組成物。
【請求項１２】
　安定剤、水捕捉剤、または臭いマスキング剤をさらに含むことを特徴とする請求項１～
４のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１３】
　前記安定剤が、ニトロメタン、ヒンダードフェノール、ヒドロキシルアミン、チオール
、ホスファイトおよびラクトンからなる群から選択されることを特徴とする請求項１２に
記載の組成物。
【請求項１４】
　冷却を行うための方法であって、冷却されるべき本体の近くで請求項１～４のいずれか
一項に記載の前記組成物を蒸発させる工程と、その後前記組成物を凝縮させる工程とを含
むことを特徴とする方法。
【請求項１５】
　熱を産生させるための方法であって、加熱されるべき本体の近くで請求項１～４のいず
れか一項に記載の前記組成物を凝縮させる工程と、その後前記組成物を蒸発させる工程と
を含むことを特徴とする方法。
【請求項１６】
　圧縮冷凍、エアコン、またはヒートポンプ装置で請求項９に記載の組成物を検出するた
めの方法であって、前記組成物を前記装置に提供する工程と、前記装置の漏洩ポイントで
または該装置の近くで前記組成物を検出するための好適な手段を提供する工程とを含むこ
とを特徴とする方法。
【請求項１７】
　鉱油、アルキルベンゼン、合成パラフィン、合成ナフテン、およびポリ（アルファ）オ
レフィンからなる群から選択された冷凍潤滑油への請求項１～４のいずれか一項に記載の
組成物を含む冷媒または伝熱流体組成物の可溶化方法であって、前記方法が有効量の相溶
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化剤の存在下で前記潤滑油を前記組成物と接触させる工程を含み、前記相溶化剤が、
　ａ）式Ｒ1［（ＯＲ2）xＯＲ3］yで表されるポリオキシアルキレングリコールエーテル
であって、ｘが１～３の整数であり、ｙが１～４の整数であり、Ｒ1が水素ならびに１～
６個の炭素原子およびｙ個の結合部位を有する脂肪族炭化水素基から選択され、Ｒ2が２
～４個の炭素原子を有する脂肪族ヒドロカルビレン基から選択され、Ｒ3が水素ならびに
１～６個の炭素原子を有する脂肪族および脂環式炭化水素基から選択され、Ｒ1およびＲ3

の少なくとも１つが前記炭化水素基から選択され、かつ、１００～３００原子質量単位の
分子量を有するポリオキシアルキレングリコールエーテル；
　ｂ）式Ｒ1Ｃ（Ｏ）ＮＲ2Ｒ3およびシクロ－［Ｒ4ＣＯＮ（Ｒ5）－］で表されるアミド
であって、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3およびＲ5が独立して１～１２個の炭素原子を有する脂肪族およ
び脂環式炭化水素基、ならびに６～１２個の炭素原子を有する多くても１つの芳香族基か
ら選択され、Ｒ4が３～１２個の炭素原子を有する脂肪族ヒドロカルビレン基から選択さ
れ、かつ、１００～３００原子質量単位の分子量を有するアミド；
　ｃ）式Ｒ1Ｃ（Ｏ）Ｒ2で表されるケトンであって、Ｒ1およびＲ2が独立して１～１２個
の炭素原子を有する脂肪族、脂環式およびアリール炭化水素基から選択され、かつ、７０
～３００原子質量単位の分子量を有するケトン；
　ｄ）式Ｒ1ＣＮで表されるニトリルであって、Ｒ1が５～１２個の炭素原子を有する脂肪
族、脂環式またはアリール炭化水素基から選択され、かつ、９０～２００原子質量単位の
分子量を有するニトリル；
　ｅ）式ＲＣｌxで表されるクロロカーボンであって、ｘが１または２であり、Ｒが１～
１２個の炭素原子を有する脂肪族および脂環式炭化水素基から選択され、かつ、１００～
２００原子質量単位の分子量を有するクロロカーボン；
　ｆ）式Ｒ1ＯＲ2で表されるアリールエーテルであって、Ｒ1が６～１２個の炭素原子を
有するアリール炭化水素基から選択され、Ｒ2が１～４個の炭素原子を有する脂肪族炭化
水素基から選択され、かつ、１００～１５０原子質量単位の分子量を有するアリールエー
テル；
　ｇ）式ＣＦ3Ｒ

1で表される１，１，１－トリフルオロアルカンであって、Ｒ1が５～１
５個の炭素原子を有する脂肪族および脂環式炭化水素基から選択される１，１，１－トリ
フルオロアルカン；
　ｈ）式Ｒ1ＯＣＦ2ＣＦ2Ｈで表されるフルオロエーテルであって、
Ｒ1が５～１５個の炭素原子を有する脂肪族および脂環式炭化水素基から選択されるか、
または、
フルオロオレフィンとポリオールとから誘導され、ここで、前記フルオロオレフィンがタ
イプＣＦ2＝ＣＸＹ（式中、Ｘは水素、塩素またはフッ素であり、そしてＹは塩素、フッ
素、ＣＦ3またはＲfがＣＦ3、Ｃ2Ｆ5もしくはＣ3Ｆ7であるＯＲfである）のものであり、
そして前記ポリオールがタイプＨＯＣＨ2ＣＲＲ’（ＣＨ2）ｚ（ＣＨＯＨ）ｘＣＨ２（Ｃ
Ｈ２ＯＨ）ｙ（式中、ＲおよびＲ’は水素、ＣＨ3またはＣ2Ｈ5であり、ｘは０～４の整
数であり、ｙは０～３の整数であり、そしてｚは０か１かのどちらかである）のものであ
る、
フルオロエーテル、
　ｉ）構造［Ｂ］、［Ｃ］、および［Ｄ］で表されるラクトンであって、Ｒ1～Ｒ8が独立
して水素か、線状、分岐、環式、二環式、飽和および不飽和のヒドロカルビル基から選択
され、かつ、分子量が１００～３００原子質量単位であるラクトン、
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【化３】

ならびに
　ｊ）一般式Ｒ1ＣＯ2Ｒ

2で表されるエステルであって、Ｒ1およびＲ2が独立して線状お
よび環式の、飽和および不飽和の、アルキルおよびアリール基から選択され、かつ、８０
～５５０原子質量単位の分子量を有するエステル
からなる群から選択されることを特徴とする方法。
【請求項１８】
　圧縮冷凍、エアコンまたはヒートポンプ装置の圧縮機への油戻しの改良方法であって、
前記装置に請求項５に記載の組成物を使用する工程を含むことを特徴とする方法。
【請求項１９】
　請求項１～４のいずれか一項に記載の組成物を伝熱流体として使用する方法であって、
前記組成物を熱源からヒートシンクへ運ぶ工程を含むことを特徴とする方法。
【請求項２０】
　請求項１～４のいずれか一項に記載の組成物の製造方法であって、
（ｉ）冷媒組成物の１つまたは複数の成分のある容量を少なくとも１つの冷媒容器から回
収する工程と、
（ｉｉ）前記回収成分の１つまたは複数の再使用を可能にするのに十分なほど不純物を除
去する工程と、
（ｉｉｉ）場合により、前記回収容量の成分のすべてまたは一部を少なくとも１つの追加
の冷媒組成物または成分と組み合わせる工程と
を含むことを特徴とする方法。
【請求項２１】
　請求項１～４のいずれか一項に記載の組成物を含有することを特徴とする冷凍、エアコ
ン、またはヒートポンプ装置。
【請求項２２】
　移動式または定置型エアコン装置を含むことを特徴とする請求項２１に記載の冷凍、エ
アコン、またはヒートポンプ装置。
【請求項２３】
　請求項１～４のいずれか一項に記載の組成物を含むことを特徴とする発泡剤。
【請求項２４】
　（ａ）請求項１～４のいずれか一項に記載の組成物を発泡性組成物に加える工程と、
　（ｂ）発泡体を形成するのに有効な条件下に発泡性組成物を反応させる工程と
を含むことを特徴とする発泡体の形成方法。
【請求項２５】
　請求項１～４のいずれか一項に記載の組成物を含むことを特徴とするスプレー可能な組
成物。
【請求項２６】
　請求項１～４のいずれか一項に記載の組成物をエアゾール容器中の活性成分に加える工
程を含むエアゾール製品の製造方法であって、前記組成物が噴射剤として機能することを
特徴とする方法。
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【請求項２７】
　火炎を、請求項１～４のいずれか一項に記載の組成物を含む流体と接触させる工程を含
むことを特徴とする火炎の抑制方法。
【請求項２８】
　（ａ）請求項１～４のいずれか一項に記載の組成物を含む試剤を提供する工程と、
　（ｂ）該試剤を加圧吐出システムに配置する工程と、
　（ｃ）該試剤をある区域へ吐出して当該区域で火を消すまたは抑制する工程と
を含むトータル－フラッド用途での火の消火または抑制方法。
【請求項２９】
　（ａ）請求項１～４のいずれか一項に記載の組成物を含む試剤を提供する工程と、
　（ｂ）該試剤を加圧吐出システムに配置する工程と、
　（ｃ）該試剤をある区域へ吐出して火災または爆発が起こるのを防ぐ工程と
を含むことを特徴とする火災または爆発を防止するための区域の不活性化方法。
【請求項３０】
　プロパン、ｎ－ブタン、イソブタン、およびジメチルエーテルからなる群から選択され
た少なくとも一の化合物を含むことを特徴とする請求項１に記載の組成物。
【請求項３１】
　請求項８に記載の組成物であって、前記共沸または擬共沸組成物が、
　１重量％～８０重量％のＨＦＣ－１２３４ｙｆ、１重量％～８０重量％のＨＦＣ－１３
４ａ、および１９重量％～９８重量％のプロパン；
　１重量％～９８重量％のＨＦＣ－１２３４ｙｆ、１重量％～９８重量％のＨＦＣ－１３
４ａ、および１重量％～３０重量％のｎ－ブタン；
　１重量％～９８重量％のＨＦＣ－１２３４ｙｆ、１重量％～９８重量％のＨＦＣ－１３
４ａ、および１重量％～３０重量％のイソブタン；ならびに
　１重量％～９８重量％のＨＦＣ－１２３４ｙｆ、１重量％～９８重量％のＨＦＣ－１３
４ａ、および１重量％～４０重量％のジメチルエーテル
からなる群から選択されることを特徴とする請求項８に記載の組成物。
【請求項３２】
　請求項８に記載の組成物であって、前記組成物が、
　－２５℃の温度で１８．４ｐｓｉａ（１２７ｋＰａ）の蒸気圧を有する、７０．４重量
％のＨＦＣ－１２４３ｙｆおよび２９．６重量％のＨＦＣ－１３４ａ；
　－２５℃の温度で３４．０１ｐｓｉａ（２３４ｋＰａ）の蒸気圧を有する、２４．５重
量％のＨＦＣ－１２４３ｙｆ、３１．１重量％のＨＦＣ－１３４ａ、および４４．５重量
％のプロパン；
　－２５℃の温度で１８．５８ｐｓｉａ（１２８ｋＰａ）の蒸気圧を有する、６０．３重
量％のＨＦＣ－１２４３ｙｆ、３５．２重量％のＨＦＣ－１３４ａ、および４．５重量％
のｎ－ブタン；
　－２５℃の温度で１９．８６ｐｓｉａ（１３７ｋＰａ）の蒸気圧を有する、４８．６重
量％のＨＦＣ－１２４３ｙｆ、３７．２重量％のＨＦＣ－１３４ａ、および１４．３重量
％のイソブタン；ならびに
　－２５℃の温度で１７．２１ｐｓｉａ（１１０ｋＰａ）の蒸気圧を有する、２４．０重
量％のＨＦＣ－１２４３ｙｆ、６７．９重量％のＨＦＣ－１３４ａ、および８．１重量％
のジメチルエーテル
からなる群から選択される共沸組成物であることを特徴とする請求項８に記載の組成物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、フルオロオレフィンと少なくとも１つの他の成分とを含む、冷凍、エアコン
、およびヒートポンプシステムでの使用のための組成物に関する。本発明の組成物は、伝
熱流体、発泡剤、エアゾール噴射剤、ならびに火抑制剤および消火剤として、冷却を行う
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または熱を産生させるためのプロセスで有用である。
【０００２】
　　（関連出願の相互参照）
　本件出願は２００５年３月４日出願の米国仮特許出願第６０／６５８，５４３号明細書
、および２００５年８月２３日出願の米国仮特許出願第６０／７１０，４３９号明細書、
および２００５年１１月１日出願の米国仮特許出願第６０／７３２，７６９号明細書の優
先権を主張するものである。
【背景技術】
【０００３】
　冷凍業界は、モントリオール議定書（Ｍｏｎｔｒｅａｌ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）の結果と
して段階的に廃止されつつあるオゾン破壊クロロフルオロカーボン（ＣＦＣ）およびハイ
ドロクロロフルオロカーボン（ＨＣＦＣ）の代替冷媒を見つけるために過去二，三十年の
間努力してきた。ほとんどの冷媒製造業者にとっての解決策は、ハイドロフルオロカーボ
ン（ＨＦＣ）冷媒の商業化であった。現時点で最も広く使用されつつある新たなＨＦＣ冷
媒、ＨＦＣ－１３４ａはゼロのオゾン破壊係数を有し、従ってモントリオール議定書の結
果としての現行規制上の段階的廃止による影響を受けない。
【０００４】
【特許文献１】米国特許出願第１１／０６２０４４号明細書
【特許文献２】米国特許出願第１０／９１０，４９５号明細書
【特許文献３】再発行米国特許第Ｒｅ３６，９５１号明細書
【特許文献４】米国特許第５，７５９，４３０号明細書
【非特許文献１】１９９０年アシュラエ・ハンドブック、冷凍システムおよび適用（１９
９０　ＡＳＨＲＡＥ　Ｈａｎｄｂｏｏｋ，Ｒｅｆｒｉｇｅｒａｔｉｏｎ　Ｓｙｓｔｅｍｓ
　ａｎｄ　Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎｓ）、第８章、表題「冷凍システムでの潤滑油（Ｌｕ
ｂｒｉｃａｎｔｓ　ｉｎ　Ｒｅｆｒｉｇｅｒａｔｉｏｎ　Ｓｙｓｔｅｍｓ）」、８．１－
８．２１ページ
【非特許文献２】Ｒ．Ｌ．シュブキン（Ｒ．Ｌ．Ｓｈｕｂｋｉｎ）編、「合成潤滑油およ
び高性能流体（Ｓｙｎｔｈｅｔｉｃ　Ｌｕｂｒｉｃａｎｔｓ　ａｎｄ　Ｈｉｇｈ－Ｐｅｒ
ｆｏｒｍａｎｃｅ　Ｆｌｕｉｄｓ）」、Ｍａｒｃｅｌ　Ｄｅｋｋｅｒ社、１９９３年
【非特許文献３】サウンダース（Ｓａｕｎｄｅｒｓ）、フリッシュ（Ｆｒｉｓｃｈ）著、
「ポリウレタン化学および技術（Ｐｏｌｙｕｒｅｔｈａｎｅｓ　Ｃｈｅｍｉｓｔｒｙ　ａ
ｎｄ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ）」、第ＩおよびＩＩ巻、ニューヨーク州ニューヨーク、Ｊ
ｏｈｎ　Ｗｉｌｅｙ　ａｎｄ　Ｓｏｎｓ社、１９６２年
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　さらなる環境規制は究極的には、ある種のＨＦＣ冷媒のグローバルな段階的廃止をもた
らすかもしれない。現在、自動車業界は、移動式エアコンに使用される冷媒に対する地球
温暖化係数にかかわる規制に直面しているところである。それ故、移動式エアコン市場向
けに減少した地球温暖化係数の新たな冷媒を特定する、大きな現在の必要性が存在する。
規制が将来より広く適用されれば、冷凍およびエアコン業界のすべての分野に使用できる
冷媒に対してさらにより大きい必要性が感じられるであろう。
【０００６】
　現在提案されているＨＦＣ－１３４ａの代替冷媒には、ＨＦＣ－１５２ａ、ブタンもし
くはプロパンなどの純炭化水素、またはＣＯ2などの「天然」冷媒が含まれる。これらの
提案された代替品の多くは有毒であり、引火性であり、および／または低いエネルギー効
率を有する。それ故、新たな代替冷媒が捜し求められつつある。
【０００７】
　本発明の目的は、低いまたはゼロのオゾン破壊係数および現在の冷媒と比べてより低い
地球温暖化係数という要求を満たすために独特の特性を提供する新規な冷媒組成物および
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伝熱流体組成物を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明は、ＨＦＣ－１２２５ｙｅと
ＨＦＣ－１２３４ｚｅ、ＨＦＣ－１２３４ｙｆ、ＨＦＣ－１２３４ｙｅ、ＨＦＣ－１２４
３ｚｆ、ＨＦＣ－３２、ＨＦＣ－１２５、ＨＦＣ－１３４、ＨＦＣ－１３４ａ、ＨＦＣ－
１４３ａ、ＨＦＣ－１５２ａ、ＨＦＣ－１６１、ＨＦＣ－２２７ｅａ、ＨＦＣ－２３６ｅ
ａ、ＨＦＣ－２３６ｆａ、ＨＦＣ－２４５ｆａ、ＨＦＣ－３６５ｍｆｃ、プロパン、ｎ－
ブタン、イソブタン、２－メチルブタン、ｎ－ペンタン、シクロペンタン、ジメチルエー
テル、ＣＦ3ＳＣＦ3、ＣＯ2およびＣＦ3Ｉ
からなる群から選択された少なくとも１つの化合物とを含む組成物に関する。
【０００９】
　本発明はさらに、ＨＦＣ－１２３４ｚｅとＨＦＣ－１２３４ｙｆ、ＨＦＣ－１２３４ｙ
ｅ、ＨＦＣ－１２４３ｚｆ、ＨＦＣ－３２、ＨＦＣ－１２５、ＨＦＣ－１３４、ＨＦＣ－
１３４ａ、ＨＦＣ－１４３ａ、ＨＦＣ－１５２ａ、ＨＦＣ－１６１、ＨＦＣ－２２７ｅａ
、ＨＦＣ－２３６ｅａ、ＨＦＣ－２３６ｆａ、ＨＦＣ－２４５ｆａ、ＨＦＣ－３６５ｍｆ
ｃ、プロパン、ｎ－ブタン、イソブタン、２－メチルブタン、ｎ－ペンタン、シクロペン
タン、ジメチルエーテル、ＣＦ3ＳＣＦ3、ＣＯ2およびＣＦ3Ｉからなる群から選択された
少なくとも１つの化合物とを含む組成物に関する。
【００１０】
　本発明はさらに、ＨＦＣ－１２３４ｙｆとＨＦＣ－１２３４ｙｅ、ＨＦＣ－１２４３ｚ
ｆ、ＨＦＣ－３２、ＨＦＣ－１２５、ＨＦＣ－１３４、ＨＦＣ－１３４ａ、ＨＦＣ－１４
３ａ、ＨＦＣ－１５２ａ、ＨＦＣ－１６１、ＨＦＣ－２２７ｅａ、ＨＦＣ－２３６ｅａ、
ＨＦＣ－２３６ｆａ、ＨＦＣ－２４５ｆａ、ＨＦＣ－３６５ｍｆｃ、プロパン、ｎ－ブタ
ン、イソブタン、２－メチルブタン、ｎ－ペンタン、シクロペンタン、ジメチルエーテル
、ＣＦ3ＳＣＦ3、ＣＯ2およびＣＦ3Ｉからなる群から選択された少なくとも１つの化合物
とを含む組成物に関する。
【００１１】
　本発明はさらに、ＨＦＣ－１２３４ｙｅとＨＦＣ－１２４３ｚｆ、ＨＦＣ－３２、ＨＦ
Ｃ－１２５、ＨＦＣ－１３４、ＨＦＣ－１３４ａ、ＨＦＣ－１４３ａ、ＨＦＣ－１５２ａ
、ＨＦＣ－１６１、ＨＦＣ－２２７ｅａ、ＨＦＣ－２３６ｅａ、ＨＦＣ－２３６ｆａ、Ｈ
ＦＣ－２４５ｆａ、ＨＦＣ－３６５ｍｆｃ、プロパン、ｎ－ブタン、イソブタン、２－メ
チルブタン、ｎ－ペンタン、シクロペンタン、ジメチルエーテル、ＣＦ3ＳＣＦ3、ＣＯ2

およびＣＦ3Ｉからなる群から選択された少なくとも１つの化合物とを含む組成物に関す
る。
【００１２】
　本発明はさらに、ＨＦＣ－１２４３ｚｆとＨＦＣ－３２、ＨＦＣ－１２５、ＨＦＣ－１
３４、ＨＦＣ－１３４ａ、ＨＦＣ－１４３ａ、ＨＦＣ－１５２ａ、ＨＦＣ－１６１、ＨＦ
Ｃ－２２７ｅａ、ＨＦＣ－２３６ｅａ、ＨＦＣ－２３６ｆａ、ＨＦＣ－２４５ｆａ、ＨＦ
Ｃ－３６５ｍｆｃ、プロパン、ｎ－ブタン、イソブタン、２－メチルブタン、ｎ－ペンタ
ン、シクロペンタン、ジメチルエーテル、ＣＦ3ＳＣＦ3、ＣＯ2およびＣＦ3Ｉからなる群
から選択された少なくとも１つの化合物とを含む組成物に関する。
【００１３】
　本発明はさらに、
　（ａ）ポリオールエステル、ポリアルキレングリコール、ポリビニルエーテル、鉱油、
アルキルベンゼン、合成パラフィン、合成ナフテン、およびポリ（アルファ）オレフィン
からなる群から選択された少なくとも１つの潤滑油と、
　（ｂ）約１重量パーセント～約９９重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅおよび約９
９重量パーセント～約１重量パーセントのＨＦＣ－１５２ａ、
　約１重量パーセント～約９９重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅおよび約９９重量
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パーセント～約１重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆ、
　約１重量パーセント～約９９重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅおよび約９９重量
パーセント～約１重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅ、
　約１重量パーセント～約９９重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅおよび約９９重量
パーセント～約１重量パーセントのＨＦＣ－１２４３ｚｆ、
　約１重量パーセント～約９９重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅおよび
約９９重量パーセント～約１重量パーセントのＨＦＣ－１３４ａ、
　約１重量パーセント～約９９重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅおよび
約９９重量パーセント～約１重量パーセントのＨＦＣ－１５２ａ、
　約１重量パーセント～約９９重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅおよび
約９９重量パーセント～約１重量パーセントのＨＦＣ－２２７ｅａ、ならびに
　約１重量パーセント～約９９重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅおよび
約９９重量パーセント～約１重量パーセントのＣＦ3Ｉ
からなる群から選択された組成物と
を含む組成物に関する。
【００１４】
　本発明はさらに、
冷媒または伝熱流体組成物であって、
ａ）約１重量パーセント～約９９重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅおよび約９９重
量パーセント～約１重量パーセントのＨＦＣ－１５２ａ；
約１重量パーセント～約９９重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅおよび約９９重量パ
ーセント～約１重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆ；
約１重量パーセント～約９９重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅおよび約９９重量パ
ーセント～約１重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅ；
約１重量パーセント～約９９重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅおよび約９９重量パ
ーセント～約１重量パーセントのＨＦＣ－１２４３ｚｆ；
約１重量パーセント～約９９重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅおよび約
９９重量パーセント～約１重量パーセントのＨＦＣ－１３４ａ；
約１重量パーセント～約９９重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅおよび約
９９重量パーセント～約１重量パーセントのＨＦＣ－１５２ａ；
約１重量パーセント～約９９重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅおよび約
９９重量パーセント～約１重量パーセントのＨＦＣ－２２７ｅａ；ならびに
約１重量パーセント～約９９重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅおよび約
９９重量パーセント～約１重量パーセントのＣＦ3Ｉ
からなる群から選択された冷媒または伝熱流体組成物と、
ｂ）相溶化剤であって、
ｉ）式Ｒ1［（ＯＲ2）xＯＲ3］yで表されるポリオキシアルキレングリコールエーテルで
あって、ｘが１～３の整数であり、ｙが１～４の整数であり、Ｒ1が水素ならびに１～６
個の炭素原子およびｙ個の結合部位を有する脂肪族炭化水素基から選択され、Ｒ2が２～
４個の炭素原子を有する脂肪族ヒドロカルビレン基から選択され、Ｒ3が水素ならびに１
～６個の炭素原子を有する脂肪族および脂環式炭化水素基から選択され、Ｒ1およびＲ3の
少なくとも１つが前記炭化水素基から選択され、かつ約１００～約３００原子質量単位の
分子量を有するポリオキシアルキレングリコールエーテル；
ｉｉ）式Ｒ1Ｃ（Ｏ）ＮＲ2Ｒ3およびシクロ－［Ｒ4ＣＯＮ（Ｒ5）－］で表されるアミド
であって、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3およびＲ5が独立して１～１２個の炭素原子を有する脂肪族およ
び脂環式炭化水素基、ならびに６～１２個の炭素原子を有する多くても１つの芳香族基か
ら選択され、Ｒ4が３～１２個の炭素原子を有する脂肪族ヒドロカルビレン基から選択さ
れ、かつ、約１００～約３００原子質量単位の分子量を有するアミド；
ｉｉｉ）式Ｒ1Ｃ（Ｏ）Ｒ2で表されるケトンであって、Ｒ1およびＲ2が独立して１～１２
個の炭素原子を有する脂肪族、脂環式およびアリール炭化水素基から選択され、かつ、約
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７０～約３００原子質量単位の分子量を有するケトン；
ｉｖ）式Ｒ1ＣＮで表されるニトリルであって、Ｒ1が５～１２個の炭素原子を有する脂肪
族、脂環式またはアリール炭化水素基から選択され、かつ、約９０～約２００原子質量単
位の分子量を有するニトリル；
ｖ）式ＲＣｌxで表されるクロロカーボンであって、ｘが１または２であり、Ｒが１～１
２個の炭素原子を有する脂肪族および脂環式炭化水素基から選択され、かつ、約１００～
約２００原子質量単位の分子量を有するクロロカーボン；
ｖｉ）式Ｒ1ＯＲ2で表されるアリールエーテルであって、Ｒ1が６～１２個の炭素原子を
有するアリール炭化水素基から選択され、Ｒ2が１～４個の炭素原子を有する脂肪族炭化
水素基から選択され、かつ、約１００～約１５０原子質量単位の分子量を有するアリール
エーテル；
ｖｉｉ）式ＣＦ3Ｒ

1で表される１，１，１－トリフルオロアルカンであって、Ｒ1が約５
～約１５個の炭素原子を有する脂肪族および脂環式炭化水素基から選択される１，１，１
－トリフルオロアルカン；
ｖｉｉｉ）式Ｒ1ＯＣＦ2ＣＦ2Ｈで表されるフルオロエーテルであって、Ｒ1が約５～約１
５個の炭素原子を有する脂肪族、脂環式、および芳香族炭化水素基から選択されるか、ま
たは、
フルオロオレフィンとポリオールとから誘導され、ここで、前記フルオロオレフィンがタ
イプＣＦ2＝ＣＸＹ（式中、Ｘは水素、塩素またはフッ素であり、そしてＹは塩素、フッ
素、ＣＦ3またはＲfがＣＦ3、Ｃ2Ｆ5もしくはＣ3Ｆ7であるＯＲfである）のものであり、
そして前記ポリオールが線状または分岐であり、ここで、前記線状ポリオールがタイプＨ
ＯＣＨ2ＣＲＲ'（ＣＨ2）z（ＣＨＯＨ）xＣＨ2（ＣＨ2ＯＨ）y（式中、ＲおよびＲ'は水
素、ＣＨ3またはＣ2Ｈ5であり、ｘは０～４の整数であり、ｙは０～３の整数であり、そ
してｚは０か１かのどちらかである）のものであり、そして前記分岐ポリオールがタイプ
Ｃ（ＯＨ）t（Ｒ）u（ＣＨ2ＯＨ）v［（ＣＨ2）mＣＨ2ＯＨ］w（式中、Ｒは水素、ＣＨ3

またはＣ2Ｈ5であってもよく、ｍは０～３の整数であり、ｔおよびｕは０または１であり
、ｖおよびｗは０～４の整数であり、そしてまたここで、ｔ＋ｕ＋ｖ＋ｗ＝４である）の
ものであるフルオロエーテル、
ｉｘ）構造［Ｂ］、［Ｃ］、および［Ｄ］で表されるラクトンであって、Ｒ1～Ｒ8が独立
して水素か、線状、分岐、環式、二環式、飽和および不飽和のヒドロカルビル基から選択
され、かつ、分子量が約１００～約３００原子質量単位であるラクトン；
【００１５】
【化１】

【００１６】
ならびに
　ｘ）一般式Ｒ1ＣＯ2Ｒ

2で表されるエステルであって、Ｒ1およびＲ2が独立して線状お
よび環式の、飽和および不飽和の、アルキルおよびアリール基から選択され、かつ、約８
０～約５５０原子質量単位の分子量を有するエステル
からなる群から選択された相溶化剤と
を含む組成物に関する。
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【００１７】
　本発明はさらに、組成物であって、
　（ａ）ナフタルイミド、ペリレン、クマリン、アントラセン、フェナントレン、キサン
テン、チオキサンテン、ナフトキサンテン、フルオレセイン、前記染料の誘導体およびそ
れらの組み合わせからなる群から選択された少なくとも１つの紫外線蛍光染料と、
　（ｂ）約１重量パーセント～約９９重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅおよび約９
９重量パーセント～約１重量パーセントのＨＦＣ－１５２ａ；
　約１重量パーセント～約９９重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅおよび約９９重量
パーセント～約１重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆ；
　約１重量パーセント～約９９重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅおよび約９９重量
パーセント～約１重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅ；
　約１重量パーセント～約９９重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅおよび約９９重量
パーセント～約１重量パーセントのＨＦＣ－１２４３ｚｆ；
　約１重量パーセント～約９９重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅおよび
約９９重量パーセント～約１重量パーセントのＨＦＣ－１３４ａ；
　約１重量パーセント～約９９重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅおよび
約９９重量パーセント～約１重量パーセントのＨＦＣ－１５２ａ；
　約１重量パーセント～約９９重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅおよび
約９９重量パーセント～約１重量パーセントのＨＦＣ－２２７ｅａ；ならびに
　約１重量パーセント～約９９重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅおよび
約９９重量パーセント～約１重量パーセントのＣＦ3Ｉ
からなる群から選択された組成物と
を含む組成物に関する。
【００１８】
　本発明はさらに、鉱油、アルキルベンゼン、合成パラフィン、合成ナフテン、およびポ
リ（アルファ）オレフィンからなる群から選択された冷凍潤滑油への冷媒または伝熱流体
組成物の可溶化方法であって、前記方法が有効量の相溶化剤の存在下で前記潤滑油を前記
冷媒または伝熱流体組成物と接触させる工程を含み、前記冷媒または伝熱流体が、
　約１重量パーセント～約９９重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅおよび約９９重量
パーセント～約１重量パーセントのＨＦＣ－１５２ａ；
　約１重量パーセント～約９９重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅおよび約９９重量
パーセント～約１重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆ；
　約１重量パーセント～約９９重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅおよび約９９重量
パーセント～約１重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅ；
　約１重量パーセント～約９９重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅおよび約９９重量
パーセント～約１重量パーセントのＨＦＣ－１２４３ｚｆ；
　約１重量パーセント～約９９重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅおよび
約９９重量パーセント～約１重量パーセントのＨＦＣ－１３４ａ；
　約１重量パーセント～約９９重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅおよび
約９９重量パーセント～約１重量パーセントのＨＦＣ－１５２ａ；
　約１重量パーセント～約９９重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅおよび
約９９重量パーセント～約１重量パーセントのＨＦＣ－２２７ｅａ；ならびに
　約１重量パーセント～約９９重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅおよび
約９９重量パーセント～約１重量パーセントのＣＦ3Ｉ
からなる群から選択された組成物を含み、
　そして
　前記相溶化剤が、
　ａ）式Ｒ1［（ＯＲ2）xＯＲ3］yで表されるポリオキシアルキレングリコールエーテル
であって、ｘが１～３の整数であり、ｙが１～４の整数であり、Ｒ1が水素ならびに１～
６個の炭素原子およびｙ個の結合部位を有する脂肪族炭化水素基から選択され、Ｒ2が２
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～４個の炭素原子を有する脂肪族ヒドロカルビレン基から選択され、Ｒ3が水素ならびに
１～６個の炭素原子を有する脂肪族および脂環式炭化水素基から選択され、Ｒ1およびＲ3

の少なくとも１つが前記炭化水素基から選択され、かつ、約１００～約３００原子質量単
位の分子量を有するポリオキシアルキレングリコールエーテル；
　ｂ）式Ｒ1Ｃ（Ｏ）ＮＲ2Ｒ3およびシクロ－［Ｒ4ＣＯＮ（Ｒ5）－］で表されるアミド
であって、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3およびＲ5が独立して１～１２個の炭素原子を有する脂肪族およ
び脂環式炭化水素基、ならびに６～１２個の炭素原子を有する多くても１つの芳香族基か
ら選択され、Ｒ4が３～１２個の炭素原子を有する脂肪族ヒドロカルビレン基から選択さ
れ、かつ、約１００～約３００原子質量単位の分子量を有するアミド；
　ｃ）式Ｒ1Ｃ（Ｏ）Ｒ2で表されるケトンであって、Ｒ1およびＲ2が独立して１～１２個
の炭素原子を有する脂肪族、脂環式およびアリール炭化水素基から選択され、かつ、約７
０～約３００原子質量単位の分子量を有するケトン；
　ｄ）式Ｒ1ＣＮで表されるニトリルであって、Ｒ1が５～１２個の炭素原子を有する脂肪
族、脂環式またはアリール炭化水素基から選択され、かつ、約９０～約２００原子質量単
位の分子量を有するニトリル；
　ｅ）式ＲＣｌxで表されるクロロカーボンであって、ｘが１または２であり、Ｒが１～
１２個の炭素原子を有する脂肪族および脂環式炭化水素基から選択される、かつ、約１０
０～約２００原子質量単位の分子量を有するクロロカーボン；
　ｆ）式Ｒ1ＯＲ2で表されるアリールエーテルであって、Ｒ1が６～１２個の炭素原子を
有するアリール炭化水素基から選択され、Ｒ2が１～４個の炭素原子を有する脂肪族炭化
水素基から選択され、かつ、約１００～約１５０原子質量単位の分子量を有するアリール
エーテル；
　ｇ）式ＣＦ3Ｒ

1で表される１，１，１－トリフルオロアルカンであって、Ｒ1が約５～
約１５個の炭素原子を有する脂肪族および脂環式炭化水素基から選択される、１，１，１
－トリフルオロアルカン；
　ｈ）式Ｒ1ＯＣＦ2ＣＦ2Ｈで表されるフルオロエーテルであって、
Ｒ1が約５～約１５個の炭素原子を有する脂肪族および脂環式炭化水素基から選択される
か、または、
フルオロオレフィンとポリオールとから誘導され、ここで、前記フルオロオレフィンがタ
イプＣＦ2＝ＣＸＹ（式中、Ｘは水素、塩素またはフッ素であり、そしてＹは塩素、フッ
素、ＣＦ3またはＲfがＣＦ3、Ｃ2Ｆ5もしくはＣ3Ｆ7であるＯＲfである）のものであり、
そして前記ポリオールがタイプＨＯＣＨ2ＣＲＲ’（ＣＨ2）z（ＣＨＯＨ）xＣＨ2（ＣＨ2

ＯＨ）y（式中、ＲおよびＲ’は水素、ＣＨ3またはＣ2Ｈ5であり、ｘは０～４の整数であ
り、ｙは０～３の整数であり、そしてｚは０か１かのどちらかである）のものである、
フルオロエーテル、
　ｉ）構造［Ｂ］、［Ｃ］、および［Ｄ］で表されるラクトンであって、Ｒ1～Ｒ8が独立
して水素か、線状、分岐、環式、二環式、飽和および不飽和のヒドロカルビル基から選択
され、かつ、分子量が約１００～約３００原子質量単位であるラクトン、
【００１９】
【化２】

【００２０】
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　ｊ）一般式Ｒ1ＣＯ2Ｒ

2で表されるエステルであって、Ｒ1およびＲ2が独立して線状お
よび環式の、飽和および不飽和の、アルキルおよびアリール基から選択され、かつ、約８
０～約５５０原子質量単位の分子量を有するエステル
からなる群から選択される方法。
【００２１】
　本発明はさらに、冷凍、エアコン、またはヒートポンプ装置での高ＧＷＰ冷媒を置換え
る方法であって、前記高ＧＷＰ冷媒がＲ１３４ａ、Ｒ２２、Ｒ１２３、Ｒ１１、Ｒ２４５
ｆａ、Ｒ１１４、Ｒ２３６ｆａ、Ｒ１２４、Ｒ１２、Ｒ４１０Ａ、Ｒ４０７Ｃ、Ｒ４１７
Ａ、Ｒ４２２Ａ、Ｒ５０７Ａ、Ｒ５０２、およびＲ４０４Ａからなる群から選択され、
　組成物であって、
　約１重量パーセント～約９９重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅおよび約９９重量
パーセント～約１重量パーセントのＨＦＣ－１５２ａ；
　約１重量パーセント～約９９重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅおよび約９９重量
パーセント～約１重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆ；
　約１重量パーセント～約９９重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅおよび約９９重量
パーセント～約１重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅ；
　約１重量パーセント～約９９重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅおよび約９９重量
パーセント～約１重量パーセントのＨＦＣ－１２４３ｚｆ；
　約１重量パーセント～約９９重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅおよび
約９９重量パーセント～約１重量パーセントのＨＦＣ－１３４ａ；
　約１重量パーセント～約９９重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅおよび
約９９重量パーセント～約１重量パーセントのＨＦＣ－１５２ａ；
　約１重量パーセント～約９９重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅおよび
約９９重量パーセント～約１重量パーセントのＨＦＣ－２２７ｅａ；ならびに
　約１重量パーセント～約９９重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅおよび
約９９重量パーセント～約１重量パーセントのＣＦ3Ｉ
からなる群から選択された組成物を、前記高ＧＷＰ冷媒を使用する、使用したまたは使用
するようデザインされている前記冷凍、エアコン、またはヒートポンプ装置に提供する工
程を含む方法に関する。
【００２２】
　本発明はさらに、冷凍、エアコンまたはヒートポンプ装置での冷媒漏洩の早期検出方法
であって、前記装置で非共沸組成物を使用する工程と、冷却性能の低下を監視する工程と
を含む方法に関する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２３】
　本発明は、少なくとも１つのフルオロオレフィンを含む組成物に関する。本発明の組成
物はさらに、第２のフルオロオレフィン、ハイドロフルオロカーボン（ＨＦＣ）、炭化水
素、ジメチルエーテル、ビス（トリフルオロメチル）スルフィド、ＣＦ3Ｉ、またはＣＯ2

であってもよい少なくとも１つの追加の成分を含む。本発明のフルオロオレフィン化合物
および他の成分は表１にリストされる。
【００２４】
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【表１】

【００２５】
　表１にリストされた個々の成分は、当該技術で公知の方法によって製造されてもよい。
【００２６】
　本発明の組成物に使用されるフルオロオレフィン化合物、ＨＦＣ－１２２５ｙｅ、ＨＦ
Ｃ－１２３４ｚｅ、およびＨＦＣ－１２３４ｙｅは、異なる立体配置異性体または立体異
性体として存在してもよい。本発明は、すべての単一立体配置異性体、単一立体異性体ま
たはそれらの任意の組み合わせもしくは混合物を含むことを意図される。例えば、１，３
，３，３－テトラフルオロプロペン（ＨＦＣ－１２３４ｚｅ）は、シス－異性体、トラン
ス－異性体、または任意の比での両異性体の任意の組み合わせもしくは混合物を表すこと
を意図される。別の例はＨＦＣ－１２２５ｙｅであり、それによってシス－異性体、トラ
ンス－異性体、または任意の比での両異性体の任意の組み合わせもしくは混合物が表され
る。
【００２７】
　本発明の組成物は下記を含む：
　ＨＦＣ－１２２５ｙｅならびにＨＦＣ－１２３４ｚｅ、ＨＦＣ－１２３４ｙｆ、ＨＦＣ
－１２３４ｙｅ、ＨＦＣ－１２４３ｚｆ、ＨＦＣ－３２、ＨＦＣ－１２５、ＨＦＣ－１３
４、ＨＦＣ－１３４ａ、ＨＦＣ－１４３ａ、ＨＦＣ－１５２ａ、ＨＦＣ－１６１、ＨＦＣ
－２２７ｅａ、ＨＦＣ－２３６ｅａ、ＨＦＣ－２３６ｆａ、ＨＦＣ－２４５ｆａ、ＨＦＣ
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－３６５ｍｆｃ、プロパン、ｎ－ブタン、イソブタン、２－メチルブタン、ｎ－ペンタン
、シクロペンタン、ジメチルエーテル、ＣＦ3ＳＣＦ3、ＣＯ2およびＣＦ3Ｉからなる群か
ら選択された少なくとも１つの化合物、
　ＨＦＣ－１２３４ｚｅならびにＨＦＣ－１２２５ｙｅ、ＨＦＣ－１２３４ｙｆ、ＨＦＣ
－１２３４ｙｅ、ＨＦＣ－１２４３ｚｆ、ＨＦＣ－３２、ＨＦＣ－１２５、ＨＦＣ－１３
４、ＨＦＣ－１３４ａ、ＨＦＣ－１４３ａ、ＨＦＣ－１５２ａ、ＨＦＣ－１６１、ＨＦＣ
－２２７ｅａ、ＨＦＣ－２３６ｅａ、ＨＦＣ－２３６ｆａ、ＨＦＣ－２４５ｆａ、ＨＦＣ
－３６５ｍｆｃ、プロパン、ｎ－ブタン、イソブタン、２－メチルブタン、ｎ－ペンタン
、シクロペンタン、ジメチルエーテル、ＣＦ3ＳＣＦ3、ＣＯ2およびＣＦ3Ｉからなる群か
ら選択された少なくとも１つの化合物、
　ＨＦＣ－１２３４ｙｆならびにＨＦＣ－１２３４ｙｅ、ＨＦＣ－１２４３ｚｆ、ＨＦＣ
－３２、ＨＦＣ－１２５、ＨＦＣ－１３４、ＨＦＣ－１３４ａ、ＨＦＣ－１４３ａ、ＨＦ
Ｃ－１５２ａ、ＨＦＣ－１６１、ＨＦＣ－２２７ｅａ、ＨＦＣ－２３６ｅａ、ＨＦＣ－２
３６ｆａ、ＨＦＣ－２４５ｆａ、ＨＦＣ－３６５ｍｆｃ、プロパン、ｎ－ブタン、イソブ
タン、２－メチルブタン、ｎ－ペンタン、シクロペンタン、ジメチルエーテル、ＣＦ3Ｓ
ＣＦ3、ＣＯ2およびＣＦ3Ｉからなる群から選択された少なくとも１つの化合物、
　ＨＦＣ－１２４３ｚｆならびにＨＦＣ－１２３４ｙｅ、ＨＦＣ－３２、ＨＦＣ－１２５
、ＨＦＣ－１３４、ＨＦＣ－１３４ａ、ＨＦＣ－１４３ａ、ＨＦＣ－１５２ａ、ＨＦＣ－
１６１、ＨＦＣ－２２７ｅａ、ＨＦＣ－２３６ｅａ、ＨＦＣ－２３６ｆａ、ＨＦＣ－２４
５ｆａ、ＨＦＣ－３６５ｍｆｃ、プロパン、ｎ－ブタン、イソブタン、２－メチルブタン
、ｎ－ペンタン、シクロペンタン、ジメチルエーテル、ＣＦ3ＳＣＦ3、ＣＯ2およびＣＦ3

Ｉからなる群から選択された少なくとも１つの化合物、ならびに
　ＨＦＣ－１２３４ｙｅならびにＨＦＣ－３２、ＨＦＣ－１２５、ＨＦＣ－１３４、ＨＦ
Ｃ－１３４ａ、ＨＦＣ－１４３ａ、ＨＦＣ－１５２ａ、ＨＦＣ－１６１、ＨＦＣ－２２７
ｅａ、ＨＦＣ－２３６ｅａ、ＨＦＣ－２３６ｆａ、ＨＦＣ－２４５ｆａ、ＨＦＣ－３６５
ｍｆｃ、プロパン、ｎ－ブタン、イソブタン、２－メチルブタン、ｎ－ペンタン、シクロ
ペンタン、ジメチルエーテル、ＣＦ3ＳＣＦ3、ＣＯ2およびＣＦ3Ｉからなる群から選択さ
れた少なくとも１つの化合物。
【００２８】
　本発明の組成物は、フルオロオレフィンが約１重量パーセント～約９９重量パーセント
、好ましくは約２０重量パーセント～約９９重量パーセント、より好ましくは約４０重量
パーセント～約９９重量パーセント、そしてさらにより好ましくは５０重量パーセント～
約９９重量パーセントで存在するときに一般に有用であるかもしれない。
【００２９】
　本発明はさらに、表２にリストされるような組成物を提供する。
【００３０】
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【表２】

【００３１】
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【表３】

【００３２】
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【表４】

【００３３】
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【表５】

【００３４】
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【表６】

【００３５】
【表７】

【００３６】
　表２にリストされた本発明の最も好ましい組成物は一般に、成分がリストされたような
濃度±２重量パーセントで存在するときに所望の特性および機能性を維持すると予期され
る。ＣＯ2を含有する組成物は、ＣＯ2がリストされた濃度±０．２重量パーセントで存在
するときに所望の特性および機能性を維持すると予期されるであろう。
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【００３７】
　本発明の組成物は共沸または擬共沸組成物であってもよい。共沸組成物とは、単一物質
として挙動する２つ以上の物質の定沸点混合物を意味する。共沸組成物を特徴づける一方
法は、液体の部分蒸発または蒸留によって生み出された蒸気が、それがそれから蒸発する
または蒸留される液体と同じ組成を有する、すなわち、混合物が組成変化なしに蒸留され
る／還流することである。定沸点組成物は、同じ化合物の非共沸混合物のそれと比べて、
それらが最高沸点か最低沸点かのどちらかを示すので、共沸として特徴づけられる。共沸
組成物は、システムの効率を低下させるかもしれない、運転中に冷凍またはエアコンシス
テム内で分別蒸留しないであろう。さらに、共沸組成物は冷凍またはエアコンシステムか
らの漏洩時に分別蒸留しないであろう。混合物の１成分が引火性である状況では、漏洩中
の分別蒸留は、システム内かシステム外かのどちらかで引火性組成物につながり得るであ
ろう。
【００３８】
　擬共沸組成物（一般に「共沸様組成物」とも言われる）は、本質的に単一物質として挙
動する２つ以上の物質の実質的に定沸点の液体混合物である。擬共沸組成物を特徴づける
一方法は、液体の部分蒸発または蒸留によって生み出された蒸気が、それがそれから蒸発
したまたは蒸留された液体と実質的に同じ組成を有する、すなわち、混合物が実質的な組
成変化なしに蒸留される／還流することである。擬共沸組成物を特徴づける別の方法は、
ある特定の温度での組成物のバブルポイント蒸気圧および露点蒸気圧が実質的に同じもの
であることである。本明細書では、組成物の５０重量パーセントが蒸発またはボイリング
オフなどによって除去された後に、元の組成物と元の組成物の５０重量パーセントが除去
された後に残る組成物との間の蒸気圧の差が約１０パーセント未満である場合に組成物は
擬共沸である。
【００３９】
　特定の温度での本発明の共沸組成物は表３に示される。
【００４０】
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【表８】

【００４１】
　さらに、三成分共沸混合物組成物が表４にリストされるように見いだされた。
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【００４２】
【表９】

【００４３】
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【表１０】

【００４４】
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【００４５】
　特定の温度での本発明の擬共沸組成物が表５にリストされる。
【００４６】
【表１２】

【００４７】
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【表１３】

【００４８】
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【表１４】

【００４９】
　フルオロオレフィンを含む三成分およびより高次の擬共沸混合物組成物がまた表６にリ
ストされるように特定された。
【００５０】

【表１５】

【００５１】
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【表１６】

【００５２】



(31) JP 5001181 B2 2012.8.15

10

20

30

【表１７】

【００５３】
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【表１８】

【００５４】
　本発明の組成物の幾つかは非共沸組成物である。表２の好ましい範囲内に入るが、表５
および表６の擬共沸範囲外の本発明の組成物は非共沸であると考えられてもよい。
【００５５】
　非共沸組成物は共沸または擬共沸混合物よりも幾つかの利点を有するかもしれない。非
共沸組成物は、単一物質としてよりもむしろ混合物として挙動する２つ以上の物質の混合
物である。非共沸組成物を特徴づける一方法は、液体の部分蒸発または蒸留によって生み
出された蒸気が、それがそれから蒸発したまたは蒸留された液体と実質的に異なる組成を
有する、すなわち、混合物が実質的な組成変化ありで蒸留される／還流することである。
非共沸組成物を特徴づける別の方法は、ある特定の温度での組成物のバブルポイント蒸気
圧および露点蒸気圧が実質的に異なることである。本明細書では、組成物の５０重量パー
セントが蒸発またはボイリングオフなどによって除去された後に、元の組成物と元の組成
物の５０重量パーセントが除去された後に残った組成物との間の蒸気圧の差が約１０パー
セントより大きい場合に組成物は非共沸である。
【００５６】
　本発明の組成物は、所望量の個々の成分を組み合わせるための任意の便利な方法によっ
て調製されてもよい。好ましい方法は、所望成分量を量り、そしてその後成分を適切な容
器で組み合わせることである。必要ならば、かき混ぜが用いられてもよい。
【００５７】
　本発明の組成物の代替製造方法は冷媒ブレンド組成物の製造方法であって、前記冷媒ブ
レンド組成物が本明細書に開示されるような組成物を含み、（ｉ）冷媒組成物の１つまた
は複数の成分のある容量を少なくとも１つの冷媒容器から回収する工程と、（ｉｉ）回収



(33) JP 5001181 B2 2012.8.15

10

20

30

40

50

成分の前記１つまたは複数の再使用を可能にするのに十分なほど不純物を除去する工程と
、（ｉｉｉ）場合により、前記回収容量の成分のすべてまたは一部を少なくとも１つの追
加の冷媒組成物または成分と組み合わせる工程とを含む方法であってもよい。
【００５８】
　冷媒容器は、冷凍装置、エアコン装置またはヒートポンプ装置に使用されてきた冷媒ブ
レンド組成物がその中に貯蔵される任意の容器であってもよい。前記冷媒容器は、冷媒ブ
レンドがそれに使用された冷凍装置、エアコン装置またはヒートポンプ装置であってもよ
い。さらに、冷媒容器は、加圧ガスシリンダーを含むがそれに限定されない、回収冷媒ブ
レンド成分を集めるための貯蔵容器であってもよい。
【００５９】
　残留冷媒は、冷媒ブレンドまたは冷媒ブレンド成分を移すために公知の任意の方法によ
って冷媒容器から移動させられてもよい任意の量の冷媒ブレンドまたは冷媒ブレンド成分
を意味する。
【００６０】
　不純物は、冷凍装置、エアコン装置またはヒートポンプ装置でのその使用のために冷媒
ブレンドまたは冷媒ブレンド成分中に存在するいかなる成分であってもよい。かかる不純
物には、本明細書で前に記載されたものである冷凍潤滑油、冷凍装置、エアコン装置また
はヒートポンプ装置から出てきたかもしれない、金属、金属塩またはエラストマー粒子を
含むがそれらに限定されない微粒子、および冷媒ブレンド組成物の性能に悪影響を及ぼす
かもしれない任意の他の汚染物質が含まれるが、それらに限定されない。
【００６１】
　かかる不純物は、冷媒ブレンドまたは冷媒ブレンド成分がそれに使用されるであろう機
器の性能に悪影響を及ぼすことなく冷媒ブレンドまたは冷媒ブレンド成分の再使用を可能
にするのに十分なほど除去されるかもしれない。
【００６２】
　所与の製品に要求される規格を満たす組成物を生み出すために残留冷媒ブレンドまたは
冷媒ブレンド成分に追加の冷媒ブレンドまたは冷媒ブレンド成分を提供することが必要で
あるかもしれない。例えば、冷媒ブレンドが特定の重量百分率範囲で３つの成分を有する
場合、組成物を規格限界内に戻すために所与の量で成分の１つまたは複数を追加すること
が必要であるかもしれない。
【００６３】
　本発明の組成物はゼロまたは低いオゾン破壊係数および低い地球温暖化係数（ＧＷＰ）
を有する。さらに、本発明の組成物は、現在使用中の多くのハイドロフルオロカーボン冷
媒より少ない地球温暖化係数を有するであろう。本発明の一態様は、１０００未満、５０
０未満、１５０未満、１００未満、または５０未満の地球温暖化係数の冷媒を提供するこ
とである。本発明の別の態様は、前記混合物にフルオロオレフィンを加えることによって
冷媒混合物のＧＷＰを低下させることである。
【００６４】
　本発明の組成物は、Ｒ１３４ａ（またはＨＦＣ－１３４ａ、１，１，１，２－テトラフ
ルオロエタン）、Ｒ２２（またはＨＣＦＣ－２２、クロロジフルオロメタン）、Ｒ１２３
（またはＨＦＣ－１２３、２，２－ジクロロ－１，１，１－トリフルオロエタン）、Ｒ１
１（ＣＦＣ－１１、フルオロトリクロロメタン）、Ｒ１２（ＣＦＣ－１２、ジクロロジフ
ルオロメタン）、Ｒ２４５ｆａ（またはＨＦＣ－２４５ｆａ、１，１，１，３，３－ペン
タフルオロプロパン）、Ｒ１１４（またはＣＦＣ－１１４、１，２－ジクロロ－１，１，
２，２－テトラフルオロエタン）、Ｒ２３６ｆａ（またはＨＦＣ－２３６ｆａ、１，１，
１，３，３，３－ヘキサフルオロプロパン）、Ｒ１２４（またはＨＣＦＣ－１２４、２－
クロロ－１，１，１，２－テトラフルオロエタン）、Ｒ４０７Ｃ（５２重量パーセントの
Ｒ１３４ａ、２５重量パーセントのＲ１２５（ペンタフルオロエタン）、および２３重量
パーセントのＲ３２（ジフルオロメタン）のブレンドに対するアシュラエ（ＡＳＨＲＡＥ
：米国暖房冷凍空調学会）呼称）、Ｒ４１０Ａ（５０重量パーセントのＲ１２５および５
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０重量パーセントのＲ３２のブレンドに対するアシュラエ呼称）、Ｒ４１７Ａ（４６．６
重量パーセントのＲ１２５、５０．０重量パーセントのＲ１３４ａ、および３．４重量パ
ーセントのｎ－ブタンのブレンドに対するアシュラエ呼称）、Ｒ４２２Ａ（８５．１重量
パーセントのＲ１２５、１１．５重量パーセントのＲ１３４ａ、および３．４重量パーセ
ントのイソブタンのブレンドに対するアシュラエ呼称）、Ｒ４０４Ａ（４４重量パーセン
トのＲ１２５、５２重量パーセントのＲ１４３ａ（１，１，１－トリフルオロエタン）、
および４．０重量パーセントのＲ１３４ａのブレンドに対するアシュラエ呼称）ならびに
Ｒ５０７Ａ（５０重量パーセントのＲ１２５および５０重量パーセントのＲ１４３ａのブ
レンドに対するアシュラエ呼称）を含むがそれらに限定されない、現在使用されている冷
媒の低い地球温暖化係数（ＧＷＰ）代替品として有用であるかもしれない。さらに、本発
明の組成物は、Ｒ１２（ＣＦＣ－１２、ジクロロジフルオロメタン）またはＲ５０２（５
１．２重量パーセントのＣＦＣ－１１５（クロロペンタフルオロエタン）および４８．８
重量パーセントのＨＣＦＣ－２２のブレンドに対するアシュラエ呼称）の代替品として有
用であるかもしれない。
【００６５】
　しばしば代替冷媒は、異なる冷媒のためにデザインされた元の冷凍機器に使用すること
ができる場合に最も有用である。本発明の組成物は、元の機器で前述の冷媒の代替品とし
て有用であるかもしれない。さらに、本発明の組成物は、上述の冷媒を使用するようデザ
インされた機器で上述の冷媒の代替品として有用であるかもしれない。
【００６６】
　本発明の組成物は潤滑油をさらに含んでもよい。
【００６７】
　本発明の潤滑油は冷凍潤滑油、すなわち、冷凍、エアコン、またはヒートポンプ装置で
の使用に好適なそれらの潤滑油を含む。これらの潤滑油の中には、クロロフルオロカーボ
ン冷媒を利用する圧縮冷凍装置に通常使用されるものがある。かかる潤滑油およびそれら
の特性は（非特許文献１）に議論されている。本発明の潤滑油は、圧縮冷凍潤滑の分野で
「鉱油」として一般に知られるものを含んでもよい。鉱油はパラフィン（すなわち、直鎖
および分岐鎖炭素鎖、飽和炭化水素）、ナフテン（すなわち、環式パラフィン）ならびに
芳香族化合物（すなわち、交互二重結合によって特徴づけられる１つまたは複数の環を含
有する不飽和の環式炭化水素）を含む。本発明の潤滑油は、圧縮冷凍潤滑の分野で「合成
油」として一般に知られるものをさらに含む。合成油はアルキルアリール（すなわち線状
および分岐アルキルのアルキルベンゼン）、合成パラフィンおよびナフテン、ならびにポ
リ（アルファオレフィン）を含む。本発明の代表的な通常の潤滑油は、商業的に入手可能
なＢＶＭ　１００　Ｎ（ＢＶＡオイルズ（ＢＶＡ　Ｏｉｌｓ）によって販売されるパラフ
ィン系鉱油）、スニソ（Ｓｕｎｉｓｏ）（登録商標）３ＧＳおよびスニソ（登録商標）５
ＧＳ（クロンプトン社（Ｃｒｏｍｐｔｏｎ　Ｃｏ．）によって販売されるナフテン系鉱油
）、ソンテックス（Ｓｏｎｔｅｘ）（登録商標）３７２ＬＴ（ペンズオイル（Ｐｅｎｎｚ
ｏｉｌ）によって販売されるナフテン系鉱油）、カルメット（Ｃａｌｕｍｅｔ）（登録商
標）ＲＯ－３０（カルメット・リューブリカンツ（Ｃａｌｕｍｅｔ　Ｌｕｂｒｉｃａｎｔ
ｓ）によって販売されるナフテン系鉱油）、ゼロール（Ｚｅｒｏｌ）（登録商標）７５、
ゼロール（登録商標）１５０およびゼロール（登録商標）５００（シュリーブ・ケミカル
ズ（Ｓｈｒｉｅｖｅ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ）によって販売される線状アルキルベンゼン）
ならびにハブ（ＨＡＢ）２２（新日本石油株式会社によって販売される分岐アルキルベン
ゼン）である。
【００６８】
　本発明の潤滑油はハイドロフルオロカーボン冷媒と一緒の使用をデザインされたものを
さらに含み、圧縮冷凍、エアコン、またはヒートポンプ装置運転条件下で本発明の冷媒と
混和性である。かかる潤滑油およびそれらの特性は（非特許文献２）に議論されている。
かかる潤滑油には、キャストロール（Ｃａｓｔｒｏｌ）（登録商標）１００（キャストロ
ール、英国（Ｃａｓｔｒｏｌ、Ｕｎｉｔｅｄ　Ｋｉｎｇｄｏｍ））などのポリオールエス
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テル（ＰＯＥ）、ダウ（Ｄｏｗ）（ダウ・ケミカル、ミシガン州ミッドランド（Ｄｏｗ　
Ｃｈｅｍｉｃａｌ，Ｍｉｄｌａｎｄ，Ｍｉｃｈｉｇａｎ））製のＲＬ－４８８Ａなどのポ
リアルキレングリコール（ＰＡＧ）ならびにポリビニルエーテル（ＰＶＥ）が含まれるが
、それらに限定されない。これらの潤滑油は様々な商業的供給業者から容易に入手可能で
ある。
【００６９】
　本発明の潤滑油は、所与の圧縮機の要件および潤滑油が曝されるであろう環境を考慮す
ることによって選択される。本発明の潤滑油は好ましくは４０℃で少なくとも約５ｃｓ（
センチストークス）の動粘度を有する。
【００７０】
　一般に使用される冷凍システム添加剤が場合により、潤滑性およびシステム安定性を高
めるために本発明の組成物に、要望通り加えられてもよい。これらの添加剤は、冷凍圧縮
機潤滑の分野内で一般に公知であり、耐摩耗性試剤、極圧潤滑油、腐食および酸化防止剤
、金属表面不活性化剤、フリーラジカル捕捉剤、発泡および発泡防止制御剤、漏洩検出剤
などを含む。一般に、これらの添加剤は、全体潤滑油組成物に対して少量でのみ存在する
。それらは典型的には、各添加剤の約０．１％未満から約３％ほどに多くまでの濃度で使
用される。これらの添加剤は、個々のシステム要件に基づいて選択される。かかる添加剤
の幾つかの典型的な例には、リン酸のおよびチオリン酸のアルキルまたはアリールエステ
ルなどの、潤滑増強添加剤が挙げられるが、それらに限定されない。さらに、金属ジアル
キルジチオホスフェート（例えばジチオリン酸ジアルキル亜鉛またはＺＤＤＰ、リューブ
リゾール（Ｌｕｂｒｉｚｏｌ）１３７５）およびこの族の化学薬品の他のメンバーが本発
明の組成物に使用されてもよい。他の耐摩耗性添加剤には、天然物油、およびシナーゴル
（Ｓｙｎｅｒｇｏｌ）ＴＭＳ（インターナショナル・リューブリカンツ（Ｉｎｔｅｒｎａ
ｔｉｏｎａｌ　Ｌｕｂｒｉｃａｎｔｓ））などの非対称ポリヒドロキシル潤滑添加剤が含
まれる。同様に、酸化防止剤、フリーラジカル捕捉剤、および水捕捉剤などの安定剤が用
いられてもよい。このカテゴリーの化合物には、ブチル化ヒドロキシトルエン（ＢＨＴ）
およびエポキシドが含まれ得るが、それらに限定されない。
【００７１】
　本発明の組成物は、例えば、安定剤、フリーラジカル捕捉剤および／または酸化防止剤
などの約０．０１重量パーセント～約５重量パーセントの添加剤をさらに含んでもよい。
かかる添加剤には、ニトロメタン、ヒンダードフェノール、ヒドロキシルアミン、チオー
ル、ホスファイト、またはラクトンが含まれるが、それらに限定されない。単一の添加剤
または組み合わせが使用されてもよい。
【００７２】
　本発明の組成物は約０．０１重量パーセント～約５重量パーセントの水捕捉剤（乾燥化
合物）をさらに含んでもよい。かかる水捕捉剤は、オルトギ酸トリメチル、トリエチル、
またはトリプロピルなどのオルトエステルを含んでもよい。
【００７３】
　本発明の組成物は、ハイドロフルオロカーボン（ＨＦＣ）、重水素化炭化水素、重水素
化ハイドロフルオロカーボン、パーフルオロカーボン、フルオロエーテル、臭素化化合物
、ヨウ素化化合物、アルコール、アルデヒド、ケトン、亜酸化窒素（Ｎ2Ｏ）およびそれ
らの組み合わせからなる群から選択されたトレーサーをさらに含んでもよい。トレーサー
化合物は、２００５年２月１８日出願の米国特許公報（特許文献１）に記載されているよ
うに、組成物の任意の希釈、汚染または他の変更の検出を可能にするための前もって測定
された量で組成物に加えられる。
【００７４】
　本発明組成物での使用のための典型的なトレーサー化合物は表７にリストされる。
【００７５】
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【表２２】

【００７９】
　表７にリストされた化合物は（化学品卸売業者から）商業的に入手可能であるか、また
は当該技術で公知の方法によって製造されてもよい。
【００８０】
　単一トレーサー化合物が本発明の組成物で冷媒／加熱流体と組み合わせて使用されても
よく、または多数のトレーサー化合物がトレーサーブレンドとして役立つための任意の割
合で組み合わせられてもよい。トレーサーブレンドは同じクラスの化合物からの多数のト
レーサー化合物かまたは異なるクラスの化合物からの多数のトレーサー化合物を含有して
もよい。例えば、トレーサーブレンドは、２つ以上の重水素化ハイドロフルオロカーボン
、または１つまたは複数のパーフルオロカーボンと組み合わせた１つの重水素化ハイドロ
フルオロカーボンを含有してもよい。
【００８１】
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　さらに、表７の化合物の幾つかは、多数の構造または光学異性体として存在する。同じ
化合物の単一異性体または多数異性体がトレーサー化合物を調製するために任意の割合で
使用されてもよい。さらに、所与の化合物の単一または多数異性体がトレーサーブレンド
として役立つために任意の数の他の化合物と任意の割合で組み合わせられてもよい。
【００８２】
　トレーサー化合物またはトレーサーブレンドは百万重量部当たり約５０重量部（ｐｐｍ
）～約１０００ｐｐｍの総濃度で組成物中に存在してもよい。好ましくは、トレーサー化
合物またはトレーサーブレンドは約５０ｐｐｍ～約５００ｐｐｍの総濃度で存在し、最も
好ましくは、トレーサー化合物またはトレーサーブレンドは約１００ｐｐｍ～約３００ｐ
ｐｍの総濃度で存在する。
【００８３】
　本発明の組成物は、ポリオキシアルキレングリコールエーテル、アミド、ニトリル、ケ
トン、クロロカーボン、エステル、ラクトン、アリールエーテル、フルオロエーテルおよ
び１，１，１－トリフルオロアルカンからなる群から選択された相溶化剤をさらに含んで
もよい。相溶化剤は、通常の冷凍潤滑油へのハイドロフルオロカーボン冷媒の溶解度を向
上させるために使用される。冷凍潤滑油は、冷凍、エアコンまたはヒートポンプ装置の圧
縮機を潤滑にするために必要とされる。潤滑油は冷媒と共に装置の全体にわたって移動し
なければならず、特にそれは、潤滑油として機能し、そして圧縮機破壊を回避し続けるた
めに非圧縮機ゾーンから圧縮機へ戻らなければならない。
【００８４】
　ハイドロフルオロカーボン冷媒は一般に、鉱油、アルキルベンゼン、合成パラフィン、
合成ナフテンおよびポリ（アルファ）オレフィンなどの慣例冷凍潤滑油と相溶性ではない
。多くの代替潤滑油が提案されてきたが、ハイドロフルオロカーボン冷媒との使用のため
に提案された、ポリアルキレングリコール、ポリオールエステルおよびポリビニルエーテ
ルは高価であり、水を容易に吸収する。冷凍、エアコンシステムまたはヒートポンプでの
水は腐食および粒子の形成につながり得るし、粒子はシステム中の毛細管および他の小さ
なオリフィスを塞き、究極的にシステム破壊を引き起こすかもしれない。さらに、既存機
器では、時間のかかる、費用のかかるフラッシング手順が新たな潤滑油に変えるために必
要とされる。それ故、可能ならば、元の潤滑油を使用し続けることが望ましい。
【００８５】
　本発明の相溶化剤は、通常の冷凍潤滑油へのハイドロフルオロカーボン冷媒の溶解性を
向上させ、こうして圧縮機への油戻しを改良する。
【００８６】
　本発明のポリオキシアルキレングリコールエーテル相溶化剤は、ｘが１～３の整数であ
り、ｙが１～４の整数であり、Ｒ1が水素ならびに１～６個の炭素原子およびｙ個の結合
部位を有する脂肪族炭化水素基から選択され、Ｒ2が２～４個の炭素原子を有する脂肪族
ヒドロカルビレン基から選択され、Ｒ3が水素ならびに１～６個の炭素原子を有する脂肪
族および脂環式炭化水素基から選択され、Ｒ1およびＲ3の少なくとも１つが前記炭化水素
基である、式Ｒ1［（ＯＲ2）xＯＲ3］yで表され、ここで、前記ポリオキシアルキレング
リコールエーテルは約１００～約３００原子質量単位の分子量を有する。本明細書で用い
るところでは、結合部位は、他の基と共有結合を形成するために利用可能な基サイトを意
味する。ヒドロカルビレン基は二価の炭化水素基を意味する。本発明では、好ましいポリ
オキシアルキレングリコールエーテル相溶化剤は、ｘが好ましくは１～２であり、ｙが好
ましくは１であり、Ｒ1およびＲ3が好ましくは独立して水素ならびに１～４個の炭素原子
を有する脂肪族炭化水素基から選択され、Ｒ2が好ましくは２または３個の炭素原子、最
も好ましくは３個の炭素原子を有する脂肪族ヒドロカルビレン基から選択される、Ｒ1［
（ＯＲ2）xＯＲ3］yで表され、ポリオキシアルキレングリコールエーテル分子量は好まし
くは約１００～約２５０原子質量単位、最も好ましくは約１２５～約２５０原子質量単位
である。１～６個の炭素原子を有するＲ1およびＲ3炭化水素基は線状、分岐または環式で
あってもよい。代表的なＲ1およびＲ3炭化水素基には、メチル、エチル、プロピル、イソ
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プロピル、ブチル、イソブチル、第二ブチル、第三ブチル、ペンチル、イソペンチル、ネ
オペンチル、第三ペンチル、シクロペンチル、およびシクロヘキシルが含まれる。本発明
のポリオキシアルキレングリコールエーテル相溶化剤上の遊離のヒドロキシル基がある種
の圧縮冷凍装置構築資材（例えばマイラー（Ｍｙｌａｒ）（登録商標））と相性が悪いか
もしれない場合、Ｒ1およびＲ3は好ましくは１～４個の炭素原子、最も好ましくは１個の
炭素原子を有する脂肪族炭化水素基である。２～４個の炭素原子を有するＲ2脂肪族ヒド
ロカルビレン基は、オキシエチレン基、オキシプロピレン基、およびオキシブチレン基を
含む繰り返しオキシアルキレン基－（ＯＲ2）x－を形成する。１つのポリオキシアルキレ
ングリコールエーテル相溶化剤分子中にＲ2を含むオキシアルキレン基は、同じものであ
ってもよいし、または１つの分子は異なるＲ2オキシアルキレン基を含有してもよい。本
発明のポリオキシアルキレングリコールエーテル相溶化剤は好ましくは少なくとも１つの
オキシプロピレン基を含む。Ｒ1が１～６個の炭素原子およびｙ個の結合部位を有する脂
肪族または脂環式炭化水素基である場合、該基は線状、分岐または環式であってもよい。
２個の結合部位を有する代表的なＲ1脂肪族炭化水素基には、例えば、エチレン基、プロ
ピレン基、ブチレン基、ペンチレン基、ヘキシレン基、シクロペンチレン基およびシクロ
ヘキシレン基が含まれる。３または４個の結合部位を有する代表的なＲ1脂肪族炭化水素
基には、それらのヒドロキシル基を除去することによって、トリメチロールプロパン、グ
リセリン、ペンタエリスリトール、１，２，３－トリヒドロキシシクロヘキサンおよび１
，３，５－トリヒドロキシシクロヘキサンなどの、ポリアルコールに由来する残基が含ま
れる。
【００８７】
　代表的なポリオキシアルキレングリコールエーテル相溶化剤には、ＣＨ3ＯＣＨ2ＣＨ（
ＣＨ3）Ｏ（ＨまたはＣＨ3）（プロピレングリコールメチル（またはジメチル）エーテル
）、ＣＨ3Ｏ［ＣＨ2ＣＨ（ＣＨ3）Ｏ］2（ＨまたはＣＨ3）（ジプロピレングリコールメ
チル（またはジメチル）エーテル）、ＣＨ3Ｏ［ＣＨ2ＣＨ（ＣＨ3）Ｏ］3（ＨまたはＣＨ

3）（トリプロピレングリコールメチル（またはジメチル）エーテル）、Ｃ2Ｈ5ＯＣＨ2Ｃ
Ｈ（ＣＨ3）Ｏ（ＨまたはＣ2Ｈ5）（プロピレングリコールエチル（またはジエチル）エ
ーテル）、Ｃ2Ｈ5Ｏ［ＣＨ2ＣＨ（ＣＨ3）Ｏ］2（ＨまたはＣ2Ｈ5）（ジプロピレングリ
コールエチル（またはジエチル）エーテル）、Ｃ2Ｈ5Ｏ［ＣＨ2ＣＨ（ＣＨ3）Ｏ］3（Ｈ
またはＣ2Ｈ5）（トリプロピレングリコールエチル（またはジエチル）エーテル）、Ｃ3

Ｈ7ＯＣＨ2ＣＨ（ＣＨ3）Ｏ（ＨまたはＣ3Ｈ7）（プロピレングリコールｎ－プロピル（
またはジ－ｎ－プロピル）エーテル）、Ｃ3Ｈ7Ｏ［ＣＨ2ＣＨ（ＣＨ3）Ｏ］2（Ｈまたは
Ｃ3Ｈ7）（ジプロピレングリコールｎ－プロピル（またはジ－ｎ－プロピル）エーテル）
、Ｃ3Ｈ7Ｏ［ＣＨ2ＣＨ（ＣＨ3）Ｏ］3（ＨまたはＣ3Ｈ7）（トリプロピレングリコール
ｎ－プロピル（またはジ－ｎ－プロピル）エーテル）、Ｃ4Ｈ9ＯＣＨ2ＣＨ（ＣＨ3）ＯＨ
（プロピレングリコールｎ－ブチルエーテル）、Ｃ4Ｈ9Ｏ［ＣＨ2ＣＨ（ＣＨ3）Ｏ］2（
ＨまたはＣ4Ｈ9）（ジプロピレングリコールｎ－ブチル（またはジ－ｎ－ブチル）エーテ
ル）、Ｃ4Ｈ9Ｏ［ＣＨ2ＣＨ（ＣＨ3）Ｏ］3（ＨまたはＣ4Ｈ9）（トリプロピレングリコ
ールｎ－ブチル（またはジ－ｎ－ブチル）エーテル）、（ＣＨ3）3ＣＯＣＨ2ＣＨ（ＣＨ3

）ＯＨ（プロピレングリコールｔ－ブチルエーテル）、（ＣＨ3）3ＣＯ［ＣＨ2ＣＨ（Ｃ
Ｈ3）Ｏ］2（ＨまたはＣ（ＣＨ3）3）（ジプロピレングリコールｔ－ブチル（またはジ－
ｔ－ブチル）エーテル）、（ＣＨ3）3ＣＯ［ＣＨ2ＣＨ（ＣＨ3）Ｏ］3（ＨまたはＣ（Ｃ
Ｈ3）3）（トリプロピレングリコールｔ－ブチル（またはジ－ｔ－ブチル）エーテル）、
Ｃ5Ｈ11ＯＣＨ2ＣＨ（ＣＨ3）ＯＨ（プロピレングリコールｎ－ペンチルエーテル）、Ｃ4

Ｈ9ＯＣＨ2ＣＨ（Ｃ2Ｈ5）ＯＨ（ブチレングリコールｎ－ブチルエーテル）、Ｃ4Ｈ9Ｏ［
ＣＨ2ＣＨ（Ｃ2Ｈ5）Ｏ］2Ｈ（ジブチレングリコールｎ－ブチルエーテル）、トリメチロ
ールプロパントリ－ｎ－ブチルエーテル（Ｃ2Ｈ5Ｃ（ＣＨ2Ｏ（ＣＨ2）3ＣＨ3）3）およ
びトリメチロールプロパンジ－ｎ－ブチルエーテル（Ｃ2Ｈ5Ｃ（ＣＨ2ＯＣ（ＣＨ2）3Ｃ
Ｈ3）2ＣＨ2ＯＨ）が含まれるが、それらに限定されない。
【００８８】
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　本発明のアミド相溶化剤は、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3およびＲ5が独立して１～１２個の炭素原子
を有する脂肪族および脂環式炭化水素基から選択され、Ｒ4が３～１２個の炭素原子を有
する脂肪族ヒドロカルビレン基から選択される、式Ｒ1Ｃ（Ｏ）ＮＲ2Ｒ3およびシクロ－
［Ｒ4Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ5）－］で表されるものを含み、ここで、前記アミドは約１００～約
３００原子質量単位の分子量を有する。前記アミドの分子量は好ましくは約１６０～約２
５０原子質量単位である。Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3およびＲ5は場合により置換炭化水素基、すなわ
ち、ハロゲン（例えば、フッ素、塩素）およびアルコキシド（例えばメトキシ）から選択
された非炭化水素置換基を含有する基を含んでもよい。Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3およびＲ5は場合に
よりヘテロ原子置換炭化水素基、すなわち、さもなければ炭素原子からなる基鎖中に原子
窒素（アザ－）、酸素（オキサ－）または硫黄（チア－）を含有する基を含んでもよい。
一般に、３つ以下、好ましくは１つ以下の非炭化水素置換基およびヘテロ原子がＲ1~3中
の各１０個の炭素原子につき存在するだろうし、任意のかかる非炭化水素置換基およびヘ
テロ原子の存在は、前述の分子量制限を適用する際に考慮されなければならない。好まし
いアミド相溶化剤は炭素、水素、窒素および酸素からなる。代表的なＲ1、Ｒ2、Ｒ3およ
びＲ5脂肪族および脂環式炭化水素基には、メチル、エチル、プロピル、イソプロピル、
ブチル、イソブチル、第二ブチル、第三ブチル、ペンチル、イソペンチル、ネオペンチル
、第三ペンチル、シクロペンチル、シクロヘキシル、ヘプチル、オクチル、ノニル、デシ
ル、ウンデシル、ドデシルおよびそれらの立体配置異性体が含まれる。アミド相溶化剤の
好ましい実施形態は、前述の式シクロ－［Ｒ4Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ5）－］中のＲ4がヒドロカ
ルビレン基（ＣＲ6Ｒ7）nで表されてもよいもの、言い換えれば、式シクロ－［（ＣＲ6Ｒ
7）nＣ（Ｏ）Ｎ（Ｒ5）－］（ここで、分子量について前に述べられた値が適用され、ｎ
は３～５の整数であり、Ｒ5は１～１２個の炭素原子を含有する飽和炭化水素基であり、
Ｒ6およびＲ7は独立してＲ1~3の定義で前に提供された規則によって（各ｎについて）選
択される）のものである。式シクロ－［（ＣＲ6Ｒ7）nＣ（Ｏ）Ｎ（Ｒ5）－］で表される
ラクタムで、すべてのＲ6およびＲ7は好ましくは水素であるか、またはｎ個のメチレン単
位の中に単一の飽和炭化水素基を含有し、Ｒ5は３～１２個の炭素原子を含有する飽和炭
化水素基である。例えば、１－（飽和炭化水素基）－５－メチルピロリジン－２－オン。
【００８９】
　代表的なアミド相溶化剤には、１－オクチルピロリジン－２－オン、１－デシルピロリ
ジン－２－オン、１－オクチル－５－メチルピロリジン－２－オン、１－ブチルカプロラ
クタム、１－シクロヘキシルピロリジン－２－オン、１－ブチル－５－メチルピペリド－
２－オン、１－ペンチル－５－メチルピペリド－２－オン、１－ヘキシルカプロラクタム
、１－ヘキシル－５－メチルピロリジン－２－オン、５－メチル－１－ペンチルピペリド
－２－オン、１，３－ジメチルピペリド－２－オン、１－メチルカプロラクタム、１－ブ
チル－ピロリジン－２－オン、１，５－ジメチルピペリド－２－オン、１－デシル－５－
メチルピロリジン－２－オン、１－ドデシルピロリド－２－オン、Ｎ，Ｎ－ジブチルホル
ムアミドおよびＮ，Ｎ－ジイソプロピルアセトアミドが含まれるが、それらに限定されな
い。
【００９０】
　本発明のケトン相溶化剤は、Ｒ1およびＲ2が独立して１～１２個の炭素原子を有する脂
肪族、脂環式およびアリール炭化水素基から選択され、そして約７０～約３００原子質量
単位の分子量を有する、式Ｒ1Ｃ（Ｏ）Ｒ2で表されるケトンを含む。前記ケトン中のＲ1

およびＲ2は好ましくは独立して１～９個の炭素原子を有する脂肪族および脂環式炭化水
素基から選択される。前記ケトンの分子量は好ましくは約１００～２００原子質量単位で
ある。Ｒ1およびＲ2は一緒になって連結ヒドロカルビレン基を形成し、５、６、または７
員環環式ケトン、例えば、シクロペンタノン、シクロヘキサノン、およびシクロヘプタノ
ンを形成してもよい。Ｒ1およびＲ2は場合により置換炭化水素基、すなわち、ハロゲン（
例えば、フッ素、塩素）およびアルコキシド（例えばメトキシ）から選択された非炭化水
素置換基を含有する基を含んでもよい。Ｒ1およびＲ2は場合によりヘテロ原子置換炭化水
素基、すなわち、さもなければ炭素原子からなる基鎖中に原子窒素（アザ－）、酸素（ケ
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ト－、オキサ－）または硫黄（チア－）を含有する基を含んでもよい。一般に、３つ以下
、好ましくは１つ以下の非炭化水素置換基およびヘテロ原子がＲ1およびＲ2中の各１０個
の炭素原子につき存在するだろうし、任意のかかる非炭化水素置換基およびヘテロ原子の
存在は、前述の分子量制限を適用する際に考慮されなければならない。一般式Ｒ1Ｃ（Ｏ
）Ｒ2中の代表的なＲ1およびＲ2脂肪族、脂環式およびアリール炭化水素基には、フェニ
ル、ベンジル、クメニル、メシチル、トリル、キシリルおよびフェネチルだけでなく、メ
チル、エチル、プロピル、イソプロピル、ブチル、イソブチル、第二ブチル、第三ブチル
、ペンチル、イソペンチル、ネオペンチル、第三ペンチル、シクロペンチル、シクロヘキ
シル、ヘプチル、オクチル、ノニル、デシル、ウンデシル、ドデシルおよびそれらの立体
配置異性体が含まれる。
【００９１】
　代表的なケトン相溶化剤には、２－ブタノン、２－ペンタノン、アセトフェノン、ブチ
ロフェノン、ヘキサノフェノン、シクロヘキサノン、シクロヘプタノン、２－ヘプタノン
、３－ヘプタノン、５－メチル－２－ヘキサノン、２－オクタノン、３－オクタノン、ジ
イソブチルケトン、４－エチルシクロヘキサノン、２－ノナノン、５－ノナノン、２－デ
カノン、４－デカノン、２－デカロン、２－トリデカノン、ジヘキシルケトンおよびジシ
クロヘキシルケトンが含まれるが、それらに限定されない。
【００９２】
　本発明のニトリル相溶化剤は、Ｒ1が５～１２個の炭素原子を有する脂肪族、脂環式ま
たはアリール炭化水素基から選択される、式Ｒ1ＣＮで表されるニトリルであって、約９
０～約２００原子質量単位の分子量を有するニトリルを含む。前記ニトリル相溶化剤中の
Ｒ1は８～１０個の炭素原子を有する脂肪族および脂環式炭化水素基から好ましくは選択
される。前記ニトリル相溶化剤の分子量は好ましくは約１２０～約１４０原子質量単位で
ある。Ｒ1は場合により置換炭化水素基、すなわち、ハロゲン（例えば、フッ素、塩素）
およびアルコキシド（例えばメトキシ）から選択された非炭化水素置換基を含有する基を
含んでもよい。Ｒ1は場合によりヘテロ原子置換炭化水素基、すなわち、さもなければ炭
素原子よりなる基鎖中に原子窒素（アザ－）、酸素（ケト－、オキサ－）または硫黄（チ
ア－）を含有する基を含んでもよい。一般に、３つ以下、好ましくは１つ以下の非炭化水
素置換基およびヘテロ原子がＲ1中の各１０個の炭素原子につき存在するだろうし、任意
のかかる非炭化水素置換基およびヘテロ原子の存在は、前述の分子量制限を適用する際に
考慮されなければならない。一般式Ｒ1ＣＮ中の代表的なＲ1脂肪族、脂環式およびアリー
ル炭化水素基には、フェニル、ベンジル、クメニル、メシチル、トリル、キシリルおよび
フェネチルだけでなく、ペンチル、イソペンチル、ネオペンチル、第三ペンチル、シクロ
ペンチル、シクロヘキシル、ヘプチル、オクチル、ノニル、デシル、ウンデシル、ドデシ
ルおよびそれらの立体配置異性体が含まれる。
【００９３】
　代表的なニトリル相溶化剤には、１－シアノペンタン、２，２－ジメチル－４－シアノ
ペンタン、１－シアノヘキサン、１－シアノヘプタン、１－シアノオクタン、２－シアノ
オクタン、１－シアノノナン、１－シアノデカン、２－シアノデカン、１－シアノウンデ
カンおよび１－シアノドデカンが含まれるが、それらに限定されない。
【００９４】
　本発明のクロロカーボン相溶化剤は、ｘが整数１または２から選択され、Ｒが１～１２
個の炭素原子を有する脂肪族および脂環式炭化水素基から選択される、式ＲＣｌxで表さ
れるクロロカーボンであって、約１００～約２００原子質量単位の分子量を有するクロロ
カーボンを含む。前記クロロカーボン相溶化剤の分子量は好ましくは約１２０～１５０原
子質量単位である。一般式ＲＣｌx中の代表的なＲ脂肪族および脂環式炭化水素基には、
メチル、エチル、プロピル、イソプロピル、ブチル、イソブチル、第二ブチル、第三ブチ
ル、ペンチル、イソペンチル、ネオペンチル、第三ペンチル、シクロペンチル、シクロヘ
キシル、ヘプチル、オクチル、ノニル、デシル、ウンデシル、ドデシルおよびそれらの立
体配置異性体が含まれる。
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【００９５】
　代表的なクロロカーボン相溶化剤には、３－（クロロメチル）ペンタン、３－クロロ－
３－メチルペンタン、１－クロロヘキサン、１，６－ジクロロヘキサン、１－クロロヘプ
タン、１－クロロオクタン、１－クロロノナン、１－クロロデカン、および１，１，１－
トリクロロデカンが含まれるが、それらに限定されない。
【００９６】
　本発明のエステル相溶化剤は、Ｒ1およびＲ2が独立して線状および環式の、飽和および
不飽和の、アルキルおよびアリール基から選択される、一般式Ｒ1ＣＯ2Ｒ

2で表されるエ
ステルを含む。好ましいエステルは本質的には元素Ｃ、ＨおよびＯからなり、約８０～約
５５０原子質量単位の分子量を有する。
【００９７】
　代表的なエステルには、（ＣＨ3）2ＣＨＣＨ2ＯＯＣ（ＣＨ2）2~4ＯＣＯＣＨ2ＣＨ（Ｃ
Ｈ3）2（二塩基酸ジイソブチルエステル）、ヘキサン酸エチル、ヘプタン酸エチル、プロ
ピオン酸ｎ－ブチル、プロピオン酸ｎ－プロピル、安息香酸エチル、フタル酸ジ－ｎ－プ
ロピル、安息香酸エトキシエチルエステル、炭酸ジプロピル、「イグザート（Ｅｘｘａｔ
ｅ）７００」（市販の酢酸Ｃ7アルキル）、「イグザート８００」（市販の酢酸Ｃ8アルキ
ル）、フタル酸ジブチルおよび酢酸第三ブチルが含まれるが、それらに限定されない。
【００９８】
　本発明のラクトン相溶化剤は構造［Ａ］、［Ｂ］、および［Ｃ］で表されるラクトンを
含む：
【００９９】

【化３】

【０１００】
　これらのラクトンは、構造［Ａ］および［Ｂ］について、Ｒ1～Ｒ8が独立して水素また
は線状、分岐、環式、二環式、飽和および不飽和ヒドロカルビル基から選択される、６原
子（Ａ）、または好ましくは５原子（Ｂ）の環中に官能基－ＣＯ2－を含有する。各Ｒ1～
Ｒ8は別のＲ1～Ｒ8と連結されて環を形成してもよい。ラクトンは、Ｒ1～Ｒ6が独立して
水素または線状、分岐、環式、二環式、飽和および不飽和ヒドロカルビル基から選択され
る、構造［Ｃ］のように環外アルキリデン基を有してもよい。各Ｒ1～Ｒ6は別のＲ1～Ｒ6

と連結されて環を形成してもよい。ラクトン相溶化剤は約８０～約３００原子質量単位、
好ましくは約８０～約２００原子質量単位の分子量範囲を有する。
【０１０１】
　代表的なラクトン相溶化剤には、表８にリストされる化合物が含まれるが、それらに限
定されない。
【０１０２】
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【０１０３】
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【表２４】

【０１０４】
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【表２５】

【０１０５】
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　ラクトン相溶化剤は一般に４０℃で約７センチストーク未満の動粘度を有する。例えば
、両方とも４０℃で、ガンマ－ウンデカラクトンは５．４センチストークの動粘度を有し
、シス－（３－ヘキシル－５－メチル）ジヒドロフラン－２－オンは４．５センチストー
クの粘度を有する。ラクトン相溶化剤は商業的に入手可能であるかもしれないし、または
参照により本明細書に援用される、２００４年８月３日出願の米国特許公報（特許文献２
）に記載されているような方法によって製造されてもよい。
【０１０６】
　本発明のアリールエーテル相溶化剤は、Ｒ1が６～１２個の炭素原子を有するアリール
炭化水素基から選択され、Ｒ2が１～４個の炭素原子を有する脂肪族炭化水素基から選択
される、式Ｒ1ＯＲ2で表されるアリールエーテルであって、約１００～約１５０原子質量
単位の分子量を有するアリールエーテルでをさらに含む。一般式Ｒ1ＯＲ2中の代表的なＲ
1アリール基には、フェニル、ビフェニル、クメニル、メシチル、トリル、キシリル、ナ
フチルおよびピリジルが含まれる。一般式Ｒ1ＯＲ2中の代表的なＲ2脂肪族炭化水素基に
は、メチル、エチル、プロピル、イソプロピル、ブチル、イソブチル、第二ブチルおよび
第三ブチルが含まれる。代表的な芳香族エーテル相溶化剤には、メチルフェニルエーテル
（アニソール）、１，３－ジメトキシベンゼン、エチルフェニルエーテルおよびブチルフ
ェニルエーテルが含まれるが、それらに限定されない。
【０１０７】
　本発明のフルオロエーテル相溶化剤は、Ｒ1が約５～約１５個の炭素原子を有する脂肪
族、脂環式、および芳香族炭化水素基、好ましくは第一、線状、飽和アルキル基から選択
される、一般式Ｒ1ＯＣＦ2ＣＦ2Ｈで表されるものを含む。代表的なフルオロエーテル相
溶化剤には、Ｃ8Ｈ17ＯＣＦ2ＣＦ2ＨおよびＣ6Ｈ13ＯＣＦ2ＣＦ2Ｈが含まれるが、それら
に限定されない。冷媒がフルオロエーテルである場合、そのときは相溶化剤が同じフルオ
ロエーテルであってはならないことは留意されるべきである。
【０１０８】
　フルオロエーテル相溶化剤は、フルオロオレフィンとポリオールとから誘導されたエー
テルをさらに含んでもよい。フルオロオレフィンは、Ｘが水素、塩素またはフッ素であり
、Ｙが塩素、フッ素、ＣＦ3またはＲfがＣＦ3、Ｃ2Ｆ5もしくはＣ3Ｆ7であるＯＲfである
、タイプＣＦ2＝ＣＸＹのものであってもよい。代表的なフルオロオレフィンは、テトラ
フルオロエチレン、クロロトリフルオロエチレン、ヘキサフルオロプロピレン、およびパ
ーフルオロメチルビニルエーテルである。ポリオールは線状または分岐であってもよい。
線状ポリオールは、ＲおよびＲ'が水素、またはＣＨ3、またはＣ2Ｈ5であり、そしてｘが
０～４の整数であり、ｙは０～３の整数であり、そしてｚは０か１かのどちらかである、
タイプＨＯＣＨ2ＣＲＲ'（ＣＨ2）z（ＣＨＯＨ）xＣＨ2（ＣＨ2ＯＨ）yのものであっても
よい。分岐ポリオールは、Ｒが水素、ＣＨ3またはＣ2Ｈ5であってもよく、ｍが０～３の
整数であってもよく、ｔおよびｕが０または１であってもよく、ｖおよびｗが０～４の整
数であり、そしてまたここで、ｔ＋ｕ＋ｖ＋ｗ＝４である、タイプＣ（ＯＨ）t（Ｒ）u（
ＣＨ2ＯＨ）v［（ＣＨ2）mＣＨ2ＯＨ］wのものであってもよい。代表的なポリオールはト
リメチロールプロパン、ペンタエリスリトール、ブタンジオール、およびエチレングリコ
ールである。
【０１０９】
　本発明の１，１，１－トリフルオロアルカン相溶化剤は、Ｒ1が約５～約１５個の炭素
原子を有する脂肪族および脂環式炭化水素基、好ましくは第一、線状、飽和アルキル基か
ら選択される、一般式ＣＦ3Ｒ

1で表される１，１，１－トリフルオロアルカンを含む。代
表的な１，１，１－トリフルオロアルカン相溶化剤には、１，１，１－トリフルオロヘキ
サンおよび１，１，１－トリフルオロドデカンが含まれるが、それらに限定されない。
【０１１０】
　相溶化剤の有効量とは、組成物への潤滑油の有効な可溶化につながり、こうして冷凍、
エアコンまたはヒートポンプ装置の運転を最適化するのに十分な油戻しを提供する相溶化
剤の量を意味する。
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【０１１１】
　本発明の組成物は典型的には、約０．１～約４０重量パーセント、好ましくは約０．２
～約２０重量パーセント、最も好ましくは約０．３～約１０重量パーセントの相溶化剤を
本発明の組成物に含有するであろう。
【０１１２】
　本発明はさらに、鉱油、アルキルベンゼン、合成パラフィン、合成ナフテン、およびポ
リ（アルファ）オレフィンからなる群から選択された冷凍潤滑油への本発明の組成物を含
む冷媒または伝熱流体の可溶化方法であって、ポリオキシアルキレングリコールエーテル
、アミド、ニトリル、ケトン、クロロカーボン、エステル、ラクトン、アリールエーテル
、フルオロエーテルおよび１，１，１－トリフルオロアルカンからなる群から選択される
、有効量の相溶化剤の存在下で前記潤滑油を前記組成物と接触させる工程を含む方法に関
する。
【０１１３】
　本発明はさらに、圧縮冷凍、エアコンまたはヒートポンプ装置での圧縮機への油戻しの
改良方法であって、相溶化剤を含む組成物を前記装置に使用する工程を含む方法に関する
。
【０１１４】
　本発明の組成物は、紫外線（ＵＶ）染料および場合により可溶化剤をさらに含んでもよ
い。ＵＶ染料は、冷凍、エアコン、またはヒートポンプ装置の漏洩ポイントでまたは該装
置の近くで組成物中の染料の蛍光を観察させることによって組成物の漏洩を検出するため
に有用な成分である。紫外光下に染料の蛍光を観察してもよい。可溶化剤は、幾つかの組
成物へのかかるＵＶ染料の不満足な溶解性のために必要とされるかもしれない。
【０１１５】
　「紫外線」染料とは、電磁スペクトルの紫外または「近」紫外領域の光を吸収するＵＶ
蛍光組成物を意味する。１０ナノメートル～７５０ナノメートルのどこかの波長の放射線
を発するＵＶ光による照明下にＵＶ蛍光染料によって生み出される蛍光が検出されてもよ
い。それ故、かかるＵＶ蛍光染料を含有する組成物が冷凍、エアコン、またはヒートポン
プ装置の所与のポイントから漏洩しつつある場合、蛍光を漏洩ポイントで検出することが
できる。かかるＵＶ蛍光染料には、ナフタルイミド、ペリレン、クマリン、アントラセン
、フェナントレン、キサンテン、チオキサンテン、ナフトキサンテン、フルオレセイン、
およびそれらの誘導体または組み合わせが含まれるが、それらに限定されない。
【０１１６】
　本発明の可溶化剤は、炭化水素、炭化水素エーテル、ポリオキシアルキレングリコール
エーテル、アミド、ニトリル、ケトン、クロロカーボン、エステル、ラクトン、アリール
エーテル、フルオロエーテルおよび１，１，１－トリフルオロアルカンからなる群から選
択された少なくとも１つの化合物を含む。ポリオキシアルキレングリコールエーテル、ア
ミド、ニトリル、ケトン、クロロカーボン、エステル、ラクトン、アリールエーテル、フ
ルオロエーテルおよび１，１，１－トリフルオロアルカン可溶化剤は通常の冷凍潤滑油と
一緒での使用のための相溶化剤であるとして本明細書に前に定義された。
【０１１７】
　本発明の炭化水素可溶化剤は、他の官能基が全くなしの５個またはそれより少ない炭素
原子および水素だけを含有する直鎖、分岐鎖または環式アルカンまたはアルケンを含む炭
化水素を含む。代表的な炭化水素可溶化剤はプロパン、プロピレン、シクロプロパン、ｎ
－ブタン、イソブタン、２－メチルブタンおよびｎ－ペンタンを含む。組成物が炭化水素
を含有する場合、そのときは可溶化剤が同じ炭化水素であってはならないことは留意され
るべきである。
【０１１８】
　本発明の炭化水素エーテル可溶化剤は、ジメチルエーテル（ＤＭＥ）などの、炭素、水
素および酸素だけを含有するエーテルを含む。
【０１１９】
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　本発明の可溶化剤は、単一化合物として存在してもよいし、または２つ以上の可溶化剤
の混合物として存在してもよい。可溶化剤の混合物は、同じクラスの化合物からの２つの
可溶化剤、例えば２つのラクトン、または、ラクトンおよびポリオキシアルキレングリコ
ールエーテルなどの、２つの異なるクラスからの２つの可溶化剤を含有してもよい。
【０１２０】
　冷媒およびＵＶ蛍光染料を含む、または伝熱流体およびＵＶ蛍光染料を含む本発明組成
物で、組成物の約０．００１重量パーセント～約１．０重量パーセント、好ましくは約０
．００５重量パーセント～約０．５重量パーセント、最も好ましくは０．０１重量パーセ
ント～約０．２５重量パーセントがＵＶ染料である。
【０１２１】
　ケトンなどの可溶化剤は臭いマスキング剤または香料の添加によってマスクすることが
できる不快臭を有するかもしれない。臭いマスキング剤の典型的な例には、ｄ－リモネン
およびピネンだけでなく、すべて商業的に入手可能なエバーグリーン（Ｅｖｅｒｇｒｅｅ
ｎ）、フレッシュ・レモン（Ｆｒｅｓｈ　Ｌｅｍｏｎ）、チェリー（Ｃｈｅｒｒｙ）、シ
ナモン（Ｃｉｎｎａｍｏｎ）、ペパーミント（Ｐｅｐｐｅｒｍｉｎｔ）、フローラル（Ｆ
ｌｏｒａｌ）またはオレンジ・ピール（Ｏｒａｎｇｅ　Ｐｅｅｌ）が挙げられるかもしれ
ない。かかる臭いマスキング剤は、臭いマスキング剤と相溶化剤との組み合わせ重量を基
準にして約０．００１％から約１５質量％ほどに多い濃度で使用されてもよい。
【０１２２】
　本発明の組成物へのこれらのＵＶ蛍光染料の溶解性は不満足であるかもしれない。それ
故、冷凍、エアコン、またはヒートポンプ装置へのこれらの染料の導入方法は厄介で、コ
ストが高くつき、時間のかかるものであった。米国特許公報（特許文献３）は、冷凍、エ
アコン、またはヒートポンプ装置の部品へ挿入されてもよい染料粉末、染料の固体ペレッ
トまたはスラリーを利用する方法を記載している。冷媒および潤滑油が装置のすみずみま
で循環されるので、染料は溶解または分散されて装置の全体にわたって運ばれる。染料を
冷凍またはエアコン装置へ導入するための多数の他の方法が文献に記載されている。
【０１２３】
　理想的には、ＵＶ蛍光染料は冷媒それ自体に溶解することができ、それによって冷凍、
エアコン装置、またはヒートポンプへの導入のためのいかなる特別な方法も必要としない
であろう。本発明は、冷媒中の溶液としてシステムへ導入されてもよい、ＵＶ蛍光染料を
含む組成物に関する。本発明組成物は、染料を溶液に維持したまま低温でさえ染料含有組
成物の貯蔵および移送を可能にするであろう。
【０１２４】
　冷媒、ＵＶ蛍光染料および可溶化剤を含む、または伝熱流体およびＵＶ蛍光染料および
可溶化剤を含む本発明組成物中で、組み合わせられた組成物の約１～約５０重量パーセン
ト、好ましくは約２～約２５重量パーセント、最も好ましくは約５～約１５重量パーセン
トが可溶化剤である。本発明の組成物中にＵＶ蛍光染料は約０．００１重量パーセント～
約１．０重量パーセント、好ましくは０．００５重量パーセント～約０．５重量パーセン
ト、最も好ましくは０．０１重量パーセント～約０．２５重量パーセントの濃度で存在す
る。
【０１２５】
　本発明はさらに、冷凍、エアコン、またはヒートポンプ装置に、紫外線蛍光染料、およ
び場合により、可溶化剤をさらに含む組成物の使用方法に関する。本方法は、冷凍、エア
コン、またはヒートポンプ装置へ本組成物を導入する工程を含む。これは、可溶化剤の存
在下でＵＶ蛍光染料を本組成物に溶解し、該組み合わせを装置へ導入することによって行
われてもよい。あるいはまた、これは、可溶化剤とＵＶ蛍光染料とを組み合わせ、前記組
み合わせを、冷媒および／または伝熱流体を含有する冷凍またはエアコン装置へ導入する
ことによって行われてもよい。生じた組成物は、冷凍、エアコン、またはヒートポンプ装
置で使用されてもよい。
【０１２６】
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　本発明はさらに、漏洩を検出するための紫外線蛍光染料を含む組成物の使用方法に関す
る。組成物中の染料の存在は、冷凍、エアコン、またはヒートポンプ装置での漏洩冷媒の
検出を可能にする。漏洩検出は、装置もしくはシステムの非能率的な運転または機器破壊
に対処する、それを解決するまたは予防するのに役立つ。漏洩検出はまた、装置の運転に
使用される化学薬品を封じ込めるのを助ける。
【０１２７】
　本方法は、本明細書に記載されるような冷媒、紫外線蛍光染料、そして場合により本明
細書に記載されるような可溶化剤を含む組成物を冷凍、エアコン、またはヒートポンプ装
置に提供する工程と、ＵＶ蛍光染料含有冷媒を検出するための好適な手段を用いる工程と
を含む。染料を検出するための好適な手段には、しばしば「ブラックライト」または「ブ
ルーライト」と言われる、紫外線ランプが含まれるが、それに限定されない。この目的に
ために特にデザインされた、かかる紫外線ランプは多数の供給業者から商業的に入手可能
である。いったん紫外線蛍光染料含有組成物が冷凍、エアコン、またはヒートポンプ装置
に導入され、そしてシステムの全体にわたって循環させられてしまったら、漏洩は、前記
紫外線ランプを装置に当て、任意の漏洩ポイントの近くで染料の蛍光を観察することによ
って見つけることができる。
【０１２８】
　本発明はさらに、冷凍、エアコン、またはヒートポンプ装置での高ＧＷＰ冷媒を置換え
る方法であって、前記高ＧＷＰ冷媒がＲ１３４ａ、Ｒ２２、Ｒ２４５ｆａ、Ｒ１１４、Ｒ
２３６ｆａ、Ｒ１２４、Ｒ４１０Ａ、Ｒ４０７Ｃ、Ｒ４１７Ａ、Ｒ４２２Ａ、Ｒ５０７Ａ
、およびＲ４０４Ａからなる群から選択され、前記高ＧＷＰ冷媒を使用する、使用したま
たは使用するようデザインされている前記冷凍、エアコン、またはヒートポンプ装置に本
発明の組成物を提供する工程を含む方法に関する。
【０１２９】
　蒸気－圧縮冷凍、エアコン、またはヒートポンプシステムには、エバポレーター、圧縮
機、凝縮器、および膨張デバイスが含まれる。蒸気－圧縮サイクルは、一工程で冷却効果
、そして異なる工程で加熱効果をもたらす多段工程で冷媒を再使用する。サイクルは次の
通り簡単に説明することができる。液体冷媒は膨張デバイスを通ってエバポレーターに入
り、液体冷媒はエバポレーターにおいて低温で沸騰してガスを形成し、冷却を行う。低圧
ガスは圧縮機に入り、そこでガスは圧縮されてその圧力および温度を上げる。より高い圧
力の（圧縮された）ガス状冷媒は次に凝縮器に入り、そこで冷媒は凝縮し、その熱を周囲
に吐出する。冷媒は膨張デバイスに戻り、それによって液体は凝縮器におけるより高い圧
力レベルからエバポレーターにおける低い圧力レベルに膨張し、このようにサイクルを繰
り返す。
【０１３０】
　本明細書で用いるところでは、移動式冷凍装置または移動式エアコン装置は、道路、鉄
道、海または空用の輸送ユニットへ組み入れられた任意の冷凍またはエアコン装置を意味
する。加えて、「共同一貫輸送」システムとして知られる、任意の移動キャリヤーから独
立したシステムに冷凍またはエアコンを提供することを意図される装置も本発明に包含さ
れる。かかる共同一貫輸送システムには、「スワップボディ」（組み合わせられた道路／
鉄道輸送）だけでなく「コンテナ」（組み合わせられた海／陸輸送）も含まれる。本発明
は、自動車エアコン装置または冷凍道路輸送機器などの、道路輸送冷凍またはエアコン装
置向けに特に有用である。
【０１３１】
　本発明はさらに、冷却されるべき本体の近くで本発明の組成物を蒸発させる工程と、そ
の後前記組成物を凝縮させる工程とを含む冷却を行う方法に関する。
【０１３２】
　本発明はさらに、加熱されるべき本体の近くで本発明の組成物を凝縮させる工程と、そ
の後前記組成物を蒸発させる工程とを含む熱を産生させる方法に関する。
【０１３３】
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　本発明はさらに、本発明の組成物を含有する冷凍、エアコン、またはヒートポンプ装置
であって、前記組成物が少なくとも１つのフルオロオレフィンを含む装置に関する。
【０１３４】
　本発明はさらに、本発明の組成物を含有する移動式エアコン装置であって、前記組成物
が少なくとも１つのフルオロオレフィンを含む装置に関する。
【０１３５】
　本発明はさらに、冷凍、エアコンまたはヒートポンプ装置での冷媒漏洩の早期検出方法
であって、前記装置で非共沸組成物を使用する工程と、冷却性能の低下を監視する工程と
を含む方法に関する。非共沸組成物は、冷凍、エアコンまたはヒートポンプ装置からの漏
洩時に分別蒸留し、より低沸点（より高い蒸気圧）成分が最初に装置から漏洩するであろ
う。これが起こるとき、当該組成物中のより低沸点成分が冷凍能力の大部分を提供する場
合には、装置の能力、従って性能の著しい低下があろう。例として、自動車エアコンシス
テムでは、自動車の乗客はシステムの冷却能力の低下に気付くであろう。冷却能力のこの
低下は、冷媒が漏洩中であること、およびシステムが修理を要することを意味すると解釈
することができる。
【０１３６】
　本発明はさらに、伝熱流体組成物としての本発明の組成物の使用方法であって、前記組
成物を熱源からヒートシンクに運ぶ工程を含む方法に関する。
【０１３７】
　伝熱流体は、輻射、伝導、または対流によって熱を一空間、場所、物体または本体から
異なる空間、場所、物体または本体へ移す、移動させるまたは除去するために利用される
。伝熱流体は、遠く離れた冷凍（または加熱）システムから冷却（または加熱）のための
移送の手段を提供することによって二次クーラントとして機能してもよい。幾つかのシス
テムでは、伝熱流体は、移送プロセスの全体にわたって一定の状態のままであってもよい
（すなわち、蒸発しないまたは凝縮しない）。あるいはまた、蒸発冷却プロセスは同様に
伝熱流体を利用してもよい。
【０１３８】
　熱源は、それから熱を移す、移動させるまたは除去することが望まれる任意の空間、場
所、物体または本体と定義されてもよい。熱源の例は、冷蔵庫またはスーパーマーケット
でのフリーザーケースなどの、冷凍もしくは冷却を必要とする空間（開かれたまたは閉ざ
された）、エアコンを必要とする建物空間、またはエアコンを必要とする自動車の客室で
あってもよい。ヒートシンクは、熱を吸収することができる任意の空間、場所、物体また
は本体と定義されてもよい。蒸気圧縮冷凍システムは、かかるヒートシンクの一例である
。
【０１３９】
　別の実施形態では、本発明は、発泡体の製造での使用について本明細書に記載されるよ
うなフルオロオレフィン含有組成物を含む発泡剤組成物に関する。他の実施形態では、本
発明は、発泡性組成物、好ましくはポリウレタンおよびポリイソシアネート発泡体組成物
、ならびに発泡体の製造方法を提供する。かかる発泡体実施形態では、本発明フルオロオ
レフィン含有組成物の１つまたは複数が発泡性組成物に発泡剤として含まれ、その組成物
は好ましくは、適切な条件下に反応し、発泡して発泡体または気泡質構造体を形成するこ
とができる１つまたは複数の追加成分を含む。参照により本明細書に援用される、（非特
許文献３）に記載されているものなどの、当該技術で周知の方法のいずれかが本発明の発
泡体実施形態に従った使用のために用いられるかまたは構成されてもよい。
【０１４０】
　本発明はさらに、（ａ）本発明のフルオロオレフィン含有組成物を発泡性組成物に加え
る工程と、（ｂ）発泡体を形成するのに有効な条件下に発泡性組成物を反応させる工程と
を含む発泡体の形成方法に関する。
【０１４１】
　本発明の別の実施形態は、スプレー可能な組成物での噴射剤としての使用のための本明
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細書に記載されるようなフルオロオレフィン含有組成物の使用に関する。さらに、本発明
は、本明細書に記載されるようなフルオロオレフィン含有組成物を含むスプレー可能な組
成物に関する。不活性成分、溶剤および他の物質と一緒にスプレーされるべき活性成分も
また、スプレー可能な組成物中に存在してもよい。好ましくは、スプレー可能な組成物は
エアゾールである。スプレーされるべき好適な活性物質には、無制限に、抗喘息および抗
口臭薬剤などの医薬物質だけでなく脱臭剤、香料、ヘアスプレー、クリーナー、および艶
出剤などの化粧品物質が含まれる。
【０１４２】
　本発明はさらに、本明細書に記載されるようなフルオロオレフィン含有組成物をエアゾ
ール容器中の活性成分に加える工程を含むエアゾール製品の製造方法であって、前記組成
物が噴射剤として機能する方法に関する。
【０１４３】
　さらなる態様は、火炎の抑制方法であって、火炎を本開示のフルオロオレフィン含有組
成物を含む流体と接触させる工程を含む方法を提供する。火炎を本発明組成物と接触させ
るための任意の好適な方法が用いられてもよい。例えば、本開示のフルオロオレフィン含
有組成物は火炎上へスプレーされても、かけられるなどされてもよく、または火炎の少な
くとも一部が火炎抑制組成物中に浸けられてもよい。本明細書での教示を考慮に入れると
、当業者は、様々な従来の装置および火炎抑制の方法を本開示での使用のために容易に構
成することができるであろう。
【０１４４】
　さらなる実施形態は、本開示のフルオロオレフィン含有組成物を含む試剤を提供する工
程と、該試剤を加圧吐出システムに配置する工程と、該試剤をある区域へ吐出して当該区
域で火を消すまたは抑制する工程とを含むトータル－フラッド（ｔｏｔａｌ－ｆｌｏｏｄ
）用途での火の消火または抑制方法を提供する。別の実施形態は、本開示のフルオロオレ
フィン含有組成物を含む試剤を提供する工程と、該試剤を加圧吐出システムに配置する工
程と、該試剤をある区域へ吐出して火災または爆発が起こるのを防ぐ工程とを含む火災ま
たは爆発を防止するための区域の不活性化方法を提供する。
【０１４５】
　用語「消火」は通常火の完全な排除を意味するために用いられるが、「抑制」はしばし
ば、火災または爆発の減少を意味するために用いられるが、それらの完全排除を必ずしも
意味しない。本明細書で用いるところでは、用語「消火」および「抑制」は同じ意味で用
いられるであろう。４つの一般的なタイプのハロカーボン火災および爆発防護用途がある
。（１）トータル－フラッド消火および／または抑制用途では、試剤は、既存の火を消す
または抑制するのに十分な濃度を達成するために空間へ吐出される。トータルフラッディ
ング用途には、航空機エンジン室および車両でのエンジン室などの特殊な、しばしば占有
されていない空間だけでなくコンピュータ室などの閉鎖された、潜在的に占有された空間
の防護が含まれる。（２）ストリーミング用途では、試剤は火上へまたは火の領域へ直接
適用される。これは通常、手動操作のホイール付きまたは持ち運びできるユニットを用い
て成し遂げられる。ストリーミング用途として含まれる第２の方法は、試剤を１つまたは
複数の固定ノズルから火に向けて吐出する「局在化」システムを用いる。局在化システム
は手動でかまたは自動的にかのどちらかで活性化されてもよい。（３）爆発抑制では、本
開示のフルオロオレフィン含有組成物は、既に開始した爆発を抑制するために吐出される
。用語「抑制」は、爆発が通常自己限定的であるのでこの用途で一般に用いられる。しか
しながら、この用語の使用は、爆発が試剤によって消滅されないことを必ずしも暗示しな
い。本出願では、検出器が通常爆発からの火柱の拡大を検出するために用いられ、試剤が
爆発を抑制するために迅速に吐出される。爆発抑制は、防御用途で主として、しかし専ら
ではなく用いられる。（４）不活性化（ｉｎｅｒｔｉｏｎ）では、本開示のフルオロオレ
フィン含有組成物がある空間へ吐出されて爆発または火災が開始されるのを防ぐ。しばし
ば、トータル－フラッド消火または抑制のために用いられるものに類似のまたは同一のシ
ステムが用いられる。通常、危険な状態（例えば、引火性または爆発性ガスの危険な濃度
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善され得るまで爆発または火災が起こるのを防ぐ。
【０１４６】
　消火方法は、火を取り囲む閉鎖区域へ組成物を導入することによって実施することがで
きる。導入の公知方法のいずれかを、適切な量の組成物が適切な間隔で閉鎖区域へ計量供
給されるという条件で利用することができる。例えば、組成物は、火を取り囲む閉鎖区域
へ組成物を、例を挙げると、通常の持ち運びできる（または固定の）消火機器を用いて、
ストリーミングすることによって、噴霧することによって、またはフラッディングするこ
とによって、例を挙げると、放出することによって（適切な配管、バルブおよびコントロ
ールを用いて）導入することができる。組成物は場合により、利用されるストリーミング
またはフラッディング機器からの組成物の吐出の速度を上げるために、不活性の噴射剤、
例を挙げると、窒素、アルゴン、グリシジルアジドポリマーの分解生成物または二酸化炭
素と組み合わせることができる。
【０１４７】
　好ましくは、消火プロセスは、本開示のフルオロオレフィン含有組成物を火または火炎
を消すのに十分な量で火または火炎に導入することを含む。当業者は、特定の火を消すた
めに必要とされる火炎抑制剤の量は危険の性質および程度に依存することを認めるであろ
う。火炎抑制剤がフラッディングによって導入されるべきであるとき、カップバーナー試
験データがある特定タイプおよびサイズの火を消すために必要とされる火炎抑制剤の量お
よび濃度を決定するのに有用である。
【０１４８】
　トータル－フラッド用途または火不活性化において火の消火または抑制と併せて使用さ
れるときにフルオロオレフィン含有組成物の有効濃度範囲を測定するために有用な実験室
試験は、例えば、参照により本明細書によって援用される、米国特許公報（特許文献４）
に記載されている。
【実施例】
【０１４９】
　　（実施例１）
　　（蒸気漏洩の影響）
　容器に－２５℃か、明記される場合には２５℃でかのどちらかの温度で初期組成物を装
入し、組成物の初期蒸気圧を測定する。初期組成物の５０重量パーセントが除去されるま
で、温度を一定に保持しながら、組成物を容器から漏洩させ、その時点で容器に残ってい
る組成物の蒸気圧を測定する。結果を表９に示す。
【０１５０】
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【表２６】

【０１５１】
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【表２７】

【０１５２】
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【表２８】

【０１５３】
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【表２９】

【０１５４】
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【表３０】

【０１５５】
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【表３１】

【０１５６】
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【表３２】

【０１５７】
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【表３３】

【０１５８】
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【表３４】

【０１５９】
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【表３５】

【０１６０】
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【表３６】

【０１６１】
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【表３７】

【０１６２】
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【表３８】

【０１６３】
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【表３９】

【０１６４】
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【表４０】

【０１６５】
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【表４１】

【０１６６】
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【表４２】

【０１６７】
　元の組成物と５０重量パーセントが除去された後に残った組成物との間の蒸気圧の差は
、本発明の組成物について約１０パーセント未満である。これは、本発明の組成物が共沸
または擬共沸であろうことを示唆する。
【０１６８】
　　（実施例２）
　　（冷却性能データ）
　表１０は、ＨＦＣ－１３４ａと比べて本発明の様々な冷媒組成物の性能を示す。表１０
において、Ｅｖａｐ　Ｐｒｅｓはエバポレーター圧力であり、Ｃｏｎｄ　Ｐｒｅｓは凝縮
器圧力であり、Ｃｏｍｐ　Ｄｉｓｃｈ　Ｔは圧縮機吐出温度であり、ＣＯＰはエネルギー
効率であり、ＣＡＰはキャパシティである。データは次の条件に基づいている。
　エバポレーター温度　４０．０°Ｆ（４．４℃）
　凝縮器温度　　　　　１３０．０°Ｆ（５４．４℃）
　サブクール温度　　　１０．０°Ｆ（５．５℃）
　リターンガス温度　　６０．０°Ｆ（１５．６℃）
　圧縮機効率は　　　　１００％である。
　過熱は冷却能力計算に含められていることに留意されたい。
【０１６９】
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【０１７０】
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【表４４】

【０１７１】
　幾つかの組成物は、より低い吐出圧力および温度を維持しながらＨＦＣ－１３４ａより
さらに高いエネルギー効率（ＣＯＰ）を有する。本発明組成物についてのキャパシティは
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エアコン用途においてＲ１３４ａの代替冷媒であり得るだろうことを示唆する。炭化水素
を含有するそれらの組成物はまた、従来の鉱油およびアルキルベンゼン潤滑油で油溶解度
を向上させるかもしれない。
【０１７２】
　　（実施例３）
　　（冷却性能データ）
　表１１は、Ｒ４０４ＡおよびＲ４２２Ａと比べて本発明の様々な冷媒組成物の性能を示
す。表１１において、Ｅｖａｐ　Ｐｒｅｓはエバポレーター圧力であり、Ｃｏｎｄ　Ｐｒ
ｅｓは凝縮器圧力であり、Ｃｏｍｐ　Ｄｉｓｃｈ　Ｔは圧縮機吐出温度であり、ＥＥＲは
エネルギー効率であり、ＣＡＰはキャパシティである。データは次の条件に基づいている
。
　エバポレーター温度　－１７．８℃
　凝縮器温度　　　　　４６．１℃
　サブクール温度　　　５．５℃
　リターンガス温度　　１５．６℃
　圧縮機効率は　　　　７０％である。
　過熱は冷却能力計算に含められていることに留意されたい。
【０１７３】
【表４５】

【０１７４】
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【表４６】

【０１７５】
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【表４７】

【０１７６】
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【表４８】

【０１７７】
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【表４９】

【０１７８】
　幾つかの組成物は、Ｒ４０４ＡおよびＲ４２２Ａに匹敵するエネルギー効率（ＣＯＰ）
を有する。吐出温度はまたＲ４０４ＡおよびＲ５０７Ａより低い。本発明組成物について
のキャパシティはまたＲ４０４Ａ、Ｒ５０７Ａ、およびＲ４２２Ａに似ており、これらが
冷凍およびエアコンでのための代替冷媒であり得るだろうことを示唆する。炭化水素を含
有するそれらの組成物はまた、従来の鉱油およびアルキルベンゼン潤滑油で油溶解度を向
上させるかもしれない。
【０１７９】
　　（実施例４）
　　（冷却性能データ）
　表１２は、ＨＣＦＣ－２２、Ｒ４１０Ａ、Ｒ４０７Ｃ、およびＲ４１７Ａと比べて本発
明の様々な冷媒組成物の性能を示す。表１２において、Ｅｖａｐ　Ｐｒｅｓはエバポレー
ター圧力であり、Ｃｏｎｄ　Ｐｒｅｓは凝縮器圧力であり、Ｃｏｍｐ　Ｄｉｓｃｈ　Ｔは
圧縮機吐出温度であり、ＥＥＲはエネルギー効率であり、ＣＡＰはキャパシティである。
データは次の条件に基づいている。
　エバポレーター温度　４．４℃
　凝縮器温度　　　　　５４．４℃
　サブクール温度　　　５．５℃
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　リターンガス温度　　１５．６℃
　圧縮機効率は　　　　１００％である。
　過熱は冷却能力計算に含められていることに留意されたい。
【０１８０】
【表５０】

【０１８１】
　組成物は、低い吐出温度を維持しながらＲ２２、Ｒ４０７Ｃ、Ｒ４１７Ａ、およびＲ４
１０Ａに匹敵するエネルギー効率（ＥＥＲ）を有する。本発明組成物についてのキャパシ
ティはまたＲ２２、Ｒ４０７ＣおよびＲ４１７Ａに似ており、これらが冷凍およびエアコ
ンでのための代替冷媒であり得るだろうことを示唆する。炭化水素を含有するそれらの組
成物はまた、従来の鉱油およびアルキルベンゼン潤滑油で油溶解度を向上させるかもしれ
ない。
【０１８２】
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　　（実施例５）
　　（冷却性能データ）
　表１３は、ＨＣＦＣ－２２およびＲ４１０Ａと比べて本発明の様々な冷媒組成物の性能
を示す。表１３において、Ｅｖａｐ　Ｐｒｅｓはエバポレーター圧力であり、Ｃｏｎｄ　
Ｐｒｅｓは凝縮器圧力であり、Ｃｏｍｐ　Ｄｉｓｃｈ　Ｔは圧縮機吐出温度であり、ＥＥ
Ｒはエネルギー効率であり、ＣＡＰはキャパシティである。データは次の条件に基づいて
いる。
　エバポレーター温度　４℃
　凝縮器温度　　　　　４３℃
　サブクール温度　　　６℃
　リターンガス温度　　１８℃
　圧縮機効率は　　　　７０％である。
　過熱は冷却能力計算に含められていることに留意されたい。
【０１８３】

【表５１】

【０１８４】
　組成物は、適度な吐出温度を維持しながらＲ２２およびＲ４１０Ａに匹敵するエネルギ
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ー効率（ＥＥＲ）を有する。本発明組成物についてのキャパシティはまたＲ２２に似てお
り、これらが冷凍およびエアコンでのための代替冷媒であり得るだろうことを示唆する。
【０１８５】
　　（実施例６）
　　（引火性）
　引火性化合物は、電子点火源で、ＡＳＴＭ（米国材料試験協会（Ａｍｅｒｉｃａｎ　Ｓ
ｏｃｉｅｔｙ　ｏｆ　Ｔｅｓｔｉｎｇ　ａｎｄ　Ｍａｔｅｒｉａｌｓ））Ｅ６８１－０１
下で試験することによって特定されてもよい。引火性のかかる試験は、引火性下限界（Ｌ
ＦＬ）および引火性上限界（ＵＦＬ）を測定するために、空気中の様々な濃度で、ＨＦＣ
－１２３４ｙｆ、ＨＦＣ－１２２５ｙｅおよび本開示の混合物について１０１ｋＰａ（１
４．７ｐｓｉａ）、１００℃（２１２°Ｆ）、および５０パーセント相対湿度で行った。
結果を表１３に与える。
【０１８６】
【表５２】

【０１８７】
　結果は、ＨＦＣ－１２３４ｙｆが引火性であるが、ＨＦＣ－１２２５ｙｅの添加が引火
性を下げることを示唆する。それ故、約１重量パーセント～約４９重量パーセントのＨＦ
Ｃ－１２３４ｙｆおよび約９９重量パーセント～約５１重量パーセントのＨＦＣ－１２２
５ｙｅを含む組成物が好ましい。
本発明は以下の実施の態様を含むものである。
１．ＨＦＣ－１２２５ｙｅと
　ＨＦＣ－１２３４ｚｅ、ＨＦＣ－１２３４ｙｆ、ＨＦＣ－１２３４ｙｅ、ＨＦＣ－１２
４３ｚｆ、ＨＦＣ－３２、ＨＦＣ－１２５、ＨＦＣ－１３４、ＨＦＣ－１３４ａ、ＨＦＣ
－１４３ａ、ＨＦＣ－１５２ａ、ＨＦＣ－１６１、ＨＦＣ－２２７ｅａ、ＨＦＣ－２３６
ｅａ、ＨＦＣ－２３６ｆａ、ＨＦＣ－２４５ｆａ、ＨＦＣ－３６５ｍｆｃ、プロパン、ｎ
－ブタン、イソブタン、２－メチルブタン、ｎ－ペンタン、シクロペンタン、ジメチルエ
ーテル、ＣＦ3ＳＣＦ3、ＣＯ2およびＣＦ3Ｉ
からなる群から選択された少なくとも１つの化合物とを含むことを特徴とする組成物。
２．　ＨＦＣ－１２３４ｚｅと
　ＨＦＣ－１２３４ｙｆ、ＨＦＣ－１２３４ｙｅ、ＨＦＣ－１２４３ｚｆ、ＨＦＣ－３２
、ＨＦＣ－１２５、ＨＦＣ－１３４、ＨＦＣ－１３４ａ、ＨＦＣ－１４３ａ、ＨＦＣ－１
５２ａ、ＨＦＣ－１６１、ＨＦＣ－２２７ｅａ、ＨＦＣ－２３６ｅａ、ＨＦＣ－２３６ｆ
ａ、ＨＦＣ－２４５ｆａ、ＨＦＣ－３６５ｍｆｃ、プロパン、ｎ－ブタン、イソブタン、
２－メチルブタン、ｎ－ペンタン、シクロペンタン、ジメチルエーテル、ＣＦ3ＳＣＦ3、
ＣＯ2およびＣＦ3Ｉ
からなる群から選択された少なくとも１つの化合物とを含むことを特徴とする組成物。
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３．ＨＦＣ－１２３４ｙｆと
　ＨＦＣ－１２３４ｙｅ、ＨＦＣ－１２４３ｚｆ、ＨＦＣ－３２、ＨＦＣ－１２５、ＨＦ
Ｃ－１３４、ＨＦＣ－１３４ａ、ＨＦＣ－１４３ａ、ＨＦＣ－１５２ａ、ＨＦＣ－１６１
、ＨＦＣ－２２７ｅａ、ＨＦＣ－２３６ｅａ、ＨＦＣ－２３６ｆａ、ＨＦＣ－２４５ｆａ
、ＨＦＣ－３６５ｍｆｃ、プロパン、ｎ－ブタン、イソブタン、２－メチルブタン、ｎ－
ペンタン、シクロペンタン、ジメチルエーテル、ＣＦ3ＳＣＦ3、ＣＯ2およびＣＦ3Ｉ
からなる群から選択された少なくとも１つの化合物とを含むことを特徴とする組成物。
４．ＨＦＣ－１２３４ｙｅと
　ＨＦＣ－１２４３ｚｆ、ＨＦＣ－３２、ＨＦＣ－１２５、ＨＦＣ－１３４、ＨＦＣ－１
３４ａ、ＨＦＣ－１４３ａ、ＨＦＣ－１５２ａ、ＨＦＣ－１６１、ＨＦＣ－２２７ｅａ、
ＨＦＣ－２３６ｅａ、ＨＦＣ－２３６ｆａ、ＨＦＣ－２４５ｆａ、ＨＦＣ－３６５ｍｆｃ
、プロパン、ｎ－ブタン、イソブタン、２－メチルブタン、ｎ－ペンタン、シクロペンタ
ン、ジメチルエーテル、ＣＦ3ＳＣＦ3、ＣＯ2およびＣＦ3Ｉ
からなる群から選択された少なくとも１つの化合物とを含むことを特徴とする組成物。

５．ＨＦＣ－１２４３ｚｆと
　ＨＦＣ－３２、ＨＦＣ－１２５、ＨＦＣ－１３４、ＨＦＣ－１３４ａ、ＨＦＣ－１４３
ａ、ＨＦＣ－１５２ａ、ＨＦＣ－１６１、ＨＦＣ－２２７ｅａ、ＨＦＣ－２３６ｅａ、Ｈ
ＦＣ－２３６ｆａ、ＨＦＣ－２４５ｆａ、ＨＦＣ－３６５ｍｆｃ、プロパン、ｎ－ブタン
、イソブタン、２－メチルブタン、ｎ－ペンタン、シクロペンタン、ジメチルエーテル、
ＣＦ3ＳＣＦ3、ＣＯ2およびＣＦ3Ｉ
からなる群から選択された少なくとも１つの化合物とを含むことを特徴とする組成物。
６．前記１．に記載の組成物であって、
　ＨＦＣ－１２２５ｙｅおよびＨＦＣ－３２；
　ＨＦＣ－１２２５ｙｅおよびＨＦＣ－１３４ａ；
　ＨＦＣ－１２２５ｙｅおよびＨＦＣ－１３４；
　ＨＦＣ－１２２５ｙｅおよびＣＯ2；
　ＨＦＣ－１２２５ｙｅ、ＨＦＣ－１５２ａ、およびＨＦＣ－３２；
　ＨＦＣ－１２２５ｙｅ、ＨＦＣ－１５２ａ、およびＣＯ2；
　ＨＦＣ－１２２５ｙｅ、ＨＦＣ－１５２ａ、およびプロパン；
　ＨＦＣ－１２２５ｙｅ、ＨＦＣ－１５２ａ、およびイソブタン；
　ＨＦＣ－１２２５ｙｅ、ＨＦＣ－１５２ａ、およびジメチルエーテル；
　ＨＦＣ－１２２５ｙｅ、ＨＦＣ－１３４ａ、およびＨＦＣ－１５２ａ；
　ＨＦＣ－１２２５ｙｅ、ＨＦＣ－１３４ａ、ＨＦＣ－１５２ａおよびＨＦＣ－３２；
　ＨＦＣ－１２２５ｙｅ、ＨＦＣ－１３４ａ、およびＨＦＣ－３２；
　ＨＦＣ－１２２５ｙｅ、ＨＦＣ－１３４ａ、およびＨＦＣ－１６１；
　ＨＦＣ－１２２５ｙｅ、ＨＦＣ－１３４ａ、およびＣＯ2；
　ＨＦＣ－１２２５ｙｅ、ＨＦＣ－１３４ａ、およびプロパン；
　ＨＦＣ－１２２５ｙｅ、ＨＦＣ－１３４ａ、およびイソブタン；
　ＨＦＣ－１２２５ｙｅ、ＨＦＣ－１３４ａ、およびジメチルエーテル；
　ＨＦＣ－１２２５ｙｅ、ＨＦＣ－１３４、およびＨＦＣ－３２；
　ＨＦＣ－１２２５ｙｅ、ＨＦＣ－１２３４ｙｆおよびＨＦＣ－１３４ａ；
　ＨＦＣ－１２２５ｙｅ、ＨＦＣ－１２３４ｙｆおよびＨＦＣ－３２；
　ＨＦＣ－１２２５ｙｅ、ＨＦＣ－１２３４ｙｆおよびＨＦＣ－１５２ａ；
　ＨＦＣ－１２２５ｙｅ、ＨＦＣ－１２３４ｙｆおよびＨＦＣ－１２５；
　ＨＦＣ－１２２５ｙｅ、ＨＦＣ－１２３４ｙｆおよびＣＦ3Ｉ；
　ＨＦＣ－１２２５ｙｅ、ＨＦＣ－３２およびＨＦＣ－１２５；
　ＨＦＣ－１２２５ｙｅ、ＨＦＣ－１２５およびｎ－ブタン；
　ＨＦＣ－１２２５ｙｅ、ＨＦＣ－１２５およびイソブタン；
　ＨＦＣ－１２２５ｙｅ、トランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅおよびＨＦＣ－１３４；
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　ＨＦＣ－１２２５ｙｅ、トランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅおよびＨＦＣ－２２７ｅａ；
　ＨＦＣ－１２２５ｙｅ、トランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅおよびプロパン；
　ＨＦＣ－１２２５ｙｅ、トランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅおよびｎ－ブタン；
　ＨＦＣ－１２２５ｙｅ、トランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅおよびジメチルエーテル；
　ＨＦＣ－１２２５ｙｅ、トランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅおよびＣＦ3ＳＣＦ3；
　ＨＦＣ－１２２５ｙｅ、ＨＦＣ－１２４３ｚｆおよびＨＦＣ－１３４；
　ＨＦＣ－１２２５ｙｅ、ＨＦＣ－１２４３ｚｆおよびｎ－ブタン；
　ＨＦＣ－１２２５ｙｅ、ＨＦＣ－１２４３ｚｆおよびイソブタン；
　ＨＦＣ－１２２５ｙｅ、ＨＦＣ－１２４３ｚｆおよびジメチルエーテル；
　ＨＦＣ－１２２５ｙｅ、ＨＦＣ－１２４３ｚｆおよびＣＦ3Ｉ；
　ＨＦＣ－１２２５ｙｅ、ＨＦＣ－１３４およびＨＦＣ－１５２ａ；
　ＨＦＣ－１２２５ｙｅ、ＨＦＣ－１３４およびＨＦＣ－２２７ｅａ；
　ＨＦＣ－１２２５ｙｅ、ＨＦＣ－１３４およびｎ－ブタン；
　ＨＦＣ－１２２５ｙｅ、ＨＦＣ－１３４およびイソブタン；
　ＨＦＣ－１２２５ｙｅ、ＨＦＣ－１３４およびジメチルエーテル；
　ＨＦＣ－１２２５ｙｅ、ＨＦＣ－２２７ｅａおよびジメチルエーテル；
　ＨＦＣ－１２２５ｙｅ、ｎ－ブタンおよびジメチルエーテル；
　ＨＦＣ－１２２５ｙｅ、ｎ－ブタンおよびＣＦ3ＳＣＦ3；
　ＨＦＣ－１２２５ｙｅ、イソブタンおよびジメチルエーテル；
　ＨＦＣ－１２２５ｙｅ、イソブタンおよびＣＦ3Ｉ；
　ＨＦＣ－１２２５ｙｅ、ＨＦＣ－３２およびＣＦ3Ｉ；
　ＨＦＣ－１２２５ｙｅ、ＨＦＣ－１２３４ｙｆ、ＨＦＣ－３２およびＨＦＣ－１２５；
　ＨＦＣ－１２２５ｙｅ、ＨＦＣ－１２３４ｙｆ、ＨＦＣ－３２、ＨＦＣ－１２５および
ＣＦ3Ｉ；
　ＨＦＣ－１２２５ｙｅ、ＨＦＣ－３２、ＨＦＣ－１２５およびＨＦＣ－１５２ａ；
　ＨＦＣ－１２２５ｙｅ、ＨＦＣ－３２、ＨＦＣ－１２５およびイソブタン；
　ＨＦＣ－１２２５ｙｅ、ＨＦＣ－３２、ＨＦＣ－１２５およびプロパン；
　ＨＦＣ－１２２５ｙｅ、ＨＦＣ－３２、ＨＦＣ－１２５およびジメチルエーテル；
　ＨＦＣ－１２２５ｙｅ、ＨＦＣ－３２、ＣＦ3Ｉおよびジメチルエーテル；
　ＨＦＣ－１２２５ｙｅ、ＨＦＣ－３２、ＨＦＣ－１２５およびＣＦ3Ｉ；ならびに
　ＨＦＣ－１２２５ｙｅ、ＨＦＣ－１２３４ｙｆ、ＨＦＣ－３２およびＨＦＣ－１３４ａ
からなる群から選択されることを特徴とする前記１．に記載の組成物。
７．前記１．に記載の組成物であって、
　約１重量パーセント～約９９重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅおよび約９９重量
パーセント～約１重量パーセントのＨＦＣ－３２；
　約１重量パーセント～約９９重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅおよび約９９重量
パーセント～約１重量パーセントのＨＦＣ－１３４ａ；
　約０．１重量パーセント～約９９．９重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅおよび約
９９．９重量パーセント～約０．１重量パーセントのＣＯ2；
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約１重量パーセ
ント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１５２ａ、および約１～約９８重量パーセントの
ＨＦＣ－３２；
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約１重量パーセ
ント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１５２ａ、および約０．１～約９８重量パーセン
トのＣＯ2；
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約１重量パーセ
ント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１５２ａ、および約１～約９８重量パーセントの
プロパン；
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約１重量パーセ
ント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１５２ａ、および約１～約９８重量パーセントの
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イソブタン；
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約１重量パーセ
ント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１５２ａ、および約１～約９８重量パーセントの
ジメチルエーテル；
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約１重量パーセ
ント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１３４ａ、および約１～約９８重量パーセントの
ＨＦＣ－１５２ａ；
　約１重量パーセント～約９７重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約１重量パーセ
ント～約９７重量パーセントのＨＦＣ－１３４ａ、約１重量パーセント～約９７重量パー
セントのＨＦＣ－１５２ａ、および約０．１重量パーセント～約９７重量パーセントのＨ
ＦＣ－３２；
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約１重量パーセ
ント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１３４ａ、および約１重量パーセント～約９８重
量パーセントのＨＦＣ－３２；
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約１重量パーセ
ント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１３４ａ、および約１重量パーセント～約９８重
量パーセントのＨＦＣ－１６１；
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約１重量パーセ
ント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１３４ａ、および約０．１重量パーセント～約９
８重量パーセントのＣＯ2；
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約１重量パーセ
ント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１３４ａ、および約１重量パーセント～約９８重
量パーセントのプロパン；
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約１重量パーセ
ント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１３４ａ、および約１重量パーセント～約９８重
量パーセントのイソブタン；
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約１重量パーセ
ント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１３４ａ、および約１重量パーセント～約９８重
量パーセントのジメチルエーテル；
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約１重量パーセ
ント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１３４、および約１重量パーセント～約９８重量
パーセントのＨＦＣ－３２；
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約１重量パーセ
ント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆ、および約０．１重量パーセント～
約９８重量パーセントのＨＦＣ－１３４ａ；
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約１重量パーセ
ント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆ、および約０．１重量パーセント～
約９８重量パーセントのＨＦＣ－３２；
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約１重量パーセ
ント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆ、および約０．１重量パーセント～
約９８重量パーセントのＨＦＣ－１５２ａ；
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約１重量パーセ
ント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆ、および約０．１重量パーセント～
約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２５；
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約１重量パーセ
ント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆ、および約０．１重量パーセント～
約９８重量パーセントのＣＦ3Ｉ；
　約０．１重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－３２、約０．１重量パーセ
ント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２５、および約０．１重量パーセント～約９８
重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ；
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　約０．１重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２５、約０．１重量パー
セント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、および約０．１重量パーセント
～約９８重量パーセントのｎ－ブタン；
　約０．１重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２５、約０．１重量パー
セント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、および約０．１重量パーセント
～約９８重量パーセントのイソブタン；
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約１重量パーセ
ント～約９８重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅおよび約１重量パーセン
ト～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１３４；
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約１重量パーセ
ント～約９８重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅおよび約１重量パーセン
ト～約９８重量パーセントのＨＦＣ－２２７ｅａ；
　約１重量パーセント～約６０重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約１重量パーセ
ント～約６０重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅおよび約３９重量パーセ
ント～約９８重量パーセントのプロパン；
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約１重量パーセ
ント～約９８重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅおよび約１重量パーセン
ト～約３０重量パーセントのｎ－ブタン；
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約１重量パーセ
ント～約９８重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅおよび約１重量パーセン
ト～約９８重量パーセントのジメチルエーテル；
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約１重量パーセ
ント～約９８重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅおよび約１重量パーセン
ト～約９８重量パーセントのＣＦ3ＳＣＦ3；
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約１重量パーセ
ント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２４３ｚｆおよび約１重量パーセント～約９８
重量パーセントのＨＦＣ－１３４；
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約１重量パーセ
ント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２４３ｚｆおよび約１重量パーセント～約３０
重量パーセントのｎ－ブタン；
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約１重量パーセ
ント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２４３ｚｆおよび約１重量パーセント～約４０
重量パーセントのイソブタン；
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約１重量パーセ
ント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２４３ｚｆおよび約１重量パーセント～約９８
重量パーセントのジメチルエーテル；
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約１重量パーセ
ント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２４３ｚｆおよび約１重量パーセント～約９８
重量パーセントのＣＦ3Ｉ；
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約１重量パーセ
ント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１３４および約１重量パーセント～約９８重量パ
ーセントのＨＦＣ－１５２ａ；
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約１重量パーセ
ント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１３４および約１重量パーセント～約９８重量パ
ーセントのＨＦＣ－２２７ｅａ；
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約１重量パーセ
ント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１３４および約１重量パーセント～約４０重量パ
ーセントのｎ－ブタン；
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約１重量パーセ
ント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１３４および約１重量パーセント～約４０重量パ
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ーセントのイソブタン；
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約１重量パーセ
ント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１３４および約１重量パーセント～約４０重量パ
ーセントのジメチルエーテル、；
　約４０重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約１重量パー
セント～約５９重量パーセントのＨＦＣ－２２７ｅａおよび約１重量パーセント～約３０
重量パーセントのジメチルエーテル；
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約１重量パーセ
ント～約３０重量パーセントのｎ－ブタンおよび約１重量パーセント～約９８重量パーセ
ントのジメチルエーテル；
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約１重量パーセ
ント～約２０重量パーセントのｎ－ブタンおよび約１重量パーセント～約９８重量パーセ
ントのＣＦ3ＳＣＦ3；
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約１重量パーセ
ント～約６０重量パーセントのイソブタンおよび約１重量パーセント～約９８重量パーセ
ントのジメチルエーテル；
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約１重量パーセ
ント～約４０重量パーセントのイソブタンおよび約１重量パーセント～約９８重量パーセ
ントのＣＦ3Ｉ；
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約１重量パーセ
ント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－３２および約１重量パーセント～約９８重量パー
セントのＣＦ3Ｉ；
　約１重量パーセント～約９７重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約１重量パーセ
ント～約９７重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆおよび約１重量パーセント～約９７
重量パーセントのＨＦＣ－３２および約１重量パーセント～約９７重量パーセントのＨＦ
Ｃ－１２５；
　約１重量パーセント～約９７重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約１重量パーセ
ント～約９７重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆおよび約１重量パーセント～約９７
重量パーセントのＨＦＣ－３２および約１重量パーセント～約９７重量パーセントのＨＦ
Ｃ－１３４ａ；
　約１重量パーセント～約９６重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約１重量パーセ
ント～約９６重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆおよび約１重量パーセント～約９６
重量パーセントのＨＦＣ－３２および約１重量パーセント～約９６重量パーセントのＨＦ
Ｃ－１２５および約１重量パーセント～約９７重量パーセントのＣＦ3Ｉ；
　約１重量パーセント～約９７重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約１重量パーセ
ント～約９７重量パーセントのＨＦＣ－３２および約１重量パーセント～約９７重量パー
セントのＨＦＣ－１２５および約１重量パーセント～約９７重量パーセントのＨＦＣ－１
５２ａ；
　約１重量パーセント～約９７重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約１重量パーセ
ント～約９７重量パーセントのＨＦＣ－３２および約１重量パーセント～約９７重量パー
セントのＨＦＣ－１２５および約１重量パーセント～約５０重量パーセントのイソブタン
；
　約１重量パーセント～約９７重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約１重量パーセ
ント～約９７重量パーセントのＨＦＣ－３２および約１重量パーセント～約９７重量パー
セントのＨＦＣ－１２５および約１重量パーセント～約５０重量パーセントのプロパン；
　約１重量パーセント～約９７重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約１重量パーセ
ント～約９７重量パーセントのＨＦＣ－３２および約１重量パーセント～約９７重量パー
セントのＨＦＣ－１２５および約１重量パーセント～約５０重量パーセントのＤＭＥ；
　約１重量パーセント～約９７重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約１重量パーセ
ント～約９７重量パーセントのＨＦＣ－３２および約１重量パーセント～約９７重量パー
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セントのＨＦＣ－１２５および約１重量パーセント～約９７重量パーセントのＣＦ3Ｉ；
ならびに
　約１重量パーセント～約９７重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約１重量パーセ
ント～約９７重量パーセントのＨＦＣ－３２および約１重量パーセント～約９７重量パー
セントのＣＦ3Ｉおよび約１重量パーセント～約５０重量パーセントのＤＭＥ
からなる群から選択されることを特徴とする前記１．に記載の組成物。
８．前記１．に記載の組成物であって、
　約５０重量パーセント～約９９重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅおよび約５０重
量パーセント～約１重量パーセントのＨＦＣ－３２；
　約４０重量パーセント～約９９重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅおよび約６０重
量パーセント～約１重量パーセントのＨＦＣ－１３４ａ；
　約７０重量パーセント～約９９．７重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅおよび約３
０重量パーセント～約０．３重量パーセントのＣＯ2；
　約５１重量パーセント～約９９重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅおよび約４９重
量パーセント～約１重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆ；
　約５０重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約１重量パー
セント～約４０重量パーセントのＨＦＣ－１５２ａ、および約１～約４０重量パーセント
のＨＦＣ－３２；
　約５０重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約１重量パー
セント～約４０重量パーセントのＨＦＣ－１５２ａ、および約０．３～約３０重量パーセ
ントのＨＦＣ－ＣＯ2；
　約５０重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約１重量パー
セント～約４０重量パーセントのＨＦＣ－１５２ａ、および約１～約２０重量パーセント
のプロパン；
　約５０重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約１重量パー
セント～約４０重量パーセントのＨＦＣ－１５２ａ、および約１重量パーセント～約２０
重量パーセントのイソブタン；
　約５０重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約１重量パー
セント～約４０重量パーセントのＨＦＣ－１５２ａ、および約１重量パーセント～約２０
重量パーセントのジメチルエーテル；
　約４０重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約１重量パー
セント～約５０重量パーセントのＨＦＣ－１３４ａ、および約１重量パーセント～約４０
重量パーセントのＨＦＣ－１５２ａ；
　約２０重量パーセント～約９７重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約１重量パー
セント～約８０重量パーセントのＨＦＣ－１３４ａ、約１重量パーセント～約５０重量パ
ーセントのＨＦＣ－１５２ａ、および約０．１重量パーセント～約５０重量パーセントの
ＨＦＣ－３２；
　約２０重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約１重量パー
セント～約５０重量パーセントのＨＦＣ－１３４ａ、および約１重量パーセント～約４０
重量パーセントのＨＦＣ－３２；
　約４０重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約１重量パー
セント～約５０重量パーセントのＨＦＣ－１３４ａ、および約１重量パーセント～約２０
重量パーセントのＨＦＣ－１６１；
　約４０重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約１重量パー
セント～約５０重量パーセントのＨＦＣ－１３４ａ、および約０．３重量パーセント～約
３０重量パーセントのＣＯ2；
　約４０重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約１重量パー
セント～約５０重量パーセントのＨＦＣ－１３４ａ、および約１重量パーセント～約２０
重量パーセントのプロパン；
　約４０重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約１重量パー
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セント～約５０重量パーセントのＨＦＣ－１３４ａ、および約１重量パーセント～約２０
重量パーセントのイソブタン；
　約４０重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約１重量パー
セント～約５０重量パーセントのＨＦＣ－１３４ａ、および約１重量パーセント～約２０
重量パーセントのジメチルエーテル；
　約４０重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約１重量パー
セント～約５０重量パーセントのＨＦＣ－１３４、および約１重量パーセント～約４０重
量パーセントのＨＦＣ－３２；
　約１０重量パーセント～約９０重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約１０重量パ
ーセント～約９０重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆ、および約０．１重量パーセン
ト～約５０重量パーセントのＨＦＣ－１３４ａ；
　約１０重量パーセント～約９０重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約１１重量パ
ーセント～約９０重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆ、および約０．１重量パーセン
ト～約５０重量パーセントのＨＦＣ－３２；
　約１０重量パーセント～約９０重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約１０重量パ
ーセント～約９０重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆ、および約０．１重量パーセン
ト～約５０重量パーセントのＨＦＣ－１５２ａ；
　約１０重量パーセント～約９０重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約１０重量パ
ーセント～約９０重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆ、および約０．１重量パーセン
ト～約５０重量パーセントのＨＦＣ－１２５；
　約９重量パーセント～約９０重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約９重量パーセ
ント～約９０重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆ、および約１重量パーセント～約６
０重量パーセントのＣＦ3Ｉ；
　約５重量パーセント～約７０重量パーセントのＨＦＣ－３２、約５重量パーセント～約
７０重量パーセントのＨＦＣ－１２５、および約５重量パーセント～約７０重量パーセン
トのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、；
　約５重量パーセント～約７０重量パーセントのＨＦＣ－１２５、約５重量パーセント～
約７０重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、および約１重量パーセント～約２０重量
パーセントのｎ－ブタン；
　約５重量パーセント～約７０重量パーセントのＨＦＣ－１２５、約５重量パーセント～
約７０重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、および約１重量パーセント～約２０重量
パーセントのイソブタン；
　約１０重量パーセント～約８０重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約１０重量パ
ーセント～約８０重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅおよび約１０重量パ
ーセント～約８０重量パーセントのＨＦＣ－１３４；
　約１０重量パーセント～約８０重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約１０重量パ
ーセント～約８０重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅおよび約１０重量パ
ーセント～約８０重量パーセントのＨＦＣ－２２７ｅａ；
　約１０重量パーセント～約６０重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約１０重量パ
ーセント～約６０重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅおよび約３９重量パ
ーセント～約８０重量パーセントのプロパン；
　約１０重量パーセント～約８０重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約１０重量パ
ーセント～約８０重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅおよび約１重量パー
セント～約２０重量パーセントのｎ－ブタン；
　約１０重量パーセント～約８０重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約１０重量パ
ーセント～約８０重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅおよび約１重量パー
セント～約３０重量パーセントのジメチルエーテル；
　約１０重量パーセント～約８０重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約１０重量パ
ーセント～約８０重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅおよび約１０重量パ
ーセント～約８０重量パーセントのＣＦ3ＳＣＦ3；
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　約１０重量パーセント～約８０重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約１０重量パ
ーセント～約８０重量パーセントのＨＦＣ－１２４３ｚｆおよび約１０重量パーセント～
約８０重量パーセントのＨＦＣ－１３４；
　約１０重量パーセント～約８０重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約１０重量パ
ーセント～約８０重量パーセントのＨＦＣ－１２４３ｚｆおよび約１重量パーセント～約
２０重量パーセントのｎ－ブタン；
　約１０重量パーセント～約８０重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約１０重量パ
ーセント～約８０重量パーセントのＨＦＣ－１２４３ｚｆおよび約１重量パーセント～約
３０重量パーセントのイソブタン；
　約１０重量パーセント～約８０重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約１０重量パ
ーセント～約８０重量パーセントのＨＦＣ－１２４３ｚｆおよび約１重量パーセント～約
３０重量パーセントのジメチルエーテル；
　約１０重量パーセント～約８０重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約１０重量パ
ーセント～約８０重量パーセントのＨＦＣ－１２４３ｚｆおよび約１０重量パーセント～
約８０重量パーセントのＣＦ3Ｉ；
　約１０重量パーセント～約８０重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約１０重量パ
ーセント～約８０重量パーセントのＨＦＣ－１３４および約１重量パーセント～約５０重
量パーセントのＨＦＣ－１５２ａ；
　約１０重量パーセント～約８０重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約１０重量パ
ーセント～約８０重量パーセントのＨＦＣ－１３４および約１０重量パーセント～約８０
重量パーセントのＨＦＣ－２２７ｅａ；
　約１０重量パーセント～約８０重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約１０重量パ
ーセント～約８０重量パーセントのＨＦＣ－１３４および約１重量パーセント～約３０重
量パーセントのｎ－ブタン；
　約１０重量パーセント～約８０重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約１０重量パ
ーセント～約８０重量パーセントのＨＦＣ－１３４および約１重量パーセント～約３０重
量パーセントのイソブタン；
　約１０重量パーセント～約８０重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約１０重量パ
ーセント～約８０重量パーセントのＨＦＣ－１３４および約１重量パーセント～約３０重
量パーセントのジメチルエーテル；
　約５０重量パーセント～約８０重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約１重量パー
セント～約４９重量パーセントのＨＦＣ－２２７ｅａおよび約１重量パーセント～約２０
重量パーセントのジメチルエーテル；
　約６０重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約１重量パー
セント～約２０重量パーセントのｎ－ブタンおよび約１重量パーセント～約２０重量パー
セントのジメチルエーテル；
　約１０重量パーセント～約８０重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約１重量パー
セント～約１０重量パーセントのｎ－ブタンおよび約１０重量パーセント～約８０重量パ
ーセントのＣＦ3ＳＣＦ3；
　約４０重量パーセント～約９０重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約１重量パー
セント～約３０重量パーセントのイソブタンおよび約１重量パーセント～約３０重量パー
セントのジメチルエーテル；
　約１０重量パーセント～約８０重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約１重量パー
セント～約３０重量パーセントのイソブタンおよび約１０重量パーセント～約８０重量パ
ーセントのＣＦ3Ｉ；
　約５重量パーセント～約８０重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約１重量パーセ
ント～約７０重量パーセントのＨＦＣ－３２および約１重量パーセント～約８０重量パー
セントのＣＦ3Ｉ；
　約１重量パーセント～約８０重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約１重量パーセ
ント～約７０重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆおよび約５重量パーセント～約７０
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重量パーセントのＨＦＣ－３２および約５重量パーセント～約７０重量パーセントのＨＦ
Ｃ－１２５；
　約５重量パーセント～約８０重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約５重量パーセ
ント～約７０重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆおよび約５重量パーセント～約７０
重量パーセントのＨＦＣ－３２および約５重量パーセント～約７０重量パーセントのＨＦ
Ｃ－１３４ａ；
　約１重量パーセント～約７０重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約１重量パーセ
ント～約６０重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆおよび約１重量パーセント～約７０
重量パーセントのＨＦＣ－３２および約１重量パーセント～約６０重量パーセントのＨＦ
Ｃ－１２５および約１重量パーセント～約６０重量パーセントのＣＦ3Ｉ；
　約１０重量パーセント～約８０重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約５重量パー
セント～約７０重量パーセントのＨＦＣ－３２および約５重量パーセント～約７０重量パ
ーセントのＨＦＣ－１２５および約５重量パーセント～約７０重量パーセントのＨＦＣ－
１５２ａ；
　約５重量パーセント～約７０重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約５重量パーセ
ント～約７０重量パーセントのＨＦＣ－３２および約５重量パーセント～約７０重量パー
セントのＨＦＣ－１２５および約１重量パーセント～約３０重量パーセントのイソブタン
；
　約５重量パーセント～約７０重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約５重量パーセ
ント～約７０重量パーセントのＨＦＣ－３２および約５重量パーセント～約７０重量パー
セントのＨＦＣ－１２５および約１重量パーセント～約３０重量パーセントのプロパン；
　約５重量パーセント～約７０重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約５重量パーセ
ント～約７０重量パーセントのＨＦＣ－３２および約５重量パーセント～約７０重量パー
セントのＨＦＣ－１２５および約１重量パーセント～約３０重量パーセントのＤＭＥ；
　約１０重量パーセント～約８０重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約５重量パー
セント～約７０重量パーセントのＨＦＣ－３２および約５重量パーセント～約７０重量パ
ーセントのＨＦＣ－１２５および約１重量パーセント～約８０重量パーセントのＣＦ3Ｉ
；ならびに
　約５重量パーセント～約７０重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約５重量パーセ
ント～約７０重量パーセントのＨＦＣ－３２および約５重量パーセント～約７０重量パー
セントのＣＦ3Ｉおよび約１重量パーセント～約３０重量パーセントのＤＭＥ
からなる群から選択されることを特徴とする前記１．に記載の組成物。
９．前記１．に記載の組成物であって、
　約９５重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅおよび約５重量パーセントのＨＦＣ－３
２；
　約９７重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅおよび約３重量パーセントのＨＦＣ－３
２；
　約９０重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅおよび約１０重量パーセントのＨＦＣ－
１３４ａ；
　約９９重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅおよび約１重量パーセントのＣＯ2；
　約７５重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅおよび約２５重量パーセントのＨＦＣ－
１２３４ｙｆ；
　約６０重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅおよび約４０重量パーセントのＨＦＣ－
１２３４ｙｆ；
　約８５重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約１０重量パーセントのＨＦＣ－１５
２ａ、および約５重量パーセントのＨＦＣ－３２；
　約８１重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約１５重量パーセントのＨＦＣ－１５
２ａ、および約４重量パーセントのＨＦＣ－３２；
　約８２重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約１５重量パーセントのＨＦＣ－１５
２ａ、および約３重量パーセントのＨＦＣ－３２；
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　約８４重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約１５重量パーセントのＨＦＣ－１５
２ａ、および約１重量パーセントのＣＯ2；
　約８４重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約１５．５重量パーセントのＨＦＣ－
１５２ａ、および約０．５重量パーセントのＣＯ2；
　約８５重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約１３重量パーセントのＨＦＣ－１５
２ａ、および約２重量パーセントのプロパン；
　約８５重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約１３重量パーセントのＨＦＣ－１５
２ａ、および約２重量パーセントのイソブタン；
　約８５重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約１３重量パーセントのＨＦＣ－１５
２ａ、および約２重量パーセントのジメチルエーテル；
　約７６重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約９重量パーセントのＨＦＣ－１３４
ａ、および約１５重量パーセントのＨＦＣ－１５２ａ；
　約７４重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約８重量パーセントのＨＦＣ－１３４
ａ、１７重量パーセントのＨＦＣ－１５２ａ、および約１重量パーセントのＨＦＣ－３２
；
　約８８重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約９重量パーセントのＨＦＣ－１３４
ａ、および約３重量パーセントのＨＦＣ－３２；
　約８６重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約１０重量パーセントのＨＦＣ－１３
４ａ、および約４重量パーセントのＨＦＣ－１６１；
　約８８．５重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約１１重量パーセントのＨＦＣ－
１３４ａ、および約０．５重量パーセントのＣＯ2；
　約８７重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約１０重量パーセントのＨＦＣ－１３
４ａ、および約３重量パーセントのプロパン；
　約８７重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約１０重量パーセントのＨＦＣ－１３
４ａ、および約３重量パーセントのイソブタン；
　約８７重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約１０重量パーセントのＨＦＣ－１３
４ａ、および約３重量パーセントのジメチルエーテル；
　約８８重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約９重量パーセントのＨＦＣ－１３４
、および約３重量パーセントのＨＦＣ－３２；
　約７０重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約２０重量パーセントのＨＦＣ－１２
３４ｙｆ、および約１０重量パーセントのＨＦＣ－１３４ａ；
　約２０重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約７０重量パーセントのＨＦＣ－１２
３４ｙｆ、および約１０重量パーセントのＨＦＣ－１３４ａ；
　約２５重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約７３重量パーセントのＨＦＣ－１２
３４ｙｆ、および約２重量パーセントのＨＦＣ－３２；
　約７５重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約２３重量パーセントのＨＦＣ－１２
３４ｙｆ、および約２重量パーセントのＨＦＣ－３２；
　約７０重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約２５重量パーセントのＨＦＣ－１２
３４ｙｆ、および約５重量パーセントのＨＦＣ－１５２ａ；
　約２５重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約７０重量パーセントのＨＦＣ－１２
３４ｙｆ、および約５重量パーセントのＨＦＣ－１５２ａ；
　約２５重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約７１重量パーセントのＨＦＣ－１２
３４ｙｆ、および約４重量パーセントのＨＦＣ－１２５；
　約７５重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約２１重量パーセントのＨＦＣ－１２
３４ｙｆ、および約４重量パーセントのＨＦＣ－１２５；
　約７５重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約２４重量パーセントのＨＦＣ－１２
３４ｙｆ、および約１重量パーセントのＨＦＣ－１２５；
　約４０重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約４０重量パーセントのＨＦＣ－１２
３４ｙｆ、および約２０重量パーセントのＣＦ3Ｉ；
　約４５重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約４５重量パーセントのＨＦＣ－１２
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３４ｙｆ、および約１０重量パーセントのＣＦ3Ｉ；
　約２５重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約７４重量パーセントのＨＦＣ－１２
３４ｙｆ、および約１重量パーセントのＨＦＣ－１２５；
　約３０重量パーセントのＨＦＣ－３２、約４０重量パーセントのＨＦＣ－１２５、およ
び約３０重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ；
　約２３重量パーセントのＨＦＣ－３２、約２５重量パーセントのＨＦＣ－１２５、およ
び約５２重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ；
　約６５重量パーセントのＨＦＣ－１２５、約３２重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙ
ｅ、および約３重量パーセントのｎ－ブタン；ならびに
　約８５．１重量パーセントのＨＦＣ－１２５、約１１．５重量パーセントのＨＦＣ－１
２２５ｙｅ、および約３．４重量パーセントのイソブタン
からなる群から選択されることを特徴とする前記１．に記載の組成物。
１０．前記２．に記載の組成物であって、
　シス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅおよびＨＦＣ－１２３４ｙｅ；
　シス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅおよびＨＦＣ－２３６ｅａ；
　シス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅおよびＨＦＣ－２３６ｆａ；
　シス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅおよびＨＦＣ－２４５ｆａ；
　シス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅおよびｎ－ブタン；
　シス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅおよびイソブタン；
　シス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅおよび２－メチルブタン；
　シス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅおよびｎ－ペンタン；
　トランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅおよびＨＦＣ－１３４ａ；
　トランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅおよびＨＦＣ－１５２ａ；
　トランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅおよびＨＦＣ－３２；
　トランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅ、ＨＦＣ－１２５およびｎ－ブタン；
　トランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅ、ＨＦＣ－３２およびＨＦＣ－１２５；
　トランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅ、ＨＦＣ－１２５およびイソブタン；
　トランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅ、ＨＦＣ－１２４３ｚｆおよびＨＦＣ－２２７ｅａ；
　トランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅ、ＨＦＣ－１２４３ｚｆおよびｎ－ブタン；
　トランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅ、ＨＦＣ－１２４３ｚｆおよびイソブタン；
　トランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅ、ＨＦＣ－１２４３ｚｆおよびジメチルエーテル；
　トランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅ、ＨＦＣ－１３４およびＨＦＣ－１５２ａ；
　トランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅ、ＨＦＣ－１３４およびＨＦＣ－２２７ｅａ；
　トランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅ、ＨＦＣ－１３４およびジメチルエーテル；
　トランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅ、ＨＦＣ－１３４ａおよびＨＦＣ－１５２ａ；
　トランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅ、ＨＦＣ－１５２ａおよびｎ－ブタン；
　トランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅ、ＨＦＣ－１５２ａおよびジメチルエーテル；
　トランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅ、ＨＦＣ－２２７ｅａおよびｎ－ブタン；
　トランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅ、ｎ－ブタンおよびジメチルエーテル；
　トランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅ、ｎ－ブタンおよびＣＦ3Ｉ；
　トランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅ、イソブタンおよびジメチルエーテル；
　トランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅ、イソブタンおよびＣＦ3Ｉ；ならびに
　トランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅ、イソブタンおよびＣＦ3ＳＣＦ3

からなる群から選択されることを特徴とする前記２．に記載の組成物。
１１．前記２．に記載の組成物であって、
　約１重量パーセント～約９９重量パーセントのシス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅおよび約９
９重量パーセント～約１重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｅ；
　約１重量パーセント～約９９重量パーセントのシス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅおよび約９
９重量パーセント～約１重量パーセントのＨＦＣ－２３６ｅａ；
　約１重量パーセント～約９９重量パーセントのシス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅおよび約９
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９重量パーセント～約１重量パーセントのＨＦＣ－２３６ｆａ；
　約１重量パーセント～約９９重量パーセントのシス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅおよび約９
９重量パーセント～約１重量パーセントのＨＦＣ－２４５ｆａ；
　約１重量パーセント～約８０重量パーセントのシス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅおよび約９
９重量パーセント～約２０重量パーセントのｎ－ブタン；
　約１重量パーセント～約６９重量パーセントのシス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅおよび約９
９重量パーセント～約３１重量パーセントのイソブタン；
　約６０重量パーセント～約９９重量パーセントのシス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅおよび約
４０重量パーセント～約１重量パーセントの２－メチルブタン；
　約６３重量パーセント～約９９重量パーセントのシス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅおよび約
３７重量パーセント～約１重量パーセントのｎ－ペンタン；
　約１重量パーセント～約９９重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅおよび
約９９重量パーセント～約１重量パーセントのＨＦＣ－１３４ａ；
　約１重量パーセント～約９９重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅおよび
約９９重量パーセント～約１重量パーセントのＨＦＣ－３２；
　約１重量パーセント～約９９重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅおよび
約９９重量パーセント～約１重量パーセントのＨＦＣ－１５２ａ；
　約０．１重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－３２、約０．１重量パーセ
ント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２５、および約０．１重量パーセント～約９８
重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅ；
　約０．１重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２５、約０．１重量パー
セント～約９８重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅ、および約０．１重量
パーセント～約９８重量パーセントのｎ－ブタン；
　約０．１重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２５、約０．１重量パー
セント～約９８重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅ、および約０．１重量
パーセント～約９８重量パーセントのイソブタン；
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅ、約１
重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２４３ｚｆおよび約１重量パーセン
ト～約９８重量パーセントのＨＦＣ－２２７ｅａ；
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅ、約１
重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２４３ｚｆおよび約１重量パーセン
ト～約３０重量パーセントのｎ－ブタン；
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅ、約１
重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２４３ｚｆおよび約１重量パーセン
ト～約４０重量パーセントのイソブタン；
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅ、約１
重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２４３ｚｆおよび約１重量パーセン
ト～約９８重量パーセントのジメチルエーテル；
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅ、約１
重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１３４および約１重量パーセント～約
９８重量パーセントのＨＦＣ－１５２ａ；
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅ、約１
重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１３４および約１重量パーセント～約
９８重量パーセントのＨＦＣ－２２７ｅａ；
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅ、約１
重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１３４および約１重量パーセント～約
４０重量パーセントのジメチルエーテル；
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅ、約１
重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１３４ａおよび約１重量パーセント～
約９８重量パーセントのＨＦＣ－１５２ａ；
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　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅ、約１
重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１５２ａおよび約１重量パーセント～
約５０重量パーセントのｎ－ブタン；
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅ、約１
重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１５２ａおよび約１重量パーセント～
約９８重量パーセントのジメチルエーテル；
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅ、約１
重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－２２７ｅａおよび約１重量パーセント
～約４０重量パーセントのｎ－ブタン；
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅ、約１
重量パーセント～約４０重量パーセントのｎ－ブタンおよび約１重量パーセント～約９８
重量パーセントのジメチルエーテル；
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅ、約１
重量パーセント～約３０重量パーセントのｎ－ブタンおよび約１重量パーセント～約９８
重量パーセントのＣＦ3Ｉ；
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅ、約１
重量パーセント～約６０重量パーセントのイソブタンおよび約１重量パーセント～約９８
重量パーセントのジメチルエーテル；
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅ、約１
重量パーセント～約４０重量パーセントのイソブタンおよび約１重量パーセント～約９８
重量パーセントのＣＦ3Ｉ；ならびに
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅ、約１
重量パーセント～約４０重量パーセントのイソブタンおよび約１重量パーセント～約９８
重量パーセントのＣＦ3ＳＣＦ3

からなる群から選択されることを特徴とする前記２．に記載の組成物。
１２．前記２．に記載の組成物であって、
　約３０重量パーセント～約９９重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅおよ
び約７０重量パーセント～約１重量パーセントのＨＦＣ－１３４ａ；、
　約４０重量パーセント～約９９重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅおよ
び約６０重量パーセント～約１重量パーセントのＨＦＣ－３２；、
　約４０重量パーセント～約９９重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅおよ
び約６０重量パーセント～約１重量パーセントのＨＦＣ－１５２ａ；
　約５重量パーセント～約７０重量パーセントのＨＦＣ－３２、約５重量パーセント～約
７０重量パーセントのＨＦＣ－１２５、および約５重量パーセント～約７０重量パーセン
トのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅ；
　約５重量パーセント～約７０重量パーセントのＨＦＣ－１２５、約５重量パーセント～
約７０重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅ、および約１重量パーセント～
約２０重量パーセントのｎ－ブタン；
　約５重量パーセント～約７０重量パーセントのＨＦＣ－１２５、約５重量パーセント～
約７０重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅ、および約１重量パーセント～
約２０重量パーセントのイソブタン；
　約１０重量パーセント～約８０重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅ、約
１０重量パーセント～約８０重量パーセントのＨＦＣ－１２４３ｚｆおよび約１０重量パ
ーセント～約８０重量パーセントのＨＦＣ－２２７ｅａ；
　約１０重量パーセント～約８０重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅ、約
１０重量パーセント～約８０重量パーセントのＨＦＣ－１２４３ｚｆおよび約１重量パー
セント～約２０重量パーセントのｎ－ブタン；
　約１０重量パーセント～約８０重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅ、約
１０重量パーセント～約８０重量パーセントのＨＦＣ－１２４３ｚｆおよび約１重量パー
セント～約３０重量パーセントのイソブタン；
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　約１０重量パーセント～約８０重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅ、約
１０重量パーセント～約８０重量パーセントのＨＦＣ－１２４３ｚｆおよび約１重量パー
セント～約４０重量パーセントのジメチルエーテル；
　約１０重量パーセント～約８０重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅ、約
１０重量パーセント～約８０重量パーセントのＨＦＣ－１３４および約１重量パーセント
～約５０重量パーセントのＨＦＣ－１５２ａ；
　約１０重量パーセント～約８０重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅ、約
１０重量パーセント～約８０重量パーセントのＨＦＣ－１３４および約１０重量パーセン
ト～約８０重量パーセントのＨＦＣ－２２７ｅａ；
　約１０重量パーセント～約８０重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅ、約
１０重量パーセント～約８０重量パーセントのＨＦＣ－１３４および約１重量パーセント
～約３０重量パーセントのジメチルエーテル；
　約１０重量パーセント～約８０重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅ、約
１０重量パーセント～約８０重量パーセントのＨＦＣ－１３４ａおよび約１重量パーセン
ト～約５０重量パーセントのＨＦＣ－１５２ａ；
　約１０重量パーセント～約８０重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅ、約
１０重量パーセント～約８０重量パーセントのＨＦＣ－１５２ａおよび約１重量パーセン
ト～約３０重量パーセントのｎ－ブタン；
　約２０重量パーセント～約９０重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅ、約
１重量パーセント～約５０重量パーセントのＨＦＣ－１５２ａおよび約１重量パーセント
～約３０重量パーセントのジメチルエーテル；
　約１０重量パーセント～約８０重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅ、約
１０重量パーセント～約８０重量パーセントのＨＦＣ－２２７ｅａおよび約１重量パーセ
ント～約３０重量パーセントのｎ－ブタン；
　約１０重量パーセント～約９０重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅ、約
１重量パーセント～約３０重量パーセントのｎ－ブタンおよび約１重量パーセント～約３
０重量パーセントのジメチルエーテル；
　約１０重量パーセント～約８０重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅ、約
１重量パーセント～約２０重量パーセントのｎ－ブタンおよび約１０重量パーセント～約
８０重量パーセントのＣＦ3Ｉ；
　約１０重量パーセント～約９０重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅ、約
１重量パーセント～約３０重量パーセントのイソブタンおよび約１重量パーセント～約３
０重量パーセントのジメチルエーテル；
　約１０重量パーセント～約８０重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅ、約
１重量パーセント～約２０重量パーセントのイソブタンおよび約１０重量パーセント～約
８０重量パーセントのＣＦ3Ｉ；ならびに
　約１０重量パーセント～約８０重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅ、約
１重量パーセント～約２０重量パーセントのイソブタンおよび約１０重量パーセント～約
８０重量パーセントのＣＦ3ＳＣＦ3

からなる群から選択されることを特徴とする前記２．に記載の組成物。
１３．前記２．に記載の組成物であって、
　約９０重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅおよび約１０重量パーセント
のＨＦＣ－１３４ａ；
　約９５重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅおよび約５重量パーセントの
ＨＦＣ－３２；
　約８０重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅおよび約２０重量パーセント
のＨＦＣ－１５２ａ；
　約３０重量パーセントのＨＦＣ－３２、約５０重量パーセントのＨＦＣ－１２５、およ
び約２０重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅ；
　約２３重量パーセントのＨＦＣ－３２、約２５重量パーセントのＨＦＣ－１２５、およ
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び約５２重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅ；
　約６６重量パーセントのＨＦＣ－１２５、約３２重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－
１２３４ｚｅ、および約２重量パーセントのｎ－ブタン；ならびに
　約８６．１重量パーセントのＨＦＣ－１２５、約１１．５重量パーセントのトランス－
ＨＦＣ－１２３４ｚｅ、および約２．４重量パーセントのイソブタン
からなる群から選択されることを特徴とする前記２．に記載の組成物。
１４．前記３．に記載の組成物であって、
　ＨＦＣ－１２３４ｙｆおよびＨＦＣ－１３４ａ；
　ＨＦＣ－１２３４ｙｆおよびＨＦＣ－１５２ａ；
　ＨＦＣ－１２３４ｙｆおよびＨＦＣ－３２；
　ＨＦＣ－１２３４ｙｆ、ＨＦＣ－１２５およびｎ－ブタン；
　ＨＦＣ－１２３４ｙｆ、ＨＦＣ－３２およびＨＦＣ－１２５；
　ＨＦＣ－１２３４ｙｆ、ＨＦＣ－１２５およびイソブタン；
　ＨＦＣ－１２３４ｙｆ、ＨＦＣ－３２およびＨＦＣ－１４３ａ；
　ＨＦＣ－１２３４ｙｆ、ＨＦＣ－３２およびイソブタン；
　ＨＦＣ－１２３４ｙｆ、ＨＦＣ－１２５およびＨＦＣ－１４３ａ；
　ＨＦＣ－１２３４ｙｆ、ＨＦＣ－１２５およびイソブタン；
　ＨＦＣ－１２３４ｙｆ、ＨＦＣ－１３４およびプロパン；
　ＨＦＣ－１２３４ｙｆ、ＨＦＣ－１３４およびジメチルエーテル；
　ＨＦＣ－１２３４ｙｆ、ＨＦＣ－１３４ａおよびプロパン；
　ＨＦＣ－１２３４ｙｆ、ＨＦＣ－１３４ａおよびｎ－ブタン；
　ＨＦＣ－１２３４ｙｆ、ＨＦＣ－１３４ａおよびイソブタン；
　ＨＦＣ－１２３４ｙｆ、ＨＦＣ－１３４ａおよびジメチルエーテル；
　ＨＦＣ－１２３４ｙｆ、ＨＦＣ－１４３ａおよびプロパン；
　ＨＦＣ－１２３４ｙｆ、ＨＦＣ－１４３ａおよびジメチルエーテル；
　ＨＦＣ－１２３４ｙｆ、ＨＦＣ－１５２ａおよびｎ－ブタン；
　ＨＦＣ－１２３４ｙｆ、ＨＦＣ－１５２ａおよびイソブタン；
　ＨＦＣ－１２３４ｙｆ、ＨＦＣ－１５２ａおよびジメチルエーテル；
　ＨＦＣ－１２３４ｙｆ、ＨＦＣ－２２７ｅａおよびプロパン；
　ＨＦＣ－１２３４ｙｆ、ＨＦＣ－２２７ｅａおよびｎ－ブタン；
　ＨＦＣ－１２３４ｙｆ、ＨＦＣ－２２７ｅａおよびイソブタン；
　ＨＦＣ－１２３４ｙｆ、ＨＦＣ－２２７ｅａおよびジメチルエーテル；
　ＨＦＣ－１２３４ｙｆ、ｎ－ブタンおよびジメチルエーテル；
　ＨＦＣ－１２３４ｙｆ、イソブタンおよびジメチルエーテル；
　ＨＦＣ－１２３４ｙｆ、ジメチルエーテルおよびＣＦ3Ｉ；
　ＨＦＣ－１２３４ｙｆ、ジメチルエーテルおよびＣＦ3ＳＣＦ3；
　ＨＦＣ－１２３４ｙｆ、ＨＦＣ－３２およびＣＦ3Ｉ；
　ＨＦＣ－１２３４ｙｆ、ＨＦＣ－３２およびＨＦＣ－１２５；
　ＨＦＣ－１２３４ｙｆ、ＨＦＣ－３２、ＨＦＣ－１２５およびＣＦ3Ｉ；ならびに
　ＨＦＣ－１２３４ｙｆ、ＨＦＣ－３２、ＨＦＣ－１３４ａおよびＣＦ3Ｉ
からなる群から選択されることを特徴とする前記３．に記載の組成物。
１５．前記３．に記載の組成物であって、
　約１重量パーセント～約９９重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆおよび約９９重量
パーセント～約１重量パーセントのＨＦＣ－１３４ａ；
　約１重量パーセント～約９９重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆおよび約９９重量
パーセント～約１重量パーセントのＨＦＣ－３２；
　約１重量パーセント～約９９重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆおよび約９９重量
パーセント～約１重量パーセントのＨＦＣ－１５２ａ；
　約０．１重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－３２、約０．１重量パーセ
ント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２５、および約０．１重量パーセント～約９８
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重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆ；
　約０．１重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２５、約０．１重量パー
セント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆ、および約０．１重量パーセント
～約９８重量パーセントのｎ－ブタン；
　約０．１重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２５、約０．１重量パー
セント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆ、および約０．１重量パーセント
～約９８重量パーセントのイソブタン；
　約１重量パーセント～約５０重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆ、約１重量パーセ
ント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－３２および約１重量パーセント～約９８重量パー
セントのＨＦＣ－１４３ａ；
　約１重量パーセント～約４０重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆ、約５９重量パー
セント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－３２および約１重量パーセント～約３０重量パ
ーセントのイソブタン；
　約１重量パーセント～約６０重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆ、約１重量パーセ
ント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２５および約１重量パーセント～約９８重量パ
ーセントのＨＦＣ－１４３ａ；
　約１重量パーセント～約４０重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆ、約５９重量パー
セント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２５および約１重量パーセント～約２０重量
パーセントのイソブタン；
　約１重量パーセント～約８０重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆ、約１重量パーセ
ント～約７０重量パーセントのＨＦＣ－１３４および約１９重量パーセント～約９０重量
パーセントのプロパン；
　約１重量パーセント～約７０重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆ、約１重量パーセ
ント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１３４および約２９重量パーセント～約９８重量
パーセントのジメチルエーテル；
　約１重量パーセント～約８０重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆ、約１重量パーセ
ント～約８０重量パーセントのＨＦＣ－１３４ａおよび約１９重量パーセント～約９８重
量パーセントのプロパン；
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆ、約１重量パーセ
ント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１３４ａおよび約１重量パーセント～約３０重量
パーセントのｎ－ブタン；
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆ、約１重量パーセ
ント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１３４ａおよび約１重量パーセント～約３０重量
パーセントのイソブタン；
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆ、約１重量パーセ
ント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１３４ａおよび約１重量パーセント～約４０重量
パーセントのジメチルエーテル；
　約１重量パーセント～約８０重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆ、約１重量パーセ
ント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１４３ａおよび約１重量パーセント～約９８重量
パーセントのプロパン；
　約１重量パーセント～約４０重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆ、約５９重量パー
セント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１４３ａおよび約１重量パーセント～約２０重
量パーセントのジメチルエーテル；
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆ、約１重量パーセ
ント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１５２ａおよび約１重量パーセント～約３０重量
パーセントのｎ－ブタン；
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆ、約１重量パーセ
ント～約９０重量パーセントのＨＦＣ－１５２ａおよび約１重量パーセント～約４０重量
パーセントのイソブタン；
　約１重量パーセント～約７０重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆ、約１重量パーセ
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ント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１５２ａおよび約１重量パーセント～約９８重量
パーセントのジメチルエーテル；
　約１重量パーセント～約８０重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆ、約１重量パーセ
ント～約７０重量パーセントのＨＦＣ－２２７ｅａおよび約２９重量パーセント～約９８
重量パーセントのプロパン；
　約４０重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆ、約１重量パー
セント～約５９重量パーセントのＨＦＣ－２２７ｅａおよび約１重量パーセント～約２０
重量パーセントのｎ－ブタン；
　約３０重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆ、約１重量パー
セント～約６９重量パーセントのＨＦＣ－２２７ｅａおよび約１重量パーセント～約３０
重量パーセントのイソブタン；
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆ、約１重量パーセ
ント～約８０重量パーセントのＨＦＣ－２２７ｅａおよび約１重量パーセント～約９８重
量パーセントのジメチルエーテル；
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆ、約１重量パーセ
ント～約４０重量パーセントのｎ－ブタンおよび約１重量パーセント～約９８重量パーセ
ントのジメチルエーテル；
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆ、約１重量パーセ
ント～約５０重量パーセントのイソブタンおよび約１重量パーセント～約９８重量パーセ
ントのジメチルエーテル；
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆ、約１重量パーセ
ント～約９８重量パーセントのジメチルエーテルおよび約１重量パーセント～約９８重量
パーセントのＣＦ3Ｉ；
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆ、約１重量パーセ
ント～約４０重量パーセントのジメチルエーテルおよび約１重量パーセント～約９８重量
パーセントのＣＦ3ＳＣＦ3；
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆ、約１重量パーセ
ント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－３２および約１重量パーセント～約９８重量パー
セントのＨＦＣ－１２５；
　約１重量パーセント～約９７重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆ、約１重量パーセ
ント～約９７重量パーセントのＨＦＣ－３２および約１重量パーセント～約９７重量パー
セントのＨＦＣ－１２５および約１重量パーセント～約９７重量パーセントのＣＦ3Ｉ；
　約１重量パーセント～約９７重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆ、約１重量パーセ
ント～約９７重量パーセントのＨＦＣ－３２および約１重量パーセント～約９７重量パー
セントのＨＦＣ－１３４ａおよび約１重量パーセント～約９７重量パーセントのＣＦ3Ｉ
；ならびに
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆ、約１重量パーセ
ント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－３２および約１重量パーセント～約９８重量パー
セントのＣＦ3Ｉ
からなる群から選択されることを特徴とする前記３．に記載の組成物。
１６．前記３．に記載の組成物であって、
　約３０重量パーセント～約９９重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆおよび約７０重
量パーセント～約１重量パーセントのＨＦＣ－１３４ａ；
　約４０重量パーセント～約９９重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆおよび約６０重
量パーセント～約１重量パーセントのＨＦＣ－３２；
　約４０重量パーセント～約９９重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆおよび約６０重
量パーセント～約１重量パーセントのＨＦＣ－１５２ａ；
　約５重量パーセント～約７０重量パーセントのＨＦＣ－３２、約５重量パーセント～約
７０重量パーセントのＨＦＣ－１２５、および約５重量パーセント～約７０重量パーセン
トのＨＦＣ－１２３４ｙｆ；
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　約５重量パーセント～約７０重量パーセントのＨＦＣ－１２５、約５重量パーセント～
７０重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆ、および約１重量パーセント～約２０重量パ
ーセントのｎ－ブタン；
　約５重量パーセント～約７０重量パーセントのＨＦＣ－１２５、約５重量パーセント～
約７０重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆ、および約１重量パーセント～約２０重量
パーセントのイソブタン；
　約１５重量パーセント～約５０重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆ、約２０重量パ
ーセント～約８０重量パーセントのＨＦＣ－３２および約５重量パーセント～約６０重量
パーセントのＨＦＣ－１４３ａ；
　約１０重量パーセント～約４０重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆ、約５９重量パ
ーセント～約９０重量パーセントのＨＦＣ－３２および約１重量パーセント～約１０重量
パーセントのイソブタン；
　約１０重量パーセント～約６０重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆ、約２０重量パ
ーセント～約７０重量パーセントのＨＦＣ－１２５および約２０重量パーセント～約７０
重量パーセントのＨＦＣ－１４３ａ；
　約１０重量パーセント～約４０重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆ、約５９重量パ
ーセント～約９０重量パーセントのＨＦＣ－１２５および約１重量パーセント～約１０重
量パーセントのイソブタン；
　約２０重量パーセント～約８０重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆ、約１０重量パ
ーセント～約７０重量パーセントのＨＦＣ－１３４および約１９重量パーセント～約５０
重量パーセントのプロパン；
　約２０重量パーセント～約７０重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆ、約１０重量パ
ーセント～約７０重量パーセントのＨＦＣ－１３４および約２９重量パーセント～約５０
重量パーセントのジメチルエーテル；
　約１０重量パーセント～約８０重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆ、約１０重量パ
ーセント～約８０重量パーセントのＨＦＣ－１３４ａおよび約１９重量パーセント～約５
０重量パーセントのプロパン；
　約１０重量パーセント～約８０重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆ、約１０重量パ
ーセント～約８０重量パーセントのＨＦＣ－１３４ａおよび約１重量パーセント～約２０
重量パーセントのｎ－ブタン；、
　約１０重量パーセント～約８０重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆ、約１０重量パ
ーセント～約８０重量パーセントのＨＦＣ－１３４ａおよび約１重量パーセント～約２０
重量パーセントのイソブタン；
　約１０重量パーセント～約８０重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆ、約１０重量パ
ーセント～約８０重量パーセントのＨＦＣ－１３４ａおよび約１重量パーセント～約２０
重量パーセントのジメチルエーテル；
　約１０重量パーセント～約８０重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆ、約１０重量パ
ーセント～約８０重量パーセントのＨＦＣ－１４３ａおよび約１重量パーセント～約５０
重量パーセントのプロパン；
　約５重量パーセント～約４０重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆ、約５９重量パー
セント～約９０重量パーセントのＨＦＣ－１４３ａおよび約１重量パーセント～約１０重
量パーセントのジメチルエーテル；
　約１０重量パーセント～約８０重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆ、約１０重量パ
ーセント～約８０重量パーセントのＨＦＣ－１５２ａおよび約１重量パーセント～約２０
重量パーセントのｎ－ブタン；
　約１０重量パーセント～約８０重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆ、約１０重量パ
ーセント～約８０重量パーセントのＨＦＣ－１５２ａおよび約１重量パーセント～約２０
重量パーセントのイソブタン；
　約１０重量パーセント～約７０重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆ、約１０重量パ
ーセント～約８０重量パーセントのＨＦＣ－１５２ａおよび約１重量パーセント～約２０
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重量パーセントのジメチルエーテル；
　約１０重量パーセント～約６０重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆ、約１０重量パ
ーセント～約６０重量パーセントのＨＦＣ－２２７ｅａおよび約２９重量パーセント～約
５０重量パーセントのプロパン；
　約５０重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆ、約１０重量パ
ーセント～約４９重量パーセントのＨＦＣ－２２７ｅａおよび約１重量パーセント～約１
０重量パーセントのｎ－ブタン；
　約５０重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆ、約１０重量パ
ーセント～約４９重量パーセントのＨＦＣ－２２７ｅａおよび約１重量パーセント～約１
０重量パーセントのイソブタン；
　約１０重量パーセント～約８０重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆ、約１０重量パ
ーセント～約８０重量パーセントのＨＦＣ－２２７ｅａおよび約１重量パーセント～約２
０重量パーセントのジメチルエーテル；
　約１０重量パーセント～約８０重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆ、約１０重量パ
ーセント～約４０重量パーセントのｎ－ブタンおよび約１重量パーセント～約２０重量パ
ーセントのジメチルエーテル；
　約１０重量パーセント～約９０重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆ、約１重量パー
セント～約４０重量パーセントのイソブタンおよび約１重量パーセント～約２０重量パー
セントのジメチルエーテル；
　約１０重量パーセント～約８０重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆ、約１重量パー
セント～約２０重量パーセントのジメチルエーテルおよび約１０重量パーセント～約８０
重量パーセントのＣＦ3Ｉ；
　約１０重量パーセント～約８０重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆ、約１重量パー
セント～約２０重量パーセントのジメチルエーテルおよび約１０重量パーセント～約７０
重量パーセントのＣＦ3ＳＣＦ3；
　約１０重量パーセント～約８０重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆ、約１０重量パ
ーセント～約８０重量パーセントのＨＦＣ－３２および約１０重量パーセント～約８０重
量パーセントのＨＦＣ－１２５；
　約１０重量パーセント～約８０重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆ、約５重量パー
セント～約７０重量パーセントのＨＦＣ－３２および約１０重量パーセント～約８０重量
パーセントのＨＦＣ－１２５および約５重量パーセント～約８０重量パーセントのＣＦ3

Ｉ；
　約１重量パーセント～約７０重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆ、約５重量パーセ
ント～約７０重量パーセントのＨＦＣ－３２および約５重量パーセント～約８０重量パー
セントのＨＦＣ－１３４ａおよび約５重量パーセント～約７０重量パーセントのＣＦ3Ｉ
；ならびに
　約１０重量パーセント～約８０重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆ、約１重量パー
セント～約７０重量パーセントのＨＦＣ－３２および約１重量パーセント～約８０重量パ
ーセントのＣＦ3Ｉ
からなる群から選択されることを特徴とする前記３．に記載の組成物。
１７．前記３．に記載の組成物であって、
　約９０重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆおよび約１０重量パーセントのＨＦＣ－
１３４ａ；
　約９５重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆおよび約５重量パーセントのＨＦＣ－３
２；
　約８０重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆおよび約２０重量パーセントのＨＦＣ－
１５２ａ；
　約４０重量パーセントのＨＦＣ－３２、約５０重量パーセントのＨＦＣ－１２５、およ
び約１０重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆ；
　約２３重量パーセントのＨＦＣ－３２、約２５重量パーセントのＨＦＣ－１２５、およ
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び約５２重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆ；
　約１５重量パーセントのＨＦＣ－３２、約４５重量パーセントのＨＦＣ－１２５、およ
び約４０重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆ；
　約１０重量パーセントのＨＦＣ－３２、約６０重量パーセントのＨＦＣ－１２５、およ
び約３０重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆ；
　約６７重量パーセントのＨＦＣ－１２５、約３２重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙ
ｆ、および約１重量パーセントのｎ－ブタン；ならびに
　約８７．１重量パーセントのＨＦＣ－１２５、約１１．５重量パーセントのＨＦＣ－１
２３４ｙｆ、および約１．４重量パーセントのイソブタン
からなる群から選択されることを特徴とする前記３．に記載の組成物。
１８．前記５．に記載の組成物であって、
　ＨＦＣ－１２４３ｚｆ、ＨＦＣ－１３４およびＨＦＣ－２２７ｅａ；
　ＨＦＣ－１２４３ｚｆ、ＨＦＣ－１３４およびｎ－ブタン；
　ＨＦＣ－１２４３ｚｆ、ＨＦＣ－１３４およびジメチルエーテル；
　ＨＦＣ－１２４３ｚｆ、ＨＦＣ－１３４およびＣＦ3Ｉ；
　ＨＦＣ－１２４３ｚｆ、ＨＦＣ－１３４ａおよびＨＦＣ－１５２ａ；
　ＨＦＣ－１２４３ｚｆ、ＨＦＣ－１３４ａおよびｎ－ブタン；
　ＨＦＣ－１２４３ｚｆ、ＨＦＣ－１５２ａおよびプロパン；
　ＨＦＣ－１２４３ｚｆ、ＨＦＣ－１５２ａおよびｎ－ブタン；
　ＨＦＣ－１２４３ｚｆ、ＨＦＣ－１５２ａおよびイソブタン；
　ＨＦＣ－１２４３ｚｆ、ＨＦＣ－１５２ａおよびジメチルエーテル；
　ＨＦＣ－１２４３ｚｆ、ＨＦＣ－２２７ｅａおよびｎ－ブタン；
　ＨＦＣ－１２４３ｚｆ、ＨＦＣ－２２７ｅａおよびイソブタン；
　ＨＦＣ－１２４３ｚｆ、ＨＦＣ－２２７ｅａおよびジメチルエーテル；
　ＨＦＣ－１２４３ｚｆ、ｎ－ブタンおよびジメチルエーテル；
　ＨＦＣ－１２４３ｚｆ、イソブタンおよびジメチルエーテル；
　ＨＦＣ－１２４３ｚｆ、イソブタンおよびＣＦ3Ｉ；ならびに
　ＨＦＣ－１２４３ｚｆ、ジメチルエーテルおよびＣＦ3ＳＣＦ3

からなる群から選択されることを特徴とする前記５．に記載の組成物。
１９．前記５．に記載の組成物であって、
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２４３ｚｆ、約１重量パーセ
ント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１３４および約１重量パーセント～約９８重量パ
ーセントのＨＦＣ－２２７ｅａ；
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２４３ｚｆ、約１重量パーセ
ント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１３４および約１重量パーセント～約４０重量パ
ーセントのｎ－ブタン；
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２４３ｚｆ、約１重量パーセ
ント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１３４および約１重量パーセント～約９８重量パ
ーセントのジメチルエーテル；
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２４３ｚｆ、約１重量パーセ
ント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１３４および約１重量パーセント～約９８重量パ
ーセントのＣＦ3Ｉ；
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２４３ｚｆ、約１重量パーセ
ント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１３４ａおよび約１重量パーセント～約９８重量
パーセントのＨＦＣ－１５２ａ；
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２４３ｚｆ、約１重量パーセ
ント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１３４ａおよび約１重量パーセント～約４０重量
パーセントのｎ－ブタン；
　約１重量パーセント～約７０重量パーセントのＨＦＣ－１２４３ｚｆ、約１重量パーセ
ント～約７０重量パーセントのＨＦＣ－１５２ａおよび約２９重量パーセント～約９８重
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量パーセントのプロパン；
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２４３ｚｆ、約１重量パーセ
ント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１５２ａおよび約１重量パーセント～約３０重量
パーセントのｎ－ブタン；
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２４３ｚｆ、約１重量パーセ
ント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１５２ａおよび約１重量パーセント～約４０重量
パーセントのイソブタン；
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２４３ｚｆ、約１重量パーセ
ント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１５２ａおよび約１重量パーセント～約９８重量
パーセントのジメチルエーテル；
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２４３ｚｆ、約１重量パーセ
ント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－２２７ｅａおよび約１重量パーセント～約４０重
量パーセントのｎ－ブタン；
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２４３ｚｆ、約１重量パーセ
ント～約９０重量パーセントのＨＦＣ－２２７ｅａおよび約１重量パーセント～約５０重
量パーセントのイソブタン；
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２４３ｚｆ、約１重量パーセ
ント～約８０重量パーセントのＨＦＣ－２２７ｅａおよび約１重量パーセント～約９０重
量パーセントのジメチルエーテル；
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２４３ｚｆ、約１重量パーセ
ント～約４０重量パーセントのｎ－ブタンおよび約１重量パーセント～約９８重量パーセ
ントのジメチルエーテル；
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２４３ｚｆ、約１重量パーセ
ント～約６０重量パーセントのイソブタンおよび約１重量パーセント～約９８重量パーセ
ントのジメチルエーテル；
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２４３ｚｆ、約１重量パーセ
ント～約４０重量パーセントのイソブタンおよび約１重量パーセント～約９８重量パーセ
ントのＣＦ3Ｉ；ならびに
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２４３ｚｆ、約１重量パーセ
ント～約４０重量パーセントのジメチルエーテルおよび約１重量パーセント～約９０重量
パーセントのＣＦ3ＳＣＦ3

からなる群から選択されることを特徴とする前記５．に記載の組成物。
２０．前記５．に記載の組成物であって、
　約１０重量パーセント～約８０重量パーセントのＨＦＣ－１２４３ｚｆ、約１０重量パ
ーセント～約８０重量パーセントのＨＦＣ－１３４および約１０重量パーセント～約８０
重量パーセントのＨＦＣ－２２７ｅａ；
　約１０重量パーセント～約８０重量パーセントのＨＦＣ－１２４３ｚｆ、約１０重量パ
ーセント～約８０重量パーセントのＨＦＣ－１３４および約１重量パーセント～約３０重
量パーセントのｎ－ブタン；
　約１０重量パーセント～約８０重量パーセントのＨＦＣ－１２４３ｚｆ、約１０重量パ
ーセント～約８０重量パーセントのＨＦＣ－１３４および約１重量パーセント～約３０重
量パーセントのジメチルエーテル；
　約１０重量パーセント～約８０重量パーセントのＨＦＣ－１２４３ｚｆ、約１０重量パ
ーセント～約８０重量パーセントのＨＦＣ－１３４および約１０重量パーセント～約８０
重量パーセントのＣＦ3Ｉ；
　約１０重量パーセント～約８０重量パーセントのＨＦＣ－１２４３ｚｆ、約１０重量パ
ーセント～約８０重量パーセントのＨＦＣ－１３４ａおよび約１重量パーセント～約５０
重量パーセントのＨＦＣ－１５２ａ；
　約１０重量パーセント～約８０重量パーセントのＨＦＣ－１２４３ｚｆ、約１０重量パ
ーセント～約８０重量パーセントのＨＦＣ－１３４ａおよび約１重量パーセント～約３０
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重量パーセントのｎ－ブタン；
　約１０重量パーセント～約７０重量パーセントのＨＦＣ－１２４３ｚｆ、約１重量パー
セント～約５０重量パーセントのＨＦＣ－１５２ａおよび約２９重量パーセント～約４０
重量パーセントのプロパン；
　約１０重量パーセント～約８０重量パーセントのＨＦＣ－１２４３ｚｆ、約１重量パー
セント～約８０重量パーセントのＨＦＣ－１５２ａおよび約１重量パーセント～約２０重
量パーセントのｎ－ブタン；
　約１０重量パーセント～約８０重量パーセントのＨＦＣ－１２４３ｚｆ、約１重量パー
セント～約８０重量パーセントのＨＦＣ－１５２ａおよび約１重量パーセント～約３０重
量パーセントのイソブタン；
　約１０重量パーセント～約８０重量パーセントのＨＦＣ－１２４３ｚｆ、約１重量パー
セント～約８０重量パーセントのＨＦＣ－１５２ａおよび約１重量パーセント～約３０重
量パーセントのジメチルエーテル；
　約１０重量パーセント～約８０重量パーセントのＨＦＣ－１２４３ｚｆ、約１重量パー
セント～約８０重量パーセントのＨＦＣ－２２７ｅａおよび約１重量パーセント～約３０
重量パーセントのｎ－ブタン；
　約１０重量パーセント～約８０重量パーセントのＨＦＣ－１２４３ｚｆ、約１重量パー
セント～約８０重量パーセントのＨＦＣ－２２７ｅａおよび約１重量パーセント～約３０
重量パーセントのイソブタン；
　約１０重量パーセント～約８０重量パーセントのＨＦＣ－１２４３ｚｆ、約１重量パー
セント～約８０重量パーセントのＨＦＣ－２２７ｅａおよび約１重量パーセント～約３０
重量パーセントのジメチルエーテル；
　約１０重量パーセント～約９０重量パーセントのＨＦＣ－１２４３ｚｆ、約１０９重量
パーセント～約３０重量パーセントのｎ－ブタンおよび約１重量パーセント～約３０重量
パーセントのジメチルエーテル；
　約１０重量パーセント～約９０重量パーセントのＨＦＣ－１２４３ｚｆ、約１重量パー
セント～約３０重量パーセントのイソブタンおよび約１重量パーセント～約３０重量パー
セントのジメチルエーテル；
　約１０重量パーセント～約８０重量パーセントのＨＦＣ－１２４３ｚｆ、約１重量パー
セント～約３０重量パーセントのイソブタンおよび約１０重量パーセント～約８０重量パ
ーセントのＣＦ3Ｉ；ならびに
　約１０重量パーセント～約８０重量パーセントのＨＦＣ－１２４３ｚｆ、約１重量パー
セント～約３０重量パーセントのジメチルエーテルおよび約１０重量パーセント～約８０
重量パーセントのＣＦ3ＳＣＦ3

からなる群から選択されることを特徴とする前記５．に記載の組成物。
２１．前記１．に記載の組成物であって、
　約１～約３４重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅおよび約９９～約６６重量パーセ
ントのＨＦＣ－１２３４ｙｆ；
　約１重量パーセント～約９９重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅおよび約９９重量
パーセント～約１重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅ；
　約１重量パーセント～約９９重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅおよび約９９重量
パーセント～約１重量パーセントのＨＦＣ－１２４３ｚｆ；
　約１重量パーセント～約９９重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅおよび約９９重量
パーセント～約１重量パーセントのＨＦＣ－１３４；
　約１重量パーセント～約９９重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅおよび約９９重量
パーセント～約１重量パーセントのＨＦＣ－１３４ａ；
　約１重量パーセント～約８４重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅおよび約９９重量
パーセント～約１６重量パーセントのＨＦＣ－１６１ならびに約９０重量パーセント～約
９９重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅおよび約１０重量パーセント～約１重量パー
セントのＨＦＣ－１６１；
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　約１重量パーセント～約９９重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅおよび約９９重量
パーセント～約１重量パーセントのＨＦＣ－２２７ｅａ；
　約５７重量パーセント～約９９重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅおよび約４３重
量パーセント～約１重量パーセントのＨＦＣ－２３６ｅａ；
　約４８重量パーセント～約９９重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅおよび約５２重
量パーセント～約１重量パーセントのＨＦＣ－２３６ｆａ；
　約７０重量パーセント～約９９重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅおよび約３０重
量パーセント～約１重量パーセントのＨＦＣ－２４５ｆａ；
　約１重量パーセント～約７２重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅおよび約９９重量
パーセント～約２８重量パーセントのプロパン；
　約６５重量パーセント～約９９重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅおよび約３５重
量パーセント～約１重量パーセントのｎ－ブタン；
　約５０重量パーセント～約９９重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅおよび約５０重
量パーセント～約１重量パーセントのイソブタン；
　約１重量パーセント～約９９重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅおよび約９９重量
パーセント～約１重量パーセントのジメチルエーテル；
　約１重量パーセント～約９９重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅおよび約９９重量
パーセント～約１重量パーセントのビス（トリフルオロメチル）スルフィド；
　約１重量パーセント～約９９重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅおよび約９９重量
パーセント～約１重量パーセントのＣＦ3Ｉ；
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約１重量パーセ
ント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１３４ａ、および約１重量パーセント～約９８重
量パーセントのＨＦＣ－１５２ａ；
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約１重量パーセ
ント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１３４ａ、および約１重量パーセント～約９８重
量パーセントのＨＦＣ－１６１；
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約１重量パーセ
ント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１３４ａ、および約１重量パーセント～約４０重
量パーセントのイソブタン；
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約１重量パーセ
ント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１３４ａ、および約１重量パーセント～約２０重
量パーセントのジメチルエーテル；
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約１重量パーセ
ント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１５２ａ、および約１重量パーセント～約５０重
量パーセントのイソブタン；
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約１重量パーセ
ント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１５２ａ、および約１重量パーセント～約９８重
量パーセントのジメチルエーテル；
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約１重量パーセ
ント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆ、および約１重量パーセント～約９
８重量パーセントのＨＦＣ－１３４ａ；
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約１重量パーセ
ント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆ、および約１重量パーセント～約９
８重量パーセントのＨＦＣ－１５２ａ；
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約１重量パーセ
ント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆ、および約１重量パーセント～約２
０重量パーセントのＨＦＣ－１２５；
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約１重量パーセ
ント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆ、および約１重量パーセント～約９
８重量パーセントのＣＦ3Ｉ；
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　約１重量パーセント～約９７重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約１重量パーセ
ント～約９７重量パーセントのＨＦＣ－１３４ａ、約１重量パーセント～約９７重量パー
セントのＨＦＣ－１５２ａ、および約１重量パーセント～約１０重量パーセントのＨＦＣ
－３２；
　約８０重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２５、約１重量パーセント
～約１９重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、および約１重量パーセント～約１０重
量パーセントのイソブタン；
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－３２、約１重量パーセント～約
９８重量パーセントのＨＦＣ－１２５、および約１重量パーセント～約４重量パーセント
のＨＦＣ－１２２５ｙｅ；
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約１重量パーセ
ント～約９８重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅおよび約１重量パーセン
ト～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１３４；
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約１重量パーセ
ント～約９８重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅおよび約１重量パーセン
ト～約９８重量パーセントのＨＦＣ－２２７ｅａ；
　約１重量パーセント～約６０重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約１重量パーセ
ント～約６０重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅおよび約３重量パーセン
ト～約９８重量パーセントのプロパン；
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約１重量パーセ
ント～約９８重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅおよび約１重量パーセン
ト～約３０重量パーセントのｎ－ブタン；
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約１重量パーセ
ント～約９８重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅおよび約１重量パーセン
ト～約９８重量パーセントのジメチルエーテル；
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約１重量パーセ
ント～約９８重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅおよび約１重量パーセン
ト～約９８重量パーセントのＣＦ3ＳＣＦ3；
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約１重量パーセ
ント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２４３ｚｆおよび約１重量パーセント～約９８
重量パーセントのＨＦＣ－１３４；
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約１重量パーセ
ント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２４３ｚｆおよび約１重量パーセント～約３０
重量パーセントのｎ－ブタン；
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約１重量パーセ
ント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２４３ｚｆおよび約１重量パーセント～約４０
重量パーセントのイソブタン；
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約１重量パーセ
ント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２４３ｚｆおよび約１重量パーセント～約９８
重量パーセントのジメチルエーテル；
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約１重量パーセ
ント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２４３ｚｆおよび約１重量パーセント～約９８
重量パーセントのＣＦ3Ｉ；
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約１重量パーセ
ント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１３４および約１重量パーセント～約９８重量パ
ーセントのＨＦＣ－１５２ａ；
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約１重量パーセ
ント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１３４および約１重量パーセント～約９８重量パ
ーセントのＨＦＣ－２２７ｅａ；
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約１重量パーセ
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ント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１３４および約１重量パーセント～約４０重量パ
ーセントのｎ－ブタン；
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約１重量パーセ
ント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１３４および約１重量パーセント～約４０重量パ
ーセントのイソブタン；
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約１重量パーセ
ント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１３４および約１重量パーセント～約４０重量パ
ーセントのジメチルエーテル；
　約４０重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約１重量パー
セント～約５９重量パーセントのＨＦＣ－２２７ｅａおよび約１重量パーセント～約３０
重量パーセントのジメチルエーテル；
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約１重量パーセ
ント～約３０重量パーセントのｎ－ブタンおよび約１重量パーセント～約９８重量パーセ
ントのジメチルエーテル；
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約１重量パーセ
ント～約２０重量パーセントのｎ－ブタンおよび約１重量パーセント～約９８重量パーセ
ントのＣＦ3ＳＣＦ3；
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約１重量パーセ
ント～約６０重量パーセントのイソブタンおよび約１重量パーセント～約９８重量パーセ
ントのジメチルエーテル；ならびに
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、約１重量パーセ
ント～約４０重量パーセントのイソブタンおよび約１重量パーセント～約９８重量パーセ
ントのＣＦ3Ｉ
からなる群から選択された共沸または擬共沸組成物を含むことを特徴とする前記１．に記
載の組成物。
２２．前記２．に記載の組成物であって、
　約１重量パーセント～約９９重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅおよび
約９９重量パーセント～約１重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆ；
　約１重量パーセント～約９９重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅおよび
約９９重量パーセント～約１重量パーセントのＨＦＣ－１２４３ｚｆ；
　約１重量パーセント～約９９重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅおよび
約９９重量パーセント～約１重量パーセントのＨＦＣ－１３４；
　約１重量パーセント～約９９重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅおよび
約９９重量パーセント～約１重量パーセントのＨＦＣ－１３４ａ；
　約１重量パーセント～約９９重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅおよび
約９９重量パーセント～約１重量パーセントのＨＦＣ－１５２ａ；
　約１重量パーセント～約５２重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅおよび
約９９重量パーセント～約４８重量パーセントのＨＦＣ－１６１ならびに約８７重量パー
セント～約９９重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅおよび約１３重量パー
セント～約１重量パーセントのＨＦＣ－１６１；
　約１重量パーセント～約９９重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅおよび
約９９重量パーセント～約１重量パーセントのＨＦＣ－２２７ｅａ；
　約５４重量パーセント～約９９重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅおよ
び約４６重量パーセント～約１重量パーセントのＨＦＣ－２３６ｅａ；
　約４４重量パーセント～約９９重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅおよ
び約５６重量パーセント～約１重量パーセントのＨＦＣ－２３６ｆａ；
　約６７重量パーセント～約９９重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅおよ
び約３３重量パーセント～約１重量パーセントのＨＦＣ－２４５ｆａ；
　約１重量パーセント～約７１重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅおよび
約９９重量パーセント～約２９重量パーセントのプロパン；
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　約６２重量パーセント～約９９重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅおよ
び約３８重量パーセント～約１重量パーセントのｎ－ブタン、；
　約３９重量パーセント～約９９重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅおよ
び約６１重量パーセント～約１重量パーセントのイソブタン；
　約１重量パーセント～約９９重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅおよび
約９９重量パーセント～約１重量パーセントのジメチルエーテル；
　約１重量パーセント～約９９重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅおよび
約９９重量パーセント～約１重量パーセントのビス（トリフルオロメチル）スルフィド；
　約１重量パーセント～約９９重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅおよび
約９９重量パーセント～約１重量パーセントのＣＦ3Ｉ；
　約８０重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２５、約１重量パーセント
～約１９重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅおよび約１重量パーセント～
約１０重量パーセントのイソブタン；
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－３２、約１重量パーセント～約
９８重量パーセントのＨＦＣ－１２５、および約１重量パーセント～約５重量パーセント
のトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅ；
　約８０重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２５、約１重量パーセント
～約１９重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅおよび約１重量パーセント～
約１０重量パーセントのｎ－ブタン；
　約１重量パーセント～約９９重量パーセントのシス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅおよび約９
９重量パーセント～約１重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｅ；
　約１重量パーセント～約９９重量パーセントのシス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅおよび約９
９重量パーセント～約１重量パーセントのＨＦＣ－２３６ｅａ；
　約１重量パーセント～約９９重量パーセントのシス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅおよび約９
９重量パーセント～約１重量パーセントのＨＦＣ－２３６ｆａ；
　約１重量パーセント～約９９重量パーセントのシス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅおよび約９
９重量パーセント～約１重量パーセントのＨＦＣ－２４５ｆａ；
　約１重量パーセント～約８０重量パーセントのシス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅおよび約９
９重量パーセント～約２０重量パーセントのｎ－ブタン；
　約１重量パーセント～約６９重量パーセントのシス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅおよび約９
９重量パーセント～約３１重量パーセントのイソブタン；
　約６０重量パーセント～約９９重量パーセントのシス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅおよび約
４０重量パーセント～約１重量パーセント２－メチルブタン；
　約６３重量パーセント～約９９重量パーセントのシス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅおよび約
３７重量パーセント～約１重量パーセントのｎ－ペンタン；
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅ、約１
重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２４３ｚｆおよび約１重量パーセン
ト～約９８重量パーセントのＨＦＣ－２２７ｅａ；
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅ、約１
重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２４３ｚｆおよび約１重量パーセン
ト～約３０重量パーセントのｎ－ブタン；
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅ、約１
重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２４３ｚｆおよび約１重量パーセン
ト～約４０重量パーセントのイソブタン；、
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅ、約１
重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２４３ｚｆおよび約１重量パーセン
ト～約９８重量パーセントのジメチルエーテル；
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅ、約１
重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１３４および約１重量パーセント～約
９８重量パーセントのＨＦＣ－１５２ａ；
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　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅ、約１
重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１３４および約１重量パーセント～約
９８重量パーセントのＨＦＣ－２２７ｅａ；
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅ、約１
重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１３４および約１重量パーセント～約
４０重量パーセントのジメチルエーテル；
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅ、約１
重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１３４ａおよび約１重量パーセント～
約９８重量パーセントのＨＦＣ－１５２ａ；
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅ、約１
重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１５２ａおよび約１重量パーセント～
約５０重量パーセントのｎ－ブタン；
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅ、約１
重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１５２ａおよび約１重量パーセント～
約９８重量パーセントのジメチルエーテル；
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅ、約１
重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－２２７ｅａおよび約１重量パーセント
～約４０重量パーセントのｎ－ブタン；
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅ、約１
重量パーセント～約４０重量パーセントのｎ－ブタンおよび約１重量パーセント～約９８
重量パーセントのジメチルエーテル；
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅ、約１
重量パーセント～約３０重量パーセントのｎ－ブタンおよび約１重量パーセント～約９８
重量パーセントのＣＦ3Ｉ；
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅ、約１
重量パーセント～約６０重量パーセントのイソブタンおよび約１重量パーセント～約９８
重量パーセントのジメチルエーテル；
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅ、約１
重量パーセント～約４０重量パーセントのイソブタンおよび約１重量パーセント～約９８
重量パーセントのＣＦ3Ｉ；ならびに
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅ、約１
重量パーセント～約４０重量パーセントのイソブタンおよび約１重量パーセント～約９８
重量パーセントのＣＦ3ＳＣＦ3

からなる群から選択された共沸または擬共沸組成物を含むことを特徴とする前記２．に記
載の組成物。
２３．前記３．に記載の組成物であって、
　約１重量パーセント～約５７重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆおよび約９９重量
パーセント～約４３重量パーセントのＨＦＣ－３２；
　約１重量パーセント～約５１重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆおよび約９９重量
パーセント～約４９重量パーセントのＨＦＣ－１２５；
　約１重量パーセント～約９９重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆおよび約９９重量
パーセント～約１重量パーセントのＨＦＣ－１３４；
　約１重量パーセント～約９９重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆおよび約９９重量
パーセント～約１重量パーセントのＨＦＣ－１３４ａ；
　約１重量パーセント～約９９重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆおよび約９９重量
パーセント～約１重量パーセントのＨＦＣ－１５２ａ；
　約１重量パーセント～約９９重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆおよび約９９重量
パーセント～約１重量パーセントのＨＦＣ－１６１；
　約１重量パーセント～約６０重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆおよび約４０重量
パーセント～約１重量パーセントのＨＦＣ－１４３ａ；
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　約２９重量パーセント～約９９重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆおよび約７１重
量パーセント～約１重量パーセントのＨＦＣ－２２７ｅａ；
　約６６重量パーセント～約９９重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆおよび約３４重
量パーセント～約１重量パーセントのＨＦＣ－２３６ｆａ；
　約１重量パーセント～約９９重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆおよび約９９重量
パーセント～約１重量パーセントのＨＦＣ－１２４３ｚｆ；
　約１重量パーセント～約８０重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆおよび約９９重量
パーセント～約２０重量パーセントのプロパン；
　約７１重量パーセント～約９９重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆおよび約２９重
量パーセント～約１重量パーセントのｎ－ブタン；
　約６０重量パーセント～約９９重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆおよび約４０重
量パーセント～約１重量パーセントのイソブタン；
　約１重量パーセント～約９９重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆおよび約９９重量
パーセント～約１重量パーセントのジメチルエーテル；
　約８０重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２５、約１重量パーセント
～約１９重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆ、および約１重量パーセント～約１０重
量パーセントのイソブタン；
　約８０重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２５、約１重量パーセント
～約１９重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆ、および約１重量パーセント～約１０重
量パーセントのｎ－ブタン；
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－３２、約１重量パーセント～約
９８重量パーセントのＨＦＣ－１２５、および約１重量パーセント～約５５重量パーセン
トのＨＦＣ－１２３４ｙｆ；
　約１重量パーセント～約５０重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆ、約１重量パーセ
ント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－３２および約１重量パーセント～約９８重量パー
セントのＨＦＣ－１４３ａ；
　約１重量パーセント～約４０重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆ、約５９重量パー
セント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－３２および約１重量パーセント～約３０重量パ
ーセントのイソブタン；
　約１重量パーセント～約６０重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆ、約１重量パーセ
ント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２５および約１重量パーセント～約９８重量パ
ーセントのＨＦＣ－１４３ａ；
　約１重量パーセント～約４０重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆ、約５９重量パー
セント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２５および約１重量パーセント～約２０重量
パーセントのイソブタン；
　約１重量パーセント～約８０重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆ、約１重量パーセ
ント～約７０重量パーセントのＨＦＣ－１３４および約１９重量パーセント～約９０重量
パーセントのプロパン；
　約１重量パーセント～約７０重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆ、約１重量パーセ
ント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１３４および約２９重量パーセント～約９８重量
パーセントのジメチルエーテル；
　約１重量パーセント～約８０重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆ、約１重量パーセ
ント～約８０重量パーセントのＨＦＣ－１３４ａおよび約１９重量パーセント～約９８重
量パーセントのプロパン；
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆ、約１重量パーセ
ント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１３４ａおよび約１重量パーセント～約３０重量
パーセントのｎ－ブタン；
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆ、約１重量パーセ
ント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１３４ａおよび約１重量パーセント～約３０重量
パーセントのイソブタン；
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　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆ、約１重量パーセ
ント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１３４ａおよび約１重量パーセント～約４０重量
パーセントのジメチルエーテル；
　約１重量パーセント～約８０重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆ、約１重量パーセ
ント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１４３ａおよび約１重量パーセント～約９８重量
パーセントのプロパン；
　約１重量パーセント～約４０重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆ、約５９重量パー
セント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１４３ａおよび約１重量パーセント～約２０重
量パーセントのジメチルエーテル；
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆ、約１重量パーセ
ント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１５２ａおよび約１重量パーセント～約３０重量
パーセントのｎ－ブタン；
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆ、約１重量パーセ
ント～約９０重量パーセントのＨＦＣ－１５２ａおよび約１重量パーセント～約４０重量
パーセントのイソブタン；
　約１重量パーセント～約７０重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆ、約１重量パーセ
ント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１５２ａおよび約１重量パーセント～約９８重量
パーセントのジメチルエーテル；
　約１重量パーセント～約８０重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆ、約１重量パーセ
ント～約７０重量パーセントのＨＦＣ－２２７ｅａおよび約２９重量パーセント～約９８
重量パーセントのプロパン；
　約４０重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆ、約１重量パー
セント～約５９重量パーセントのＨＦＣ－２２７ｅａおよび約１重量パーセント～約２０
重量パーセントのｎ－ブタン；
　約３０重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆ、約１重量パー
セント～約６９重量パーセントのＨＦＣ－２２７ｅａおよび約１重量パーセント～約３０
重量パーセントのイソブタン；
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆ、約１重量パーセ
ント～約８０重量パーセントのＨＦＣ－２２７ｅａおよび約１重量パーセント～約９８重
量パーセントのジメチルエーテル；
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆ、約１重量パーセ
ント～約４０重量パーセントのｎ－ブタンおよび約１重量パーセント～約９８重量パーセ
ントのジメチルエーテル；
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆ、約１重量パーセ
ント～約５０重量パーセントのイソブタンおよび約１重量パーセント～約９８重量パーセ
ントのジメチルエーテル；
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆ、約１重量パーセ
ント～約９８重量パーセントのジメチルエーテルおよび約１重量パーセント～約９８重量
パーセントのＣＦ3Ｉ；ならびに
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆ、約１重量パーセ
ント～約４０重量パーセントのジメチルエーテルおよび約１重量パーセント～約９８重量
パーセントのＣＦ3ＳＣＦ3

からなる群から選択された共沸または擬共沸組成物を含むことを特徴とする前記３．に記
載の組成物。
２４．前記４．に記載の組成物であって、
　約３８重量パーセント～約９９重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｅおよび約６２重
量パーセント～約１重量パーセントのＨＦＣ－１３４；
　約１重量パーセント～約９９重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｅおよび約９９重量
パーセント～約１重量パーセントのＨＦＣ－２３６ｅａ；
　約１重量パーセント～約９９重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｅおよび約９９重量
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パーセント～約１重量パーセントのＨＦＣ－２３６ｆａ；
　約１重量パーセント～約９９重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｅおよび約９９重量
パーセント～約１重量パーセントのＨＦＣ－２４５ｆａ；
　約１重量パーセント～約７８重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｅおよび約９９重量
パーセント～約２２重量パーセントのｎ－ブタン；
　約７０重量パーセント～約９９重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｅおよび約３０重
量パーセント～約１重量パーセントのシクロペンタン；
　約１重量パーセント～約６８重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｅおよび約９９重量
パーセント～約３２重量パーセントのイソブタン；
　約４７重量パーセント～約９９重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｅおよび約５３重
量パーセント～約１重量パーセントの２－メチルブタン；ならびに
　約５７重量パーセント～約９９重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｅおよび約４３重
量パーセント～約１重量パーセントのｎ－ペンタン
からなる群から選択された共沸または擬共沸組成物を含むことを特徴とする前記４．に記
載の組成物。
２５．前記５．に記載の組成物であって、
　約１重量パーセント～約９９重量パーセントのＨＦＣ－１２４３ｚｆおよび約９９重量
パーセント～約１重量パーセントのＨＦＣ－１３４；
　約１重量パーセント～約９９重量パーセントのＨＦＣ－１２４３ｚｆおよび約９９重量
パーセント～約１重量パーセントのＨＦＣ－１３４ａ；
　約１重量パーセント～約９９重量パーセントのＨＦＣ－１２４３ｚｆおよび約９９重量
パーセント～約１重量パーセントのＨＦＣ－１５２ａ；
　約１重量パーセント～約９９重量パーセントのＨＦＣ－１２４３ｚｆおよび約９９重量
パーセント～約１重量パーセントのＨＦＣ－１６１；
　約１重量パーセント～約９９重量パーセントのＨＦＣ－１２４３ｚｆおよび約９９重量
パーセント～約１重量パーセントのＨＦＣ－２２７ｅａ；
　約５３重量パーセント～約９９重量パーセントのＨＦＣ－１２４３ｚｆおよび約４７～
約１重量パーセントのＨＦＣ－２３６ｅａ；
　約４９重量パーセント～約９９重量パーセントのＨＦＣ－１２４３ｚｆおよび約５１重
量パーセント～約１重量パーセントのＨＦＣ－２３６ｆａ；
　約６６重量パーセント～約９９重量パーセントのＨＦＣ－１２４３ｚｆおよび約３４重
量パーセント～約１重量パーセントのＨＦＣ－２４５ｆａ；
　約１重量パーセント～約７１重量パーセントのＨＦＣ－１２４３ｚｆおよび約９９重量
パーセント～約２９重量パーセントのプロパン；
　約６２重量パーセント～約９９重量パーセントのＨＦＣ－１２４３ｚｆおよび約３８重
量パーセント～約１重量パーセントのｎ－ブタン；
　約４５重量パーセント～約９９重量パーセントのＨＦＣ－１２４３ｚｆおよび約５５重
量パーセント～約１重量パーセントのイソブタン；
　約１重量パーセント～約９９重量パーセントのＨＦＣ－１２４３ｚｆおよび約９９重量
パーセント～約１重量パーセントのジメチルエーテル；
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２４３ｚｆ、約１重量パーセ
ント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１３４および約１重量パーセント～約９８重量パ
ーセントのＨＦＣ－２２７ｅａ；
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２４３ｚｆ、約１重量パーセ
ント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１３４および約１重量パーセント～約４０重量パ
ーセントのｎ－ブタン；
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２４３ｚｆ、約１重量パーセ
ント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１３４および約１重量パーセント～約９８重量パ
ーセントのジメチルエーテル；
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２４３ｚｆ、約１重量パーセ
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ント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１３４および約１重量パーセント～約９８重量パ
ーセントのＣＦ3Ｉ；
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２４３ｚｆ、約１重量パーセ
ント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１３４ａおよび約１重量パーセント～約９８重量
パーセントのＨＦＣ－１５２ａ；
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２４３ｚｆ、約１重量パーセ
ント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１３４ａおよび約１重量パーセント～約４０重量
パーセントのｎ－ブタン；
　約１重量パーセント～約７０重量パーセントのＨＦＣ－１２４３ｚｆ、約１重量パーセ
ント～約７０重量パーセントのＨＦＣ－１５２ａおよび約２９重量パーセント～約９８重
量パーセントのプロパン；
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２４３ｚｆ、約１重量パーセ
ント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１５２ａおよび約１重量パーセント～約３０重量
パーセントのｎ－ブタン；
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２４３ｚｆ、約１重量パーセ
ント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１５２ａおよび約１重量パーセント～約４０重量
パーセントのイソブタン；
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２４３ｚｆ、約１重量パーセ
ント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１５２ａおよび約１重量パーセント～約９８重量
パーセントのジメチルエーテル；
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２４３ｚｆ、約１重量パーセ
ント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－２２７ｅａおよび約１重量パーセント～約４０重
量パーセントのｎ－ブタン；
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２４３ｚｆ、約１重量パーセ
ント～約９０重量パーセントのＨＦＣ－２２７ｅａおよび約１重量パーセント～約５０重
量パーセントのイソブタン；
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２４３ｚｆ、約１重量パーセ
ント～約８０重量パーセントのＨＦＣ－２２７ｅａおよび約１重量パーセント～約９０重
量パーセントのジメチルエーテル；
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２４３ｚｆ、約１重量パーセ
ント～約４０重量パーセントのｎ－ブタンおよび約１重量パーセント～約９８重量パーセ
ントのジメチルエーテル；
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２４３ｚｆ、約１重量パーセ
ント～約６０重量パーセントのイソブタンおよび約１重量パーセント～約９８重量パーセ
ントのジメチルエーテル；
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２４３ｚｆ、約１重量パーセ
ント～約４０重量パーセントのイソブタンおよび約１重量パーセント～約９８重量パーセ
ントのＣＦ3Ｉ；ならびに
　約１重量パーセント～約９８重量パーセントのＨＦＣ－１２４３ｚｆ、約１重量パーセ
ント～約４０重量パーセントのジメチルエーテルおよび約１重量パーセント～約９０重量
パーセントのＣＦ3ＳＣＦ3

からなる群から選択された共沸または擬共沸組成物を含むことを特徴とする前記５．に記
載の組成物。
２６．前記１．に記載の組成物であって、
　約－２５℃の温度で約１１．７ｐｓｉａ（８１ｋＰａ）の蒸気圧を有する６３．０重量
パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅおよび３７．０重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－
１２３４ｚｅ；
　約－２５℃の温度で約１３．６ｐｓｉａ（９４ｋＰａ）の蒸気圧を有する４０．０重量
パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅおよび６０．０重量パーセントのＨＦＣ－１２４３ｚ
ｆ；
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　約－２５℃の温度で約１２．８ｐｓｉａ（８８ｋＰａ）の蒸気圧を有する５２．２重量
パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅおよび４７．８重量パーセントのＨＦＣ－１３４；
　約－２５℃の温度で約１４．５ｐｓｉａ（１００ｋＰａ）の蒸気圧を有する７．３重量
パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅおよび９２．７重量パーセントのＨＦＣ－１５２ａ；
　約－２５℃の温度で約３０．３ｐｓｉａ（２０９ｋＰａ）の蒸気圧を有する２９．７重
量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅおよび７０．３重量パーセントのプロパン；
　約－２５℃の温度で約１２．３ｐｓｉａ（８５ｋＰａ）の蒸気圧を有する８９．５重量
パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅおよび１０．５重量パーセントのｎ－ブタン；
　約－２５℃の温度で約１３．９ｐｓｉａ（９６ｋＰａ）の蒸気圧を有する７９．３重量
パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅおよび２０．７重量パーセントのイソブタン；
　約－２５℃の温度で約１０．８ｐｓｉａ（７４ｋＰａ）の蒸気圧を有する８２．１重量
パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅおよび１７．９重量パーセントのジメチルエーテル；
　約－２５℃の温度で約１２．４ｐｓｉａ（８５ｋＰａ）の蒸気圧を有する３７．０重量
パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅおよび６３．０重量パーセントのＣＦ3ＳＣＦ3；
　約－２５℃の温度で約１２．８ｐｓｉａ（８８ｋＰａ）の蒸気圧を有する４７．４重量
パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、５．６重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３
４ｚｅ、および４７．０重量パーセントのＨＦＣ－１３４；
　約－２５℃の温度で約１１．６ｐｓｉａ（８０．２ｋＰａ）の蒸気圧を有する２８．４
重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、５２．６重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－
１２３４ｚｅ、および１９．０重量パーセントのＨＦＣ－２２７ｅａ；
　約－２５℃の温度で約３０．４ｐｓｉａ（２０９ｋＰａ）の蒸気圧を有する２０．９重
量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、９．１重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２
３４ｚｅ、および７０．０重量パーセントのプロパン；
　約－２５℃の温度で約１２．４ｐｓｉａ（８５．４ｋＰａ）の蒸気圧を有する６５．８
重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、２４．１重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－
１２３４ｚｅ、および１０．１重量パーセントのＨＦＣ－１３４；
　約－２５℃の温度で約１１．０ｐｓｉａ（７５．７ｋＰａ）の蒸気圧を有する４１．０
重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、４０．１重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－
１２３４ｚｅ、および１８．９重量パーセントのジメチルエーテル；
　約－２５℃の温度で約１２．７ｐｓｉａ（８７．３ｋＰａ）の蒸気圧を有する１．０重
量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、３３．７重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１
２３４ｚｅ、および６５．２重量パーセントのＣＦ3ＳＣＦ3；
　約－２５℃の温度で約１３．８ｐｓｉａ（９５．１ｋＰａ）の蒸気圧を有する２８．７
重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、４７．３重量パーセントのＨＦＣ－１２４３ｚ
ｆ、および２４．１重量パーセントのＨＦＣ－１３４；
　約－２５℃の温度で約１４．０ｐｓｉａ（９６．２ｋＰａ）の蒸気圧を有する３７．５
重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、５５．０重量パーセントのＨＦＣ－１２４３ｚ
ｆ、および７．５重量パーセントのｎ－ブタン；
　約－２５℃の温度で約１４．８ｐｓｉａ（１０２ｋＰａ）の蒸気圧を有する４０．５重
量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、４３．２重量パーセントのＨＦＣ－１２４３ｚｆ
、および１６．３重量パーセントのイソブタン；
　約－２５℃の温度で約１２．２ｐｓｉａ（８３．８ｋＰａ）の蒸気圧を有する１９．１
重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、５１．０重量パーセントのＨＦＣ－１２４３ｚ
ｆ、および２９．９重量パーセントのジメチルエーテル；
　約－２５℃の温度で約１４．１ｐｓｉａ（９６．９ｋＰａ）の蒸気圧を有する１０．３
重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、２７．３重量パーセントのＨＦＣ－１２４３ｚ
ｆ、および６２．３重量パーセントのＣＦ3Ｉ；
　約－２５℃の温度で約１２．４ｐｓｉａ（８５．４ｋＰａ）の蒸気圧を有する６３．６
重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、２６．８重量パーセントのＨＦＣ－１３４、お
よび９．６重量パーセントのＨＦＣ－１５２ａ；
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　約－２５℃の温度で約１２．３ｐｓｉａ（８４．９ｋＰａ）の蒸気圧を有する１．３重
量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、５２．３重量パーセントのＨＦＣ－１３４、およ
び４６．４重量パーセントのＨＦＣ－２２７ｅａ；
　約－２５℃の温度で約１４．５ｐｓｉａ（１００ｋＰａ）の蒸気圧を有する１８．１重
量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、６７．１重量パーセントのＨＦＣ－１３４、およ
び１４．９重量パーセントのｎ－ブタン；
　約－２５℃の温度で約１６．７ｐｓｉａ（１１５ｋＰａ）の蒸気圧を有する０．７重量
パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、７４．０重量パーセントのＨＦＣ－１３４、および
２５．３重量パーセントのイソブタン；
　約－２５℃の温度で約９．８ｐｓｉａ（６７．４ｋＰａ）の蒸気圧を有する２９．８重
量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、５２．５重量パーセントのＨＦＣ－１３４、およ
び１７．８重量パーセントのジメチルエーテル；
　約－２５℃の温度で約１０．９ｐｓｉａ（７５．４ｋＰａ）の蒸気圧を有する６３．１
重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、３１．０重量パーセントのＨＦＣ－２２７ｅａ
、および５．８重量パーセントのジメチルエーテル；
　約－２５℃の温度で約１１．３ｐｓｉａ（７８．２ｋＰａ）の蒸気圧を有する６６．０
重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、１３．０重量パーセントのｎ－ブタン、および
２１．１重量パーセントのジメチルエーテル；
　約－２５℃の温度で約１２．３ｐｓｉａ（８４．５ｋＰａ）の蒸気圧を有する７１．３
重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、５．６重量パーセントのｎ－ブタン、および２
３．０重量パーセントのＣＦ3ＳＣＦ3；
　約－２５℃の温度で約１２．８ｐｓｉａ（８８．５ｋＰａ）の蒸気圧を有する４９．９
重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、２９．７重量パーセントのイソブタン、および
２０．４重量パーセントのジメチルエーテル；ならびに
　約－２５℃の温度で約１３．２ｐｓｉａ（９０．９ｋＰａ）の蒸気圧を有する２７．７
重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅ、２．２重量パーセントのイソブタン、および７
０．１重量パーセントのＣＦ3Ｉ
からなる群から選択された共沸組成物を含むことを特徴とする前記１．に記載の組成物。
２７．前記２．に記載の組成物であって、
　約－２５℃の温度で約１３．０ｐｓｉａ（９０ｋＰａ）の蒸気圧を有する１７．０重量
パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅおよび８３．０重量パーセントのＨＦＣ－
１２４３ｚｆ；
　約－２５℃の温度で約１２．５ｐｓｉａ（８６ｋＰａ）の蒸気圧を有する４５．７重量
パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅおよび５４．３重量パーセントのＨＦＣ－
１３４；
　約－２５℃の温度で約１５．５ｐｓｉａ（１０７ｋＰａ）の蒸気圧を有する９．５重量
パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅおよび９０．５重量パーセントのＨＦＣ－
１３４ａ；
　約－２５℃の温度で約１４．６ｐｓｉａ（１０１ｋＰａ）の蒸気圧を有する２１．６重
量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅおよび７８．４重量パーセントのＨＦＣ
－１５２ａ；
　約－２５℃の温度で約１１．７ｐｓｉａ（８１ｋＰａ）の蒸気圧を有する５９．２重量
パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅおよび４０．８重量パーセントのＨＦＣ－
２２７ｅａ；
　約－２５℃の温度で約３０．３ｐｓｉａ（２０９ｋＰａ）の蒸気圧を有する２８．５重
量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅおよび７１．５重量パーセントのプロパ
ン；
　約－２５℃の温度で約１１．９ｐｓｉａ（８２ｋＰａ）の蒸気圧を有する８８．６重量
パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅおよび１１．４重量パーセントのｎ－ブタ
ン；
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　約－２５℃の温度で約１２．９ｐｓｉａ（８９ｋＰａ）の蒸気圧を有する７７．９重量
パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅおよび２２．１重量パーセントのイソブタ
ン；
　約－２５℃の温度で約１０．８ｐｓｉａ（７４ｋＰａ）の蒸気圧を有する８４．１重量
パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅおよび１５．９重量パーセントのジメチル
エーテル；
　約－２５℃の温度で約１２．７ｐｓｉａ（８８ｋＰａ）の蒸気圧を有する３４．３重量
パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅおよび６５．７重量パーセントのＣＦ3Ｓ
ＣＦ3；
　約－２５℃の温度で約１３．１ｐｓｉａ（９０．４ｋＰａ）の蒸気圧を有する７．１重
量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅ、７３．７重量パーセントのＨＦＣ－１
２４３ｚｆ、および１９．２重量パーセントのＨＦＣ－２２７ｅａ；
　約－２５℃の温度で約１３．５ｐｓｉａ（９２．９ｋＰａ）の蒸気圧を有する９．５重
量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅ、８１．２重量パーセントのＨＦＣ－１
２４３ｚｆ、および９．３重量パーセントのｎ－ブタン；
　約－２５℃の温度で約１４．３ｐｓｉａ（９８．３ｋＰａ）の蒸気圧を有する３．３重
量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅ、７７．６重量パーセントのＨＦＣ－１
２４３ｚｆ、および１９．１重量パーセントのイソブタン；
　約－２５℃の温度で約１２．０ｐｓｉａ（８２．９ｋＰａ）の蒸気圧を有する２．６重
量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅ、７０．０重量パーセントのＨＦＣ－１
２４３ｚｆ、および２７．４重量パーセントのジメチルエーテル；
　約－２５℃の温度で約１２．４ｐｓｉａ（８５．３ｋＰａ）の蒸気圧を有する５２．０
重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅ、４２．９重量パーセントのＨＦＣ－
１３４、および５．１重量パーセントのＨＦＣ－１５２ａ；
　約－２５℃の温度で約１２．６ｐｓｉａ（８６．９ｋＰａ）の蒸気圧を有する３０．０
重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅ、４３．２重量パーセントのＨＦＣ－
１３４、および２６．８重量パーセントのＨＦＣ－２２７ｅａ；
　約－２５℃の温度で約９．８ｐｓｉａ（６７．３ｋＰａ）の蒸気圧を有する２７．７重
量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅ、５４．７重量パーセントのＨＦＣ－１
３４、および１７．７重量パーセントのジメチルエーテル；
　約－２５℃の温度で約１４．４ｐｓｉａ（９９．４ｋＰａ）の蒸気圧を有する１４．４
重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅ、３４．７重量パーセントのＨＦＣ－
１３４ａ、および５１．０重量パーセントのＨＦＣ－１５２ａ；
　約－２５℃の温度で約１５．４ｐｓｉａ（１０６ｋＰａ）の蒸気圧を有する５．４重量
パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅ、８０．５重量パーセントのＨＦＣ－１５
２ａ、および１４．１重量パーセントのｎ－ブタン；
　約－２５℃の温度で約１０．８ｐｓｉａ（７４．５ｋＰａ）の蒸気圧を有する５９．１
重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅ、１６．４重量パーセントのＨＦＣ－
１５２ａ、および２４．５重量パーセントのジメチルエーテル；
　約－２５℃の温度で約１２．６ｐｓｉａ（８６．９ｋＰａ）の蒸気圧を有する４０．１
重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅ、４８．５重量パーセントのＨＦＣ－
２２７ｅａ、および１１．３重量パーセントのｎ－ブタン；
　約－２５℃の温度で約１１．３ｐｓｉａ（７７．８ｋＰａ）の蒸気圧を有する６８．１
重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅ、１３．０重量パーセントのｎ－ブタ
ン、および１８．９重量パーセントのジメチルエーテル；
　約－２５℃の温度で約１１．９ｐｓｉａ（８１．８ｋＰａ）の蒸気圧を有する８１．２
重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅ、９．７重量パーセントのｎ－ブタン
、および９．１重量パーセントのＣＦ3Ｉ；
　約－２５℃の温度で約１２．４ｐｓｉａ（８５．４ｋＰａ）の蒸気圧を有する５５．５
重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅ、２８．７重量パーセントのイソブタ
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ン、および１５．８重量パーセントのジメチルエーテル；
　約－２５℃の温度で約１２．６ｐｓｉａ（８６．７ｋＰａ）の蒸気圧を有する３４．９
重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅ、６．１重量パーセントのイソブタン
、および５９．０重量パーセントのＣＦ3Ｉ、
　約－２５℃の温度で約１２．７ｐｓｉａ（８７．３ｋＰａ）の蒸気圧を有する３７．７
重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅ、１．１重量パーセントのイソブタン
、および６１．７重量パーセントのＣＦ3ＳＣＦ3；
　約２５℃の温度で約３０．３ｐｓｉａ（２０９ｋＰａ）の蒸気圧を有する２０．９重量
パーセントのシス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅおよび７９．１重量パーセントのＨＦＣ－２３
６ｅａ；
　約２５℃の温度で約２６．１ｐｓｉａ（１８０ｋＰａ）の蒸気圧を有する７６．２重量
パーセントのシス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅおよび２３．８重量パーセントのＨＦＣ－２４
５ｆａ；
　約－２５℃の温度で約６．１ｐｓｉａ（４１．９ｋＰａ）の蒸気圧を有する５１．４重
量パーセントのシス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅおよび４８．６重量パーセントのｎ－ブタン
；
　約－２５℃の温度で約８．７ｐｓｉａ（６０．３ｋＰａ）の蒸気圧を有する２６．２重
量パーセントのシス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅおよび７３．８重量パーセントのイソブタン
；
　約２５℃の温度で約２７．２ｐｓｉａ（１８８ｋＰａ）の蒸気圧を有する８６．６重量
パーセントのシス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅおよび１３．４重量パーセント２－メチルブタ
ン；ならびに
　約２５℃の温度で約２６．２ｐｓｉａ（１８１ｋＰａ）の蒸気圧を有する９２．９重量
パーセントのシス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅおよび７．１重量パーセントのｎ－ペンタン
からなる群から選択された共沸組成物を含むことを特徴とする前記２．に記載の組成物。
２８．前記３．に記載の組成物であって、
　約－２５℃の温度で約４９．２ｐｓｉａ（３３９ｋＰａ）の蒸気圧を有する７．４重量
パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆおよび９２．６重量パーセントのＨＦＣ－３２；
　約－２５℃の温度で約４０．７ｐｓｉａ（２８１ｋＰａ）の蒸気圧を有する１０．９重
量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆおよび８９．１重量パーセントのＨＦＣ－１２５；
　約－２５℃の温度で約１８．４ｐｓｉａ（１２７ｋＰａ）の蒸気圧を有する７０．４重
量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆおよび２９．６重量パーセントのＨＦＣ－１３４ａ
；
　約－２５℃の温度で約１７．９ｐｓｉａ（１２３ｋＰａ）の蒸気圧を有する９１．０重
量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆおよび９．０重量パーセントのＨＦＣ－１５２ａ；
　約－２５℃の温度で約２９．５ｐｓｉａ（２７２ｋＰａ）の蒸気圧を有する１７．３重
量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆおよび８２．７重量パーセントのＨＦＣ－１４３ａ
；
　約－２５℃の温度で約１８．０ｐｓｉａ（１２４ｋＰａ）の蒸気圧を有する８４．６重
量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆおよび１５．４重量パーセントのＨＦＣ－２２７ｅ
ａ、
　約－２５℃の温度で約３３．５ｐｓｉａ（２３１ｋＰａ）の蒸気圧を有する５１．５重
量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆおよび４８．５重量パーセントのプロパン；
　約－２５℃の温度で約１７．９ｐｓｉａ（１２３ｋＰａ）の蒸気圧を有する９８．１重
量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆおよび１．９重量パーセントのｎ－ブタン；
　約－２５℃の温度で約１９．０ｐｓｉａ（１３１ｋＰａ）の蒸気圧を有する８８．１重
量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆおよび１１．９重量パーセントのイソブタン；
　約－２５℃の温度で約１３．１ｐｓｉａ（９０ｋＰａ）の蒸気圧を有する５３．５重量
パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆおよび４６．５重量パーセントのジメチルエーテル；
　約－２５℃の温度で約４０．８ｐｓｉａ（２８１ｋＰａ）の蒸気圧を有する８９．１重
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量パーセントのＨＦＣ－１２５、９．７重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆおよび１
．２重量パーセントのイソブタン；
　約－２５℃の温度で約５０．０ｐｓｉａ（３４５ｋＰａ）の蒸気圧を有する３．９重量
パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆ、７４．３重量パーセントのＨＦＣ－３２、および２
１．８重量パーセントのＨＦＣ－１４３ａ；
　約－２５℃の温度で約５０．０ｐｓｉａ（３４５ｋＰａ）の蒸気圧を有する１．１重量
パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆ、９２．１重量パーセントのＨＦＣ－３２および６．
８重量パーセントのイソブタン；
　約－２５℃の温度で約３８．６ｐｓｉａ（２６６ｋＰａ）の蒸気圧を有する１４．４重
量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆ、４３．５重量パーセントのＨＦＣ－１２５および
４２．１重量パーセントのＨＦＣ－１４３ａ；
　約－２５℃の温度で約３４．３ｐｓｉａ（２３６ｋＰａ）の蒸気圧を有する４．３重量
パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆ、３９．１重量パーセントのＨＦＣ－１３４および５
６．７重量パーセントのプロパン；
　約－２５℃の温度で約１０．４ｐｓｉａ（７１．６ｋＰａ）の蒸気圧を有する１５．２
重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆ、６７．０重量パーセントのＨＦＣ－１３４およ
び１７．８重量パーセントのジメチルエーテル；
　約－２５℃の温度で約３４．０ｐｓｉａ（２３４ｋＰａ）の蒸気圧を有する２４．５重
量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆ、３１．１重量パーセントのＨＦＣ－１３４ａおよ
び４４．５重量パーセントのプロパン；
　約－２５℃の温度で約１８．６ｐｓｉａ（１２８ｋＰａ）の蒸気圧を有する６０．３重
量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆ、３５．２重量パーセントのＨＦＣ－１３４ａおよ
び４．５重量パーセントのｎ－ブタン；
　約－２５℃の温度で約１９．９ｐｓｉａ（１３７ｋＰａ）の蒸気圧を有する４８．６重
量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆ、３７．２重量パーセントのＨＦＣ－１３４ａおよ
び１４．３重量パーセントのイソブタン；
　約－２５℃の温度で約１７．２ｐｓｉａ（１１９ｋＰａ）の蒸気圧を有する２４．０重
量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆ、６７．９重量パーセントのＨＦＣ－１３４ａおよ
び８．１重量パーセントのジメチルエーテル；
　約－２５℃の温度で約４０．４ｐｓｉａ（２７９ｋＰａ）の蒸気圧を有する１７．７重
量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆ、７１．０重量パーセントのＨＦＣ－１４３ａおよ
び１１．３重量パーセントのプロパン；
　約－２５℃の温度で約３９．１ｐｓｉａ（２６９ｋＰａ）の蒸気圧を有する５．７重量
パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆ、９３．０重量パーセントのＨＦＣ－１４３ａおよび
１．３重量パーセントのジメチルエーテル；
　約－２５℃の温度で約１８．０ｐｓｉａ（１２４ｋＰａ）の蒸気圧を有する８６．６重
量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆ、１０．８重量パーセントのＨＦＣ－１５２ａおよ
び２．７重量パーセントのｎ－ブタン；
　約－２５℃の温度で約１９．１ｐｓｉａ（１３２ｋＰａ）の蒸気圧を有する７５．３重
量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆ、１１．８重量パーセントのＨＦＣ－１５２ａおよ
び１２．９重量パーセントのイソブタン；
　約－２５℃の温度で約１１．８ｐｓｉａ（８１．２ｋＰａ）の蒸気圧を有する２４．６
重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆ、４３．３重量パーセントのＨＦＣ－１５２ａお
よび３２．１重量パーセントのジメチルエーテル；
　約－２５℃の温度で約３３．８ｐｓｉａ（２３３ｋＰａ）の蒸気圧を有する３５．６重
量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆ、１７．８重量パーセントのＨＦＣ－２２７ｅａお
よび４６．７重量パーセントのプロパン；
　約－２５℃の温度で約１８．１ｐｓｉａ（１２５ｋＰａ）の蒸気圧を有する８１．９重
量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆ、１６．０重量パーセントのＨＦＣ－２２７ｅａお
よび２．１重量パーセントのｎ－ブタン；
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　約－２５℃の温度で約１８．０ｐｓｉａ（１２４ｋＰａ）の蒸気圧を有する８６．６重
量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆ、１０．８重量パーセントのＨＦＣ－１５２ａおよ
び２．７重量パーセントのｎ－ブタン；
　約－２５℃の温度で約１９．３ｐｓｉａ（１３３ｋＰａ）の蒸気圧を有する７０．２重
量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆ、１８．２重量パーセントのＨＦＣ－２２７ｅａお
よび１１．６重量パーセントのイソブタン；
　約－２５℃の温度で約１５．０ｐｓｉａ（１０４ｋＰａ）の蒸気圧を有する２８．３重
量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆ、５５．６重量パーセントのＨＦＣ－２２７ｅａお
よび１６．１重量パーセントのジメチルエーテル；
　約－２５℃の温度で約１３．２ｐｓｉａ（９０．７ｋＰａ）の蒸気圧を有する４８．９
重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆ、４．６重量パーセントのｎ－ブタンおよび４６
．４重量パーセントのジメチルエーテル；
　約－２５℃の温度で約１４．２ｐｓｉａ（９７．８ｋＰａ）の蒸気圧を有する３１．２
重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆ、２６．２重量パーセントのイソブタンおよび４
２．６重量パーセントのジメチルエーテル；
　約－２５℃の温度で約１５．７ｐｓｉａ（１０８ｋＰａ）の蒸気圧を有する１６．３重
量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆ、１０．０重量パーセントのジメチルエーテルおよ
び７３．７重量パーセントのＣＦ3Ｉ；ならびに
　約－２５℃の温度で約１４．６ｐｓｉａ（１００ｋＰａ）の蒸気圧を有する３４．３重
量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆ、１０．５重量パーセントのジメチルエーテルおよ
び５５．２重量パーセントのＣＦ3ＳＣＦ3

からなる群から選択された共沸組成物を含むことを特徴とする前記３．に記載の組成物。
２９．前記４．に記載の組成物であって、
　約－２５℃の温度で約３．３５ｐｓｉａ（２３．１ｋＰａ）の蒸気圧を有する２４．０
重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｅおよび７６．０重量パーセントのＨＦＣ－２３６
ｅａ；
　約２５℃の温度で約２２．８ｐｓｉａ（１５７ｋＰａ）の蒸気圧を有する４２．５重量
パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｅおよび５７．５重量パーセントのＨＦＣ－２４５ｆａ
；
　約２５℃の温度で約３８．０ｐｓｉａ（２６２ｋＰａ）の蒸気圧を有する４１．２重量
パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｅおよび５８．８重量パーセントのｎ－ブタン；
　約２５℃の温度で約５０．９ｐｓｉａ（３５１ｋＰａ）の蒸気圧を有する１６．４重量
パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｅおよび８３．６重量パーセントのイソブタン；
　約２５℃の温度で約２３．１ｐｓｉａ（１５９ｋＰａ）の蒸気圧を有する８０．３重量
パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｅおよび１９．７重量パーセント２－メチルブタン；な
らびに
　約２５℃の温度で約２１．８ｐｓｉａ（１５０ｋＰａ）の蒸気圧を有する８７．７重量
パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｅおよび１２．３重量パーセントのｎ－ペンタン
からなる群から選択された共沸組成物を含むことを特徴とする前記４．に記載の組成物。
３０．前記５．に記載の組成物であって、
　約－２５℃の温度で約１３．５ｐｓｉａ（９３ｋＰａ）の蒸気圧を有する６３．０重量
パーセントのＨＦＣ－１２４３ｚｆおよび３７．０重量パーセントのＨＦＣ－１３４；
　約－２５℃の温度で約１５．９ｐｓｉａ（１１０ｋＰａ）の蒸気圧を有する２５．１重
量パーセントのＨＦＣ－１２４３ｚｆおよび７４．９重量パーセントのＨＦＣ－１３４ａ
；
　約－２５℃の温度で約１５．２ｐｓｉａ（１０４ｋＰａ）の蒸気圧を有する４０．７重
量パーセントのＨＦＣ－１２４３ｚｆおよび５９．３重量パーセントのＨＦＣ－１５２ａ
；
　約－２５℃の温度で約１３．１ｐｓｉａ（９０ｋＰａ）の蒸気圧を有する７８．５重量
パーセントのＨＦＣ－１２４３ｚｆおよび２１．５重量パーセントのＨＦＣ－２２７ｅａ
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；
　約－２５℃の温度で約３１．０ｐｓｉａ（２１３ｋＰａ）の蒸気圧を有する３２．８重
量パーセントのＨＦＣ－１２４３ｚｆおよび６７．２重量パーセントのプロパン；
　約－２５℃の温度で約１３．５ｐｓｉａ（９３ｋＰａ）の蒸気圧を有する９０．３重量
パーセントのＨＦＣ－１２４３ｚｆおよび９．７重量パーセントのｎ－ブタン；
　約－２５℃の温度で約１４．３ｐｓｉａ（９８ｋＰａ）の蒸気圧を有する８０．７重量
パーセントのＨＦＣ－１２４３ｚｆおよび１９．３重量パーセントのイソブタン；
　約－２５℃の温度で約１２．０ｐｓｉａ（８３ｋＰａ）の蒸気圧を有する７２．７重量
パーセントのＨＦＣ－１２４３ｚｆおよび２７．３重量パーセントのジメチルエーテル；
　約－２５℃の温度で約１３．５ｐｓｉａ（９３．４ｋＰａ）の蒸気圧を有する５８．６
重量パーセントのＨＦＣ－１２４３ｚｆ、３４．１重量パーセントのＨＦＣ－１３４、お
よび７．３重量パーセントのＨＦＣ－２２７ｅａ；
　約－２５℃の温度で約１４．７ｐｓｉａ（１０１ｋＰａ）の蒸気圧を有する２７．５重
量パーセントのＨＦＣ－１２４３ｚｆ、５８．７重量パーセントのＨＦＣ－１３４、およ
び１３．９重量パーセントのｎ－ブタン；
　約－２５℃の温度で約１０．１ｐｓｉａ（６９．７ｋＰａ）の蒸気圧を有する１８．７
重量パーセントのＨＦＣ－１２４３ｚｆ、６３．５重量パーセントのＨＦＣ－１３４、お
よび１７．８重量パーセントのジメチルエーテル；
　約－２５℃の温度で約１４．５ｐｓｉａ（９９．６ｋＰａ）の蒸気圧を有する１１．４
重量パーセントのＨＦＣ－１２４３ｚｆ、２３．９重量パーセントのＨＦＣ－１３４、お
よび６４．７重量パーセントのＣＦ3Ｉ；
　約－２５℃の温度で約１５．０ｐｓｉａ（１０３ｋＰａ）の蒸気圧を有する４１．５重
量パーセントのＨＦＣ－１２４３ｚｆ、２１．５重量パーセントのＨＦＣ－１３４ａ、お
よび３７．１重量パーセントのＨＦＣ－１５２ａ；
　約－２５℃の温度で約１７．０ｐｓｉａ（１１７ｋＰａ）の蒸気圧を有する７．０重量
パーセントのＨＦＣ－１２４３ｚｆ、８１．４重量パーセントのＨＦＣ－１３４ａ、およ
び１１．６重量パーセントのｎ－ブタン；
　約－２５℃の温度で約３１．７ｐｓｉａ（２１９ｋＰａ）の蒸気圧を有する２．９重量
パーセントのＨＦＣ－１２４３ｚｆ、３４．０重量パーセントのＨＦＣ－１５２ａ、およ
び６３．０重量パーセントのプロパン；
　約－２５℃の温度で約１５．７ｐｓｉａ（１０８ｋＰａ）の蒸気圧を有する２８．８重
量パーセントのＨＦＣ－１２４３ｚｆ、６０．３重量パーセントのＨＦＣ－１５２ａ、お
よび１１．０重量パーセントのｎ－ブタン；
　約－２５℃の温度で約１７．１ｐｓｉａ（１１８ｋＰａ）の蒸気圧を有する６．２重量
パーセントのＨＦＣ－１２４３ｚｆ、６８．５重量パーセントのＨＦＣ－１５２ａ、およ
び２５．３重量パーセントのイソブタン；
　約－２５℃の温度で約１１．４ｐｓｉａ（７８．７ｋＰａ）の蒸気圧を有する３３．１
重量パーセントのＨＦＣ－１２４３ｚｆ、３６．８重量パーセントのＨＦＣ－１５２ａ、
および３０．１重量パーセントのジメチルエーテル；
　約－２５℃の温度で約１３．７ｐｓｉａ（９４．３ｋＰａ）の蒸気圧を有する６２．０
重量パーセントのＨＦＣ－１２４３ｚｆ、２８．４重量パーセントのＨＦＣ－２２７ｅａ
、および９．６重量パーセントのｎ－ブタン；
　約－２５℃の温度で約１５．０ｐｓｉａ（１０３ｋＰａ）の蒸気圧を有する２７．９重
量パーセントのＨＦＣ－１２４３ｚｆ、５１．０重量パーセントのＨＦＣ－２２７ｅａ、
および２１．１重量パーセントのイソブタン；
　約－２５℃の温度で約１２．８ｐｓｉａ（８８．１ｋＰａ）の蒸気圧を有する４８．１
重量パーセントのＨＦＣ－１２４３ｚｆ、４４．８重量パーセントのＨＦＣ－２２７ｅａ
、および７．２重量パーセントのジメチルエーテル；
　約－２５℃の温度で約１２．３ｐｓｉａ（８４．７ｋＰａ）の蒸気圧を有する６０．３
重量パーセントのＨＦＣ－１２４３ｚｆ、１０．１重量パーセントのｎ－ブタン、および
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２９．６重量パーセントのジメチルエーテル；
　約－２５℃の温度で約１３．２ｐｓｉａ（９０．７ｋＰａ）の蒸気圧を有する４７．１
重量パーセントのＨＦＣ－１２４３ｚｆ、２６．９重量パーセントのイソブタン、および
２５．９重量パーセントのジメチルエーテル；
　約－２５℃の温度で約１４．０ｐｓｉａ（９６．３ｋＰａ）の蒸気圧を有する３２．８
重量パーセントのＨＦＣ－１２４３ｚｆ、１．１重量パーセントのイソブタン、および６
６．１重量パーセントのＣＦ3Ｉ；ならびに
　約－２５℃の温度で約１３．６ｐｓｉａ（９３．８ｋＰａ）の蒸気圧を有する４１．１
重量パーセントのＨＦＣ－１２４３ｚｆ、２．３重量パーセントのジメチルエーテル、お
よび５６．６重量パーセントのＣＦ3ＳＣＦ3

からなる群から選択された共沸組成物を含むことを特徴とする前記５．に記載の組成物。
３１．ポリオールエステル、ポリアルキレングリコール、ポリビニルエーテル、鉱油、ア
ルキルベンゼン、合成パラフィン、合成ナフテン、およびポリ（アルファ）オレフィンか
らなる群から選択された潤滑油をさらに含むことを特徴とする前記１．～３０.のいずれ
か一に記載の組成物。
３２．ハイドロフルオロカーボン、重水素化炭化水素、重水素化ハイドロフルオロカーボ
ン、パーフルオロカーボン、フルオロエーテル、臭素化化合物、ヨウ素化化合物、アルコ
ール、アルデヒド、ケトン、亜酸化窒素（Ｎ2Ｏ）およびそれらの組み合わせからなる群
から選択されたトレーサーをさらに含むことを特徴とする前記１．～３０.のいずれか一
に記載の組成物。
３３．前記３２．に記載の組成物であって、
　ＣＤ3ＣＤ3、ＣＤ3ＣＤ2ＣＤ3、ＣＤ2Ｆ2、ＣＦ3ＣＤ2ＣＦ3、ＣＤ2ＦＣＦ3、ＣＤ3Ｃ
Ｆ3、ＣＤＦ2ＣＦ3、ＣＦ3ＣＤＦＣＦ3、ＣＦ3ＣＦ2ＣＤＦ2、ＣＤＦ2ＣＤＦ2、ＣＦ3Ｃ
Ｆ2ＣＤ3、ＣＦ3ＣＤ2ＣＨ3、ＣＦ2ＣＨ2ＣＤ3、ＣＦ3ＣＦ3、シクロ－ＣＦ2ＣＦ2ＣＦ2

－、ＣＦ3ＣＦ2ＣＦ3、シクロ－ＣＦ2ＣＦ2ＣＦ2ＣＦ2－、ＣＦ3ＣＦ2ＣＦ2ＣＦ3、ＣＦ3

ＣＦ（ＣＦ3）2、シクロ－ＣＦ（ＣＦ3）ＣＦ2ＣＦ（ＣＦ3）ＣＦ2－、トランス－シクロ
－ＣＦ2ＣＦ（ＣＦ3）ＣＦ（ＣＦ3）ＣＦ2－、シス－シクロ－ＣＦ2ＣＦ（ＣＦ3）ＣＦ（
ＣＦ3）ＣＦ2－、ＣＦ3ＯＣＨＦ2、ＣＦ3ＯＣＨ2Ｆ、ＣＦ3ＯＣＨ3、ＣＦ3ＯＣＨＦＣＦ3

、ＣＦ3ＯＣＨ2ＣＦ3、ＣＦ3ＯＣＨ2ＣＨＦ2、ＣＦ3ＣＨ2ＯＣＨＦ2、ＣＨ3ＯＣＦ2ＣＦ3

、ＣＨ3ＣＦ2ＯＣＦ3、ＣＦ3ＣＦ2ＣＦ2ＯＣＨＦＣＦ3、ＣＦ3ＣＦ2ＣＦ2ＯＣＦ（ＣＦ3

）ＣＦ2ＯＣＨＦＣＦ3、ＣＨＦ3、ＣＨ2ＦＣＨ3、ＣＨＦ2ＣＨ3、ＣＨＦ2ＣＨＦ2、ＣＦ3

ＣＨＦＣＦ3、ＣＦ3ＣＦ2ＣＨＦ2、ＣＦ3ＣＦ2ＣＨ2Ｆ、ＣＨＦ2ＣＨＦＣＦ3、ＣＦ3ＣＨ

2ＣＦ3、ＣＦ3ＣＦ2ＣＨ3、ＣＦ3ＣＨ2ＣＨＦ2、ＣＨＦ2ＣＦ2ＣＨ3、ＣＦ3ＣＨＦＣＨ3

、ＣＦ3ＣＨ2ＣＨ3、ＣＨ3ＣＦ2ＣＨ3、ＣＨ3ＣＨＦＣＨ3、ＣＨ2ＦＣＨ2ＣＨ3、ＣＨＦ2

ＣＦ2ＣＦ2ＣＦ3、（ＣＦ3）2ＣＨＣＦ3、ＣＦ3ＣＨ2ＣＦ2ＣＦ3、ＣＨＦ2ＣＦ2ＣＦ2Ｃ
ＨＦ2、ＣＨ3ＣＦ2ＣＦ2ＣＦ3、ＣＦ3ＣＨＦＣＨＦＣＦ2ＣＦ3、パーフルオロメチルシク
ロペンタン、パーフルオロメチルシクロヘキサン、パーフルオロジメチルシクロヘキサン
（オルト、メタ、またはパラ）、パーフルオロエチルシクロヘキサン、パーフルオロイン
ダン、パーフルオロトリメチルシクロヘキサンおよびその異性体、パーフルオロイソプロ
ピルシクロヘキサン、シス－パーフルオロデカリン、トランス－パーフルオロデカリン、
シス－またはトランス－パーフルオロメチルデカリンおよびその異性体、ＣＨ3Ｂｒ、Ｃ
Ｈ2ＦＢｒ、ＣＨＦ2Ｂｒ、ＣＨＦＢｒ2、ＣＨＢｒ3、ＣＨ2ＢｒＣＨ3、ＣＨＢｒ＝ＣＨ2

、ＣＨ2ＢｒＣＨ2Ｂｒ、ＣＦＢｒ＝ＣＨＦ、ＣＦ3Ｉ、ＣＨＦ2Ｉ、ＣＨ2ＦＩ、ＣＦ2ＩＣ
Ｈ2Ｆ、ＣＦ2ＩＣＨＦ2、ＣＦ2ＩＣＦ2Ｉ、Ｃ6Ｆ5Ｉ、エタノール、ｎ－プロパノール、
イソプロパノール、アセトン、ｎ－プロパナール、ｎ－ブタナール、メチルエチルケトン
、亜酸化窒素、ならびにそれらの組み合わせからなる群から選択されたトレーサーをさら
に含むことを特徴とする前記３２．に記載の組成物。
３４．前記１．～３０．のいずれか一に記載の組成物であって、
　ａ）式Ｒ1［（ＯＲ2）xＯＲ3］yで表されるポリオキシアルキレングリコールエーテル
であって、ｘが１～３の整数であり、ｙが１～４の整数であり、Ｒ1が水素ならびに１～
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６個の炭素原子およびｙ個の結合部位を有する脂肪族炭化水素基から選択され、Ｒ2が２
～４個の炭素原子を有する脂肪族ヒドロカルビレン基から選択され、Ｒ3が水素ならびに
１～６個の炭素原子を有する脂肪族および脂環式炭化水素基から選択され、Ｒ1およびＲ3

の少なくとも１つが前記炭化水素基から選択され、かつ、約１００～約３００原子質量単
位の分子量を有するポリオキシアルキレングリコールエーテル；
　ｂ）式Ｒ1Ｃ（Ｏ）ＮＲ2Ｒ3およびシクロ－［Ｒ4ＣＯＮ（Ｒ5）－］で表されるアミド
であって、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3およびＲ5が独立して１～１２個の炭素原子を有する脂肪族およ
び脂環式炭化水素基、ならびに６～１２個の炭素原子を有する多くても１つの芳香族基か
ら選択され、Ｒ4が３～１２個の炭素原子を有する脂肪族ヒドロカルビレン基から選択さ
れ、かつ、約１００～約３００原子質量単位の分子量を有するアミド；
　ｃ）式Ｒ1Ｃ（Ｏ）Ｒ2で表されるケトンであって、Ｒ1およびＲ2が独立して１～１２個
の炭素原子を有する脂肪族、脂環式およびアリール炭化水素基から選択され、かつ、約７
０～約３００原子質量単位の分子量を有するケトン；
　ｄ）式Ｒ1ＣＮで表されるニトリルであって、Ｒ1が５～１２個の炭素原子を有する脂肪
族、脂環式またはアリール炭化水素基から選択される、約９０～約２００原子質量単位の
分子量を有するニトリル；
　ｅ）式ＲＣｌxで表されるクロロカーボンであって、ｘが１または２であり、Ｒが１～
１２個の炭素原子を有する脂肪族および脂環式炭化水素基から選択され、かつ、約１００
～約２００原子質量単位の分子量を有するクロロカーボン；
　ｆ）式Ｒ1ＯＲ2で表されるアリールエーテルであって、Ｒ1が６～１２個の炭素原子を
有するアリール炭化水素基から選択され、Ｒ2が１～４個の炭素原子を有する脂肪族炭化
水素基から選択され、かつ、約１００～約１５０原子質量単位の分子量を有するアリール
エーテル、
　ｇ）式ＣＦ3Ｒ

1で表される１，１，１－トリフルオロアルカンであって、Ｒ1が約５～
約１５個の炭素原子を有する脂肪族および脂環式炭化水素基から選択される１，１，１－
トリフルオロアルカン；
　ｈ）式Ｒ1ＯＣＦ2ＣＦ2Ｈで表されるフルオロエーテルであって、
Ｒ1が約５～約１５個の炭素原子を有する脂肪族、脂環式、および芳香族炭化水素基から
選択されるか、または、
フルオロオレフィンとポリオールとから誘導され、ここで、前記フルオロオレフィンがタ
イプＣＦ2＝ＣＸＹ（式中、Ｘは水素、塩素またはフッ素であり、そしてＹは塩素、フッ
素、ＣＦ3またはＲfがＣＦ3，Ｃ2Ｆ5もしくはＣ3Ｆ7であるＯＲfである）のものであり、
そして前記ポリオールが線状または分岐であり、ここで、前記線状ポリオールがタイプＨ
ＯＣＨ2ＣＲＲ'（ＣＨ2）z（ＣＨＯＨ）xＣＨ2（ＣＨ2ＯＨ）y（式中、ＲおよびＲ’は水
素、ＣＨ3またはＣ2Ｈ5であり、ｘは０～４の整数であり、ｙは０～３の整数であり、そ
してｚは０か１かのどちらかである）のものであり、そして前記分岐ポリオールがタイプ
Ｃ（ＯＨ）t（Ｒ）u（ＣＨ2ＯＨ）v［（ＣＨ2）mＣＨ2ＯＨ］w（式中、Ｒは水素、ＣＨ3

またはＣ2Ｈ5であってもよく、ｍは０～３の整数であり、ｔおよびｕは０または１であり
、ｖおよびｗは０～４の整数であり、そしてまたここで、ｔ＋ｕ＋ｖ＋ｗ＝４である）の
ものである、
フルオロエーテル；
　ｉ）構造［Ｂ］、［Ｃ］、および［Ｄ］で表されるラクトンであって、Ｒ1～Ｒ8が独立
して水素か、線状、分岐、環式、二環式、飽和および不飽和のヒドロカルビル基から選択
され、かつ、分子量が約１００～約３００原子質量単位であるラクトン；
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【化４】

ならびに
　ｊ）一般式Ｒ1ＣＯ2Ｒ

2で表されるエステルであって、Ｒ1およびＲ2が独立して線状お
よび環式の、飽和および不飽和の、アルキルおよびアリール基から選択され、かつ、約８
０～約５５０原子質量単位の分子量を有するエステル
からなる群から選択された相溶化剤をさらに含むことを特徴とする前記１．～３０．のい
ずれか一に記載の組成物。
３５．ナフタルイミド、ペリレン、クマリン、アントラセン、フェナントレン、キサンテ
ン、チオキサンテン、ナフトキサンテン、フルオレセイン、前記染料の誘導体およびそれ
らの組み合わせからなる群から選択された少なくとも１つの紫外線蛍光染料をさらに含む
ことを特徴とする前記１．～３０．のいずれか一に記載の組成物。
３６．炭化水素、ジメチルエーテル、ポリオキシアルキレングリコールエーテル、アミド
、ケトン、ニトリル、クロロカーボン、エステル、ラクトン、アリールエーテル、ハイド
ロフルオロエーテル、および１，１，１－トリフルオロアルカンからなる群から選択され
た少なくとも１つの可溶化剤をさらに含むことを特徴とする前記３５．に記載の組成物。
３７．前記３６．に記載の組成物であって、前記可溶化剤が、
　ａ）式Ｒ1［（ＯＲ2）xＯＲ3］yで表されるポリオキシアルキレングリコールエーテル
であって、ｘが１～３の整数であり、ｙが１～４の整数であり、Ｒ1が水素ならびに１～
６個の炭素原子およびｙ個の結合部位を有する脂肪族炭化水素基から選択され、Ｒ2が２
～４個の炭素原子を有する脂肪族ヒドロカルビレン基から選択され、Ｒ3が水素ならびに
１～６個の炭素原子を有する脂肪族および脂環式炭化水素基から選択され、Ｒ1およびＲ3

の少なくとも１つが前記炭化水素基から選択され、かつ、約１００～約３００原子質量単
位の分子量を有するポリオキシアルキレングリコールエーテル；
　ｂ）式Ｒ1Ｃ（Ｏ）ＮＲ2Ｒ3およびシクロ－［Ｒ4ＣＯＮ（Ｒ5）－］で表されるアミド
であって、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3およびＲ5が独立して１～１２個の炭素原子を有する脂肪族およ
び脂環式炭化水素基、ならびに６～１２個の炭素原子を有する多くても１つの芳香族基か
ら選択され、Ｒ4が３～１２個の炭素原子を有する脂肪族ヒドロカルビレン基から選択さ
れ、かつ、約１００～約３００原子質量単位の分子量を有するアミド；
　ｃ）式Ｒ1Ｃ（Ｏ）Ｒ2で表されるケトンであって、Ｒ1およびＲ2が独立して１～１２個
の炭素原子を有する脂肪族、脂環式およびアリール炭化水素基から選択され、かつ、約７
０～約３００原子質量単位の分子量を有するケトン；
　ｄ）式Ｒ1ＣＮで表されるニトリルであって、Ｒ1が５～１２個の炭素原子を有する脂肪
族、脂環式またはアリール炭化水素基から選択され、かつ、約９０～約２００原子質量単
位の分子量を有するニトリル；
　ｅ）式ＲＣｌxで表されるクロロカーボンであって、ｘが１または２であり、Ｒが１～
１２個の炭素原子を有する脂肪族および脂環式炭化水素基から選択され、かつ、約１００
～約２００原子質量単位の分子量を有するクロロカーボン；
　ｆ）式Ｒ1ＯＲ2で表されるアリールエーテルであって、Ｒ1が６～１２個の炭素原子を
有するアリール炭化水素基から選択され、Ｒ2が１～４個の炭素原子を有する脂肪族炭化
水素基から選択され、かつ、約１００～約１５０原子質量単位の分子量を有するアリール
エーテル；
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　ｇ）式ＣＦ3Ｒ
1で表される１，１，１－トリフルオロアルカンであって、Ｒ1が約５～

約１５個の炭素原子を有する脂肪族および脂環式炭化水素基から選択される１，１，１－
トリフルオロアルカン；
　ｈ）式Ｒ1ＯＣＦ2ＣＦ2Ｈで表されるフルオロエーテルであって、
Ｒ1が約５～約１５個の炭素原子を有する脂肪族、脂環式、および芳香族炭化水素基から
選択されるか、または、
フルオロオレフィンとポリオールとから誘導され、ここで、前記フルオロオレフィンがタ
イプＣＦ2＝ＣＸＹ（式中、Ｘは水素、塩素またはフッ素であり、そしてＹは塩素、フッ
素、ＣＦ3またはＲfがＣＦ3、Ｃ2Ｆ5もしくはＣ3Ｆ7であるＯＲfである）のものであり、
そして前記ポリオールが線状または分岐であり、ここで、前記線状ポリオールがタイプＨ
ＯＣＨ2ＣＲＲ'（ＣＨ2）z（ＣＨＯＨ）xＣＨ2（ＣＨ2ＯＨ）y（式中、ＲおよびＲ’は水
素、ＣＨ3またはＣ2Ｈ5であり、ｘは０～４の整数であり、ｙは０～３の整数であり、そ
してｚは０か１かのどちらかである）のものであり、そして前記分岐ポリオールがタイプ
Ｃ（ＯＨ）t（Ｒ）u（ＣＨ2ＯＨ）v［（ＣＨ2）mＣＨ2ＯＨ］w（式中、Ｒは水素、ＣＨ3

またはＣ2Ｈ5であってもよく、ｍは０～３の整数であり、ｔおよびｕは０または１であり
、ｖおよびｗは０～４の整数であり、そしてまたここで、ｔ＋ｕ＋ｖ＋ｗ＝４である）の
ものである、
フルオロエーテル；
　ｉ）構造［Ｂ］、［Ｃ］、および［Ｄ］で表されるラクトンであって、Ｒ1～Ｒ8が独立
して水素か、線状、分岐、環式、二環式、飽和および不飽和のヒドロカルビル基から選択
され、かつ、分子量が約１００～約３００原子質量単位であるラクトン；

【化５】

ならびに
　ｊ）一般式Ｒ1ＣＯ2Ｒ

2で表されるエステルであって、Ｒ1およびＲ2が独立して線状お
よび環式の、飽和および不飽和の、アルキルおよびアリール基から選択され、かつ、約８
０～約５５０原子質量単位の分子量を有するエステル
からなる群から選択されることを特徴とする前記３６．に記載の組成物。
３８．安定剤、水捕捉剤、または臭いマスキング剤をさらに含むことを特徴とする前記１
．～３０．のいずれか一に記載の組成物。
３９．前記安定剤が、ニトロメタン、ヒンダードフェノール、ヒドロキシルアミン、チオ
ール、ホスファイトおよびラクトンからなる群から選択されることを特徴とする前記３８
．に記載の組成物。
４０．（ａ）ポリオールエステル、ポリアルキレングリコール、ポリビニルエーテル、鉱
油、アルキルベンゼン、合成パラフィン、合成ナフテン、およびポリ（アルファ）オレフ
ィンからなる群から選択された少なくとも１つの潤滑油と、
　（ｂ）組成物であって、
　約１重量パーセント～約９９重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅおよび約９９重量
パーセント～約１重量パーセントのＨＦＣ－１５２ａ；
　約１重量パーセント～約９９重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅおよび約９９重量
パーセント～約１重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆ；
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　約１重量パーセント～約９９重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅおよび約９９重量
パーセント～約１重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅ；
　約１重量パーセント～約９９重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅおよび約９９重量
パーセント～約１重量パーセントのＨＦＣ－１２４３ｚｆ；
　約１重量パーセント～約９９重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅおよび
約９９重量パーセント～約１重量パーセントのＨＦＣ－１３４ａ；
　約１重量パーセント～約９９重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅおよび
約９９重量パーセント～約１重量パーセントのＨＦＣ－１５２ａ；
　約１重量パーセント～約９９重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅおよび
約９９重量パーセント～約１重量パーセントのＨＦＣ－２２７ｅａ；ならびに
　約１重量パーセント～約９９重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅおよび
約９９重量パーセント～約１重量パーセントのＣＦ3Ｉ
からなる群から選択された組成物と
を含むことを特徴とする組成物。
４１．組成物であって、
　ａ）冷媒または伝熱流体組成物であって、
　約１重量パーセント～約９９重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅおよび約９９重量
パーセント～約１重量パーセントのＨＦＣ－１５２ａ；
　約１重量パーセント～約９９重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅおよび約９９重量
パーセント～約１重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆ；
　約１重量パーセント～約９９重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅおよび約９９重量
パーセント～約１重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅ、
　約１重量パーセント～約９９重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅおよび約９９重量
パーセント～約１重量パーセントのＨＦＣ－１２４３ｚｆ；
　約１重量パーセント～約９９重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅおよび
約９９重量パーセント～約１重量パーセントのＨＦＣ－１３４ａ；
　約１重量パーセント～約９９重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅおよび
約９９重量パーセント～約１重量パーセントのＨＦＣ－１５２ａ；
　約１重量パーセント～約９９重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅおよび
約９９重量パーセント～約１重量パーセントのＨＦＣ－２２７ｅａ；ならびに
　約１重量パーセント～約９９重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅおよび
約９９重量パーセント～約１重量パーセントのＣＦ3Ｉ
からなる群から選択された冷媒または伝熱流体組成物と、
　ｂ）相溶化剤であって、
　ｉ）式Ｒ1［（ＯＲ2）xＯＲ3］yで表されるポリオキシアルキレングリコールエーテル
であって、ｘが１～３の整数であり、ｙが１～４の整数であり、Ｒ1が水素ならびに１～
６個の炭素原子およびｙ個の結合部位を有する脂肪族炭化水素基から選択され、Ｒ2が２
～４個の炭素原子を有する脂肪族ヒドロカルビレン基から選択され、Ｒ3が水素ならびに
１～６個の炭素原子を有する脂肪族および脂環式炭化水素基から選択され、Ｒ1およびＲ3

の少なくとも１つが前記炭化水素基から選択され、かつ、約１００～約３００原子質量単
位の分子量を有するポリオキシアルキレングリコールエーテル；
　ｉｉ）式Ｒ1Ｃ（Ｏ）ＮＲ2Ｒ3およびシクロ－［Ｒ4ＣＯＮ（Ｒ5）－］で表されるアミ
ドであって、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3およびＲ5が独立して１～１２個の炭素原子を有する脂肪族お
よび脂環式炭化水素基、ならびに６～１２個の炭素原子を有する多くても１つの芳香族基
から選択され、Ｒ4が３～１２個の炭素原子を有する脂肪族ヒドロカルビレン基から選択
され、かつ、約１００～約３００原子質量単位の分子量を有するアミド；
　ｉｉｉ）式Ｒ1Ｃ（Ｏ）Ｒ2で表されるケトンであって、Ｒ1およびＲ2が独立して１～１
２個の炭素原子を有する脂肪族、脂環式およびアリール炭化水素基から選択され、かつ、
約７０～約３００原子質量単位の分子量を有するケトン；
　ｉｖ）式Ｒ1ＣＮで表されるニトリルであって、Ｒ1が５～１２個の炭素原子を有する脂
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肪族、脂環式またはアリール炭化水素基から選択され、かつ、約９０～約２００原子質量
単位の分子量を有するニトリル；
　ｖ）式ＲＣｌxで表されるクロロカーボンであって、ｘが１または２であり、Ｒが１～
１２個の炭素原子を有する脂肪族および脂環式炭化水素基から選択され、かつ、約１００
～約２００原子質量単位の分子量を有するクロロカーボン；
　ｖｉ）式Ｒ1ＯＲ2で表されるアリールエーテルであって、Ｒ1が６～１２個の炭素原子
を有するアリール炭化水素基から選択され、Ｒ2が１～４個の炭素原子を有する脂肪族炭
化水素基から選択され、かつ、約１００～約１５０原子質量単位の分子量を有するアリー
ルエーテル；
　ｖｉｉ）式ＣＦ3Ｒ

1で表される１，１，１－トリフルオロアルカンであって、Ｒ1が約
５～約１５個の炭素原子を有する脂肪族および脂環式炭化水素基から選択される１，１，
１－トリフルオロアルカン；
　ｖｉｉｉ）式Ｒ1ＯＣＦ2ＣＦ2Ｈで表されるフルオロエーテルであって、
Ｒ1が約５～約１５個の炭素原子を有する脂肪族、脂環式、および芳香族炭化水素基から
選択されるか、または、
フルオロオレフィンとポリオールとから誘導され、ここで、前記フルオロオレフィンがタ
イプＣＦ2＝ＣＸＹ（式中、Ｘは水素、塩素またはフッ素であり、そしてＹは塩素、フッ
素、ＣＦ3またはＲfがＣＦ3、Ｃ2Ｆ5もしくはＣ3Ｆ7であるＯＲfである）のものであり、
そして前記ポリオールが線状または分岐であり、ここで、前記線状ポリオールがタイプＨ
ＯＣＨ2ＣＲＲ'（ＣＨ2）z（ＣＨＯＨ）xＣＨ2（ＣＨ2ＯＨ）y（式中、ＲおよびＲ’は水
素、ＣＨ3またはＣ2Ｈ5であり、ｘは０～４の整数であり、ｙは０～３の整数であり、そ
してｚは０か１かのどちらかである）のものであり、そして前記分岐ポリオールがタイプ
Ｃ（ＯＨ）t（Ｒ）u（ＣＨ2ＯＨ）v［（ＣＨ2）mＣＨ2ＯＨ］w（式中、Ｒは水素、ＣＨ3

またはＣ2Ｈ5であってもよく、ｍは０～３の整数であり、ｔおよびｕは０または１であり
、ｖおよびｗは０～４の整数であり、そしてまたここで、ｔ＋ｕ＋ｖ＋ｗ＝４である）の
ものであるフルオロエーテル、
　ｉｘ）構造［Ｂ］、［Ｃ］、および［Ｄ］で表されるラクトンであって、Ｒ1～Ｒ8が独
立して水素か、線状、分岐、環式、二環式、飽和および不飽和のヒドロカルビル基から選
択され、かつ、分子量が約１００～約３００原子質量単位であるラクトン；
【化６】

ならびに
　ｘ）一般式Ｒ1ＣＯ2Ｒ

2で表されるエステルであって、Ｒ1およびＲ2が独立して線状お
よび環式の、飽和および不飽和の、アルキルおよびアリール基から選択され、かつ、約８
０～約５５０原子質量単位の分子量を有するエステル
からなる群から選択された相溶化剤と
を含むことを特徴とする組成物。
４２．組成物であって、
　（ａ）ナフタルイミド、ペリレン、クマリン、アントラセン、フェナントレン、キサン
テン、チオキサンテン、ナフトキサンテン、フルオレセイン、前記染料の誘導体およびそ
れらの組み合わせからなる群から選択された少なくとも１つの紫外線蛍光染料と、
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　（ｂ）約１重量パーセント～約９９重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅおよび約９
９重量パーセント～約１重量パーセントのＨＦＣ－１５２ａ；
　約１重量パーセント～約９９重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅおよび約９９重量
パーセント～約１重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆ；
　約１重量パーセント～約９９重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅおよび約９９重量
パーセント～約１重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅ；
　約１重量パーセント～約９９重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅおよび約９９重量
パーセント～約１重量パーセントのＨＦＣ－１２４３ｚｆ；
　約１重量パーセント～約９９重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅおよび
約９９重量パーセント～約１重量パーセントのＨＦＣ－１３４ａ；
　約１重量パーセント～約９９重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅおよび
約９９重量パーセント～約１重量パーセントのＨＦＣ－１５２ａ；
　約１重量パーセント～約９９重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅおよび
約９９重量パーセント～約１重量パーセントのＨＦＣ－２２７ｅａ；ならびに
　約１重量パーセント～約９９重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅおよび
約９９重量パーセント～約１重量パーセントのＣＦ3Ｉ
からなる群から選択された組成物と
を含むことを特徴とする組成物。
４３．炭化水素、ジメチルエーテル、ポリオキシアルキレングリコールエーテル、アミド
、ケトン、ニトリル、クロロカーボン、エステル、ラクトン、アリールエーテル、ハイド
ロフルオロエーテル、および１，１，１－トリフルオロアルカンからなる群から選択され
た少なくとも１つの可溶化剤をさらに含むことを特徴とする前記４２．に記載の組成物。
４４．前記４３．に記載の組成物であって、前記可溶化剤が
　ａ）式Ｒ1［（ＯＲ2）xＯＲ3］yで表されるポリオキシアルキレングリコールエーテル
であって、ｘが１～３の整数であり、ｙが１～４の整数であり、Ｒ1が水素ならびに１～
６個の炭素原子およびｙ個の結合部位を有する脂肪族炭化水素基から選択され、Ｒ2が２
～４個の炭素原子を有する脂肪族ヒドロカルビレン基から選択され、Ｒ3が水素ならびに
１～６個の炭素原子を有する脂肪族および脂環式炭化水素基から選択され、Ｒ1およびＲ3

の少なくとも１つが前記炭化水素基から選択され、かつ、約１００～約３００原子質量単
位の分子量を有するポリオキシアルキレングリコールエーテル；
　ｂ）式Ｒ1Ｃ（Ｏ）ＮＲ2Ｒ3およびシクロ－［Ｒ4ＣＯＮ（Ｒ5）－］で表されるアミド
であって、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3およびＲ5が独立して１～１２個の炭素原子を有する脂肪族およ
び脂環式炭化水素基、ならびに６～１２個の炭素原子を有する多くても１つの芳香族基か
ら選択され、Ｒ4が３～１２個の炭素原子を有する脂肪族ヒドロカルビレン基から選択さ
れ、かつ、約１００～約３００原子質量単位の分子量を有するアミド；
　ｃ）式Ｒ1Ｃ（Ｏ）Ｒ2で表されるケトンであって、Ｒ1およびＲ2が独立して１～１２個
の炭素原子を有する脂肪族、脂環式およびアリール炭化水素基から選択され、かつ、約７
０～約３００原子質量単位の分子量を有するケトン；
　ｄ）式Ｒ1ＣＮで表されるニトリルであって、Ｒ1が５～１２個の炭素原子を有する脂肪
族、脂環式またはアリール炭化水素基から選択され、かつ、約９０～約２００原子質量単
位の分子量を有するニトリル；
　ｅ）式ＲＣｌxで表されるクロロカーボンであって、ｘが１または２であり、Ｒが１～
１２個の炭素原子を有する脂肪族および脂環式炭化水素基から選択され、かつ、約１００
～約２００原子質量単位の分子量を有するクロロカーボン；
　ｆ）式Ｒ1ＯＲ2で表されるアリールエーテルであって、Ｒ1が６～１２個の炭素原子を
有するアリール炭化水素基から選択され、Ｒ2が１～４個の炭素原子を有する脂肪族炭化
水素基から選択され、かつ、約１００～約１５０原子質量単位の分子量を有するアリール
エーテル；
　ｇ）式ＣＦ3Ｒ

1で表される１，１，１－トリフルオロアルカンであって、Ｒ1が約５～
約１５個の炭素原子を有する脂肪族および脂環式炭化水素基から選択される１，１，１－
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トリフルオロアルカン；
　ｈ）式Ｒ1ＯＣＦ2ＣＦ2Ｈで表されるフルオロエーテルであって、
Ｒ1が約５～約１５個の炭素原子を有する脂肪族および脂環式炭化水素基から選択される
か、または、
フルオロオレフィンとポリオールとから誘導され、ここで、前記フルオロオレフィンがタ
イプＣＦ2＝ＣＸＹ（式中、Ｘは水素、塩素またはフッ素であり、そしてＹは塩素、フッ
素、ＣＦ3またはＲfがＣＦ3、Ｃ2Ｆ5もしくはＣ3Ｆ7であるＯＲfである）のものであり、
そして前記ポリオールがタイプＨＯＣＨ2ＣＲＲ’（ＣＨ2）z（ＣＨＯＨ）xＣＨ2（ＣＨ2

ＯＨ）y（式中、ＲおよびＲ’は水素、ＣＨ3またはＣ2Ｈ5であり、ｘは０～４の整数であ
り、ｙは０～３の整数であり、そしてｚは０か１かのどちらかである）のものである、
フルオロエーテル、
　ｉ）構造［Ｂ］、［Ｃ］、および［Ｄ］で表されるラクトンであって、Ｒ1～Ｒ8が独立
して水素か、線状、分岐、環式、二環式、飽和および不飽和のヒドロカルビル基から選択
され、かつ、分子量が約１００～約３００原子質量単位であるラクトン、

【化７】

ならびに
　ｊ）一般式Ｒ1ＣＯ2Ｒ

2で表されるエステルであって、Ｒ1およびＲ2が独立して線状お
よび環式の、飽和および不飽和の、アルキルおよびアリール基から選択され、かつ、約８
０～約５５０原子質量単位の分子量を有するエステル
からなる群から選択されることを特徴とする前記４３．に記載の組成物。
４５．冷却を行うための方法であって、冷却されるべき本体の近くで前記１．～３０．の
いずれか一に記載の前記組成物を蒸発させる工程と、その後前記組成物を凝縮させる工程
とを含むことを特徴とする方法。
４６．熱を産生させるための方法であって、加熱されるべき本体の近くで前記１．～３０
．のいずれか一に記載の前記組成物を凝縮させる工程と、その後前記組成物を蒸発させる
工程とを含むことを特徴とする方法。
４７．冷却を行うための方法であって、冷却されるべき本体の近くで前記４１．～４３．
のいずれか一に記載の組成物を蒸発させる工程と、その後前記組成物を凝縮させる工程と
を含むことを特徴とする方法。
４８．熱を産生させるための方法であって、加熱されるべき本体の近くで前記４１．～４
３．のいずれか一に記載の前記組成物を凝縮させる工程と、その後前記組成物を蒸発させ
る工程とを含むことを特徴とする方法。
４９．圧縮冷凍、エアコン、またはヒートポンプ装置で前記３５．に記載の組成物を検出
するための方法であって、前記組成物を前記装置に提供する工程と、前記装置の漏洩ポイ
ントでまたは該装置の近くで前記組成物を検出するための好適な手段を提供する工程とを
含むことを特徴とする方法。
５０．圧縮冷凍、エアコン、またはヒートポンプ装置で前記４２．または４３．に記載の
組成物を検出するための方法であって、前記組成物を前記装置に提供する工程と、前記装
置の漏洩ポイントでまたは該装置の近くで前記組成物を検出するための好適な手段を提供
する工程とを含むことを特徴とする方法。
５１．鉱油、アルキルベンゼン、合成パラフィン、合成ナフテン、およびポリ（アルファ
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記載の組成物を含む冷媒または伝熱流体組成物の可溶化方法であって、前記方法が有効量
の相溶化剤の存在下で前記潤滑油を前記組成物と接触させる工程を含み、前記相溶化剤が
、
　ａ）式Ｒ1［（ＯＲ2）xＯＲ3］yで表されるポリオキシアルキレングリコールエーテル
であって、ｘが１～３の整数であり、ｙが１～４の整数であり、Ｒ1が水素ならびに１～
６個の炭素原子およびｙ個の結合部位を有する脂肪族炭化水素基から選択され、Ｒ2が２
～４個の炭素原子を有する脂肪族ヒドロカルビレン基から選択され、Ｒ3が水素ならびに
１～６個の炭素原子を有する脂肪族および脂環式炭化水素基から選択され、Ｒ1およびＲ3

の少なくとも１つが前記炭化水素基から選択され、かつ、約１００～約３００原子質量単
位の分子量を有するポリオキシアルキレングリコールエーテル；
　ｂ）式Ｒ1Ｃ（Ｏ）ＮＲ2Ｒ3およびシクロ－［Ｒ4ＣＯＮ（Ｒ5）－］で表されるアミド
であって、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3およびＲ5が独立して１～１２個の炭素原子を有する脂肪族およ
び脂環式炭化水素基、ならびに６～１２個の炭素原子を有する多くても１つの芳香族基か
ら選択され、Ｒ4が３～１２個の炭素原子を有する脂肪族ヒドロカルビレン基から選択さ
れ、かつ、約１００～約３００原子質量単位の分子量を有するアミド；
　ｃ）式Ｒ1Ｃ（Ｏ）Ｒ2で表されるケトンであって、Ｒ1およびＲ2が独立して１～１２個
の炭素原子を有する脂肪族、脂環式およびアリール炭化水素基から選択され、かつ、約７
０～約３００原子質量単位の分子量を有するケトン；
　ｄ）式Ｒ1ＣＮで表されるニトリルであって、Ｒ1が５～１２個の炭素原子を有する脂肪
族、脂環式またはアリール炭化水素基から選択され、かつ、約９０～約２００原子質量単
位の分子量を有するニトリル；
　ｅ）式ＲＣｌxで表されるクロロカーボンであって、ｘが１または２であり、Ｒが１～
１２個の炭素原子を有する脂肪族および脂環式炭化水素基から選択され、かつ、約１００
～約２００原子質量単位の分子量を有するクロロカーボン；
　ｆ）式Ｒ1ＯＲ2で表されるアリールエーテルであって、Ｒ1が６～１２個の炭素原子を
有するアリール炭化水素基から選択され、Ｒ2が１～４個の炭素原子を有する脂肪族炭化
水素基から選択され、かつ、約１００～約１５０原子質量単位の分子量を有するアリール
エーテル；
　ｇ）式ＣＦ3Ｒ

1で表される１，１，１－トリフルオロアルカンであって、Ｒ1が約５～
約１５個の炭素原子を有する脂肪族および脂環式炭化水素基から選択される１，１，１－
トリフルオロアルカン；
　ｈ）式Ｒ1ＯＣＦ2ＣＦ2Ｈで表されるフルオロエーテルであって、
Ｒ1が約５～約１５個の炭素原子を有する脂肪族および脂環式炭化水素基から選択される
か、または、
フルオロオレフィンとポリオールとから誘導され、ここで、前記フルオロオレフィンがタ
イプＣＦ2＝ＣＸＹ（式中、Ｘは水素、塩素またはフッ素であり、そしてＹは塩素、フッ
素、ＣＦ3またはＲfがＣＦ3、Ｃ2Ｆ5もしくはＣ3Ｆ7であるＯＲfである）のものであり、
そして前記ポリオールがタイプＨＯＣＨ2ＣＲＲ’（ＣＨ2）z（ＣＨＯＨ）xＣＨ2（ＣＨ2

ＯＨ）y（式中、ＲおよびＲ’は水素、ＣＨ3またはＣ2Ｈ5であり、ｘは０～４の整数であ
り、ｙは０～３の整数であり、そしてｚは０か１かのどちらかである）のものである、
フルオロエーテル、
　ｉ）構造［Ｂ］、［Ｃ］、および［Ｄ］で表されるラクトンであって、Ｒ1～Ｒ8が独立
して水素か、線状、分岐、環式、二環式、飽和および不飽和のヒドロカルビル基から選択
され、かつ、分子量が約１００～約３００原子質量単位であるラクトン、
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【化８】

ならびに
　ｊ）一般式Ｒ1ＣＯ2Ｒ

2で表されるエステルであって、Ｒ1およびＲ2が独立して線状お
よび環式の、飽和および不飽和の、アルキルおよびアリール基から選択され、かつ、約８
０～約５５０原子質量単位の分子量を有するエステル
からなる群から選択されることを特徴とする方法。
５２．圧縮冷凍、エアコンまたはヒートポンプ装置の圧縮機への油戻しの改良方法であっ
て、前記装置に前記３１．に記載の組成物を使用する工程を含むことを特徴とする方法。
５３．鉱油、アルキルベンゼン、合成パラフィン、合成ナフテン、およびポリ（アルファ
）オレフィンからなる群から選択された冷凍潤滑油への冷媒または伝熱流体組成物の可溶
化方法であって、前記方法が有効量の相溶化剤の存在下で前記潤滑油を前記冷媒または伝
熱流体組成物と接触させる工程を含み、前記冷媒または伝熱流体が、
　約１重量パーセント～約９９重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅおよび約９９重量
パーセント～約１重量パーセントのＨＦＣ－１５２ａ；
　約１重量パーセント～約９９重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅおよび約９９重量
パーセント～約１重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅ；
　約１重量パーセント～約９９重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅおよび約９９重量
パーセント～約１重量パーセントのＨＦＣ－１２４３ｚｆ；
　約１重量パーセント～約９９重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅおよび
約９９重量パーセント～約１重量パーセントのＨＦＣ－１３４ａ；
　約１重量パーセント～約９９重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅおよび
約９９重量パーセント～約１重量パーセントのＨＦＣ－１５２ａ；
　約１重量パーセント～約９９重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅおよび
約９９重量パーセント～約１重量パーセントのＨＦＣ－２２７ｅａ、ならびに
　約１重量パーセント～約９９重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅおよび
約９９重量パーセント～約１重量パーセントのＣＦ3Ｉ
からなる群から選択された組成物を含み、
　そして
　前記相溶化剤が、
　ａ）式Ｒ1［（ＯＲ2）xＯＲ3］yで表されるポリオキシアルキレングリコールエーテル
であって、ｘが１～３の整数であり、ｙが１～４の整数であり、Ｒ1が水素ならびに１～
６個の炭素原子およびｙ個の結合部位を有する脂肪族炭化水素基から選択され、Ｒ2が２
～４個の炭素原子を有する脂肪族ヒドロカルビレン基から選択され、Ｒ3が水素ならびに
１～６個の炭素原子を有する脂肪族および脂環式炭化水素基から選択され、Ｒ1およびＲ3

の少なくとも１つが前記炭化水素基から選択され、かつ、約１００～約３００原子質量単
位の分子量を有するポリオキシアルキレングリコールエーテル；
　ｂ）式Ｒ1Ｃ（Ｏ）ＮＲ2Ｒ3およびシクロ－［Ｒ4ＣＯＮ（Ｒ5）－］で表されるアミド
であって、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3およびＲ5が独立して１～１２個の炭素原子を有する脂肪族およ
び脂環式炭化水素基、ならびに６～１２個の炭素原子を有する多くても１つの芳香族基か
ら選択され、Ｒ4が３～１２個の炭素原子を有する脂肪族ヒドロカルビレン基から選択さ
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れ、かつ、約１００～約３００原子質量単位の分子量を有するアミド；
　ｃ）式Ｒ1Ｃ（Ｏ）Ｒ2で表されるケトンであって、Ｒ1およびＲ2が独立して１～１２個
の炭素原子を有する脂肪族、脂環式およびアリール炭化水素基から選択され、かつ、約７
０～約３００原子質量単位の分子量を有するケトン；
　ｄ）式Ｒ1ＣＮで表されるニトリルであって、Ｒ1が５～１２個の炭素原子を有する脂肪
族、脂環式またはアリール炭化水素基から選択され、約９０～約２００原子質量単位の分
子量を有するニトリル；
　ｅ）式ＲＣｌxで表されるクロロカーボンであって、ｘが１または２であり、Ｒが１～
１２個の炭素原子を有する脂肪族および脂環式炭化水素基から選択され、かつ、約１００
～約２００原子質量単位の分子量を有するクロロカーボン；
　ｆ）式Ｒ1ＯＲ2で表されるアリールエーテルであって、Ｒ1が６～１２個の炭素原子を
有するアリール炭化水素基から選択され、Ｒ2が１～４個の炭素原子を有する脂肪族炭化
水素基から選択され、かつ、約１００～約１５０原子質量単位の分子量を有するアリール
エーテル；
　ｇ）式ＣＦ3Ｒ

1で表される１，１，１－トリフルオロアルカンであって、Ｒ1が約５～
約１５個の炭素原子を有する脂肪族および脂環式炭化水素基から選択される１，１，１－
トリフルオロアルカン；
　ｈ）式Ｒ1ＯＣＦ2ＣＦ2Ｈで表されるフルオロエーテルであって、
Ｒ1が約５～約１５個の炭素原子を有する脂肪族および脂環式炭化水素基から選択される
か、または、
フルオロオレフィンとポリオールとから誘導され、ここで、前記フルオロオレフィンがタ
イプＣＦ2＝ＣＸＹ（式中、Ｘは水素、塩素またはフッ素であり、そしてＹは塩素、フッ
素、ＣＦ3またはＲfがＣＦ3、Ｃ2Ｆ5もしくはＣ3Ｆ7であるＯＲfである）のものであり、
そして前記ポリオールがタイプＨＯＣＨ2ＣＲＲ’（ＣＨ2）z（ＣＨＯＨ）xＣＨ2（ＣＨ2

ＯＨ）y（式中、ＲおよびＲ’は水素、ＣＨ3またはＣ2Ｈ5であり、ｘは０～４の整数であ
り、ｙは０～３の整数であり、そしてｚは０か１かのどちらかである）のものである、フ
ルオロエーテル；
　ｉ）構造［Ｂ］、［Ｃ］、および［Ｄ］で表されるラクトンであって、Ｒ1～Ｒ8が独立
して水素か、線状、分岐、環式、二環式、飽和および不飽和のヒドロカルビル基から選択
され、かつ、分子量が約１００～約３００原子質量単位であるラクトン；
【化９】

ならびに
　ｊ）一般式Ｒ1ＣＯ2Ｒ

2で表されるエステルであって、Ｒ1およびＲ2が独立して線状お
よび環式の、飽和および不飽和の、アルキルおよびアリール基から選択され、かつ、約８
０～約５５０原子質量単位の分子量を有するエステル
からなる群から選択されることを特徴とする方法。
５４．圧縮冷凍、エアコンまたはヒートポンプ装置の圧縮機への油戻しの改良方法であっ
て、前記４１．に記載の組成物を前記装置で使用する工程を含むことを特徴とする方法。
５５．冷凍、エアコン、またはヒートポンプ装置での高ＧＷＰ冷媒を置換える方法であっ
て、前記高ＧＷＰ冷媒がＲ１３４ａ、Ｒ２２、Ｒ１２３、Ｒ１１、Ｒ２４５ｆａ、Ｒ１１
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４、Ｒ２３６ｆａ、Ｒ１２４、Ｒ１２、Ｒ４１０Ａ、Ｒ４０７Ｃ、Ｒ４１７Ａ、Ｒ４２２
Ａ、Ｒ５０７Ａ、Ｒ５０２、およびＲ４０４Ａからなる群から選択され、前記１．～３０
．のいずれか一に記載の組成物を、前記高ＧＷＰ冷媒を使用する、使用したまたは使用す
るようデザインされている前記冷凍、エアコン、またはヒートポンプ装置に提供する工程
を含むことを特徴とする方法。
５６．冷凍、エアコン、またはヒートポンプ装置での高ＧＷＰ冷媒を置換える方法であっ
て、前記高ＧＷＰ冷媒がＲ１３４ａ、Ｒ２２、Ｒ１２３、Ｒ１１、Ｒ２４５ｆａ、Ｒ１１
４、Ｒ２３６ｆａ、Ｒ１２４、Ｒ１２、Ｒ４１０Ａ、Ｒ４０７Ｃ、Ｒ４１７Ａ、Ｒ４２２
Ａ、Ｒ５０７Ａ、Ｒ５０２、およびＲ４０４Ａからなる群から選択され、
　組成物であって、
　約１重量パーセント～約９９重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅおよび約９９重量
パーセント～約１重量パーセントのＨＦＣ－１５２ａ；
　約１重量パーセント～約９９重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅおよび約９９重量
パーセント～約１重量パーセントのＨＦＣ－１２３４ｙｆ；
　約１重量パーセント～約９９重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅおよび約９９重量
パーセント～約１重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅ；
　約１重量パーセント～約９９重量パーセントのＨＦＣ－１２２５ｙｅおよび約９９重量
パーセント～約１重量パーセントのＨＦＣ－１２４３ｚｆ；
　約１重量パーセント～約９９重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅおよび
約９９重量パーセント～約１重量パーセントのＨＦＣ－１３４ａ；
　約１重量パーセント～約９９重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅおよび
約９９重量パーセント～約１重量パーセントのＨＦＣ－１５２ａ；
　約１重量パーセント～約９９重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅおよび
約９９重量パーセント～約１重量パーセントのＨＦＣ－２２７ｅａ；ならびに
　約１重量パーセント～約９９重量パーセントのトランス－ＨＦＣ－１２３４ｚｅおよび
約９９重量パーセント～約１重量パーセントのＣＦ3Ｉ
からなる群から選択された組成物を、前記高ＧＷＰ冷媒を使用する、使用したまたは使用
するようデザインされている前記冷凍、エアコン、またはヒートポンプ装置に提供する工
程を含むことを特徴とする方法。
５７．前記１．～３０．のいずれか一に記載の組成物を伝熱流体として使用する方法であ
って、前記組成物を熱源からヒートシンクへ運ぶ工程を含むことを特徴とする方法。
５８．前記１．～３０．のいずれか一に記載の組成物の製造方法であって、
（ｉ）冷媒組成物の１つまたは複数の成分のある容量を少なくとも１つの冷媒容器から回
収する工程と、
（ｉｉ）前記回収成分の１つまたは複数の再使用を可能にするのに十分なほど不純物を除
去する工程と、
（ｉｉｉ）場合により、前記回収容量の成分のすべてまたは一部を少なくとも１つの追加
の冷媒組成物または成分と組み合わせる工程と
を含むことを特徴とする方法。
５９．前記１．～３０．、４０．、４１．、または４２．のいずれか一項に記載の組成物
を含有することを特徴とする冷凍、エアコン、またはヒートポンプ装置。
６０．移動式エアコン装置を含むことを特徴とする前記５９．に記載の冷凍、エアコン、
またはヒートポンプ装置。
６１．冷凍、エアコンまたはヒートポンプ装置での冷媒漏洩の早期検出方法であって、前
記装置に非共沸組成物を使用する工程と、冷却性能の低下を監視する工程とを含むことを
特徴とする方法。
６２．前記１．～３０．のいずれか一に記載の組成物を含むことを特徴とする発泡剤。
６３．（ａ）前記１．～３０．のいずれか一に記載の組成物を発泡性組成物に加える工程
と、
　（ｂ）発泡体を形成するのに有効な条件下に発泡性組成物を反応させる工程と
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を含むことを特徴とする発泡体の形成方法。
６４．前記１．～３０．のいずれか一に記載の組成物を含むことを特徴とするスプレー可
能な組成物。
６５．前記１．～３０．のいずれか一に記載の組成物をエアゾール容器中の活性成分に加
える工程を含むエアゾール製品の製造方法であって、前記組成物が噴射剤として機能する
ことを特徴とする方法。
６６．火炎を、前記１．～３０．のいずれか一に記載の組成物を含む流体と接触させる工
程を含むことを特徴とする火炎の抑制方法。
６７．（ａ）前記１．～３０．のいずれか一に記載の組成物を含む試剤を提供する工程と
、
　（ｂ）該試剤を加圧吐出システムに配置する工程と、
　（ｃ）該試剤をある区域へ吐出して当該区域で火を消すまたは抑制する工程と
を含むトータル－フラッド用途での火の消火または抑制方法。
６８．（ａ）前記１．～３０．のいずれか一に記載の組成物を含む試剤を提供する工程と
、
　（ｂ）該試剤を加圧吐出システムに配置する工程と、
　（ｃ）該試剤をある区域へ吐出して火災または爆発が起こるのを防ぐ工程と
を含むことを特徴とする火災または爆発を防止するための区域の不活性化方法。
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